
    
      
        
      
    

  





18禁乙女ゲーの世界にモブ聖女として転生しましたが、どうやらここは逆ハールート!?
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序章　オタク女子、彼氏に浮気される












「はぁ……？」

　私――奥野おくの京子きょうこは、スマホを見て静かにキレていた。

　画面に映っているのは、彼氏の孝志たかしだ。

　私と孝志はオタク同士で、ネットのオフ会をきっかけに交際を始めた。

　アニメや漫画作品が好きなのは共通しているが、私はそれ以外にゲームを好んでいる。

　他に特筆する点があるといえば、犬が大好きなところぐらいだ。

　私には生まれた時から側にいた愛犬がいた。シベリアンハスキーのオリバーは、私が大学生の時に二十歳で天命を全うした。彼を亡くした悲しみはいまだに癒えていない。

　その悲しさを紛らわしてくれたのが、アニメや漫画、ゲームといった二次元の世界だった。

　孝志は有名コスプレイヤーの桃木ももきいのりさんを追いかけている。彼はコミックフェスなどでも様々なコスプレイヤーを撮影している、いわゆるカメコだ。

　確かに彼女は美人だし、きわどい衣装だって着こなす、プロポーション抜群の魅力たっぷりな人。それは認める。

　いっぽうで私は一般オタクでコスプレはしないし、ハロウィンの仮装だって興味がない。

　キラキラした彼女たちと自分を比べると、少し落ち込んでしまう。

　コスプレにまったく興味がないかと言われたら、そうでもない。

　二次元がそのまま三次元になったようなコスプレイヤーを見ると、素直に「凄いな」と思う。

　有名な人でなくても、好きな事に嵌はまっている人を見ると「楽しそうだね」と嬉しくなる。

　私のコスプレへの印象はそんな感じで、決して悪く思っていない。

　けれど孝志のいのりさんへの愛は、アイドルの熱狂的ファンを彷彿とさせる。

　二人でおうちデートをしていても、孝志はいのりさんの話ばかりする。彼女のＳＮＳを見て、私に感想を求めてくる始末だ。

　――それって彼女である私に聞く必要がある？

　不満をぶつけたい気持ちはやまやまだけど、孝志は隠れオタクを貫いていて、会社では趣味の話ができる人はいない。

　孝志は私に彼女兼〝理解者〟を求めていた。

　でも、たとえ〝推し〟であっても、彼氏が生身の女性に夢中になっているのを見るとモヤモヤする。

　加えて、私は子供の頃に交通事故に遭って、額に少し大きめの傷がある。

　ずっと前髪で隠していたけれど、初めての彼氏である孝志に見られた時、「傷がなかったら、額を出す髪型もできるのにな」と言われて少し傷付いた。

　いのりさんは斜め分けのワンレンヘアで、綺麗な額を出している。

　それもあって、私は余計に彼女に嫉妬していた。

　孝志のいのりさんアゲにうんざりしつつも「アイドルとファンみたいなものだし……」と自分を慰めていた矢先に〝それ〟は送られてきた。

「……何これ……」

　私が見ているのは、ＳＮＳのＤＭだ。

　家でゲームをしていたら、突然フォロワーのいない匿名アカウントから写真が送られてきた。

　写真には、マンションの一室とおぼしき場所を背景に、孝志といのりさんがキスをしているところが写っていた。

　いのりさんは、孝志が大好きなソシャゲの聖女キャラ、アリアのコスプレをしていた。

　孝志は包容力のある母性溢れるキャラが好きで、清楚ながら露出度の高いアリアに夢中だった。

　コスプレした彼女は、二次元からアリアがそのまま出てきたかのようだ。

（そりゃあ〝嫁〟のアリアが現実の人となったら、キスするでしょうとも！）

　写真を見た途端、胸の奥がムカムカした。

　ゴウゴウと燃えさかる激しい嫉妬でどうにかなりそうだ。

「……っ、どうして……っ」

　ＤＭを送ってきた人が誰か、どんな意図があるかなど関係ない。

「バカ!!」

　私は大きな声を上げ、ベッドにスマホを投げる。

「……っ、結婚したいと思ってたのに……っ」

　確かに四六時中「いのりさんが……」と言っている点は短所だ。

　でも孝志は優しくて趣味が合う。私の誕生日や記念日も大切にしてくれた。

　オタクを隠しているのも、彼が二十代後半にしては稼ぎがあり、顔立ちも爽やかイケメンだからというのもある。

　私は彼を、冴えないオタク女子の自分には勿体ない、いい彼氏だと思っていた。

　――けど。

「……っ、やっぱり、見た目のいい女性が好きなんだ……っ」

　ひどい涙声で私は独りごちる。

　私は普通体型で、顔も十人並みだ。身長も平均的で、胸もＢカップ。

　高校生の頃に男友達に「悪くはない」と言われたけど、「良くもない」と言われた。

　加えて額に傷がある事で、常に引け目を感じていた。

　だから「私は〝特別〟になれない。ひっそり日陰者の人生を歩んでいくべき」と言い聞かせて、高望みせずに生きてきた。

　それなのに――。

「……こんなのないよ……」

　呟いて、涙を零す。

　私と孝志は同棲している。これからいのりさんとキスした彼が、何でもない顔をして帰ってくるかと思うと、堪らなく憂鬱だった。

（……駄目だ。今はどんな顔をして会えばいいのか分からない。一旦外に出よう）

　時計を見ると、夕方になろうとしていた。

　ＤＭを受け取るまで、私は大好きなゲーム『ミルネジュア』をプレイしていた。

　休日はゲームをして、日々の疲れとストレスを、キラキラした美形キャラのスチルや、エロティックなアニメーションやボイスに癒してもらっていた。

『ミルネジュア』は西洋風ファンタジー世界を舞台にした十八禁乙女ゲームで、王太子や貴族たちを相手に恋愛していくゲームだ。

　ＡＳＭＲ搭載の動くエッチシーンがあり、自室に籠もってイヤフォンで楽しむのが至福の時だ。

　孝志は乙女ゲームをプレイしてデレデレする私を、面白くなさそうな顔で見ていた。

　けど、いつもいのりさんの話をしていた彼だって、似たようなものだ。

　二次元への恋は浮気にはならないけど、現実にいる女性とキスをするのはアウトだ。

「あーあ……」

　せっかく大好きなゲームをしていたのに、気持ちが落ち込んでしまう。

　溜め息をついてゲームを終了させたあと、私はすっぴんのままスプリングコートを羽織り、バッグに財布とスマホを突っ込んで家を出た。

　速歩きで道を歩くものの、頭の中は送られてきた写真に支配されていた。

（いのりさんだから好きなの？　大好きな聖女キャラだったからグラッときた？）

　同時に、孝志にとって〝特別な人〟であるいのりさんへの嫉妬がこみ上げる。

（仕事でコスプレをしてるんだし、あの美貌とプロポーションをキープするのに、とても努力してるのは分かる。何もせずすべてを手に入れた訳じゃないし、一人の人間だから〝理想の女性〟じゃないし、きっと悩みや汚い感情だって持ってる）

　必死に自分に言い聞かせるが、彼氏を盗られた悔しさは収まらない。

　どう考えても、生まれ持っての美貌とプロポーションを兼ね揃えた彼女が、気まぐれに孝志を選び、私から奪ったように感じてしまう。

　どれだけ大人ぶろうとしても私は二十六歳の未熟な女性で、浮気された屈辱を落ち着かせる術など分からなかった。

（何も孝志じゃなくたっていいじゃない！　いのりさんなら、有名人とかお金持ちとか、よりどりみどりじゃないの？　どうして孝志なの!?）

　同棲していた彼氏に裏切られた情けなさもあり、私はポロポロと涙を零していた。

「私だって……っ、好きな人の〝特別な人〟になりたい」

　呟いた瞬間、理解した。

　――私は、孝志の〝特別〟じゃなかった。

　現実に打ちのめされ、私はコートの袖で乱暴に涙を拭う。

　むりやり気分を変えるために耳にワイヤレスイヤフォンを突っ込み、『ミルネジュア』のドラマボイスを再生した。

　クラシック調の音楽が流れたあと、王太子のアレックス役の声優さんがタイトルコールする。

（……あぁ、いい声だな……）

　攻略対象別のドラマボイスで、たまたま再生したのはアレックス編だったけど、勿論全員分のドラマボイスを購入している。

　作品への没入感を得たくて、私はエッチシーンまでトラックを飛ばした。

　耳元で推しの囁きボイスが聞こえ、本当に耳を舐められているかのような水音や吐息が聞こえる。

　私はにやけそうな顔をマスクで隠し、できるだけアレックスに気持ちを支配してもらおうと聴覚に集中する。

　今だけは孝志の事を考えたくない。

　――だからなのか、現実への注意力が散漫になっていた。

　アレックスの声に夢中になった私は、歩行者用の信号が赤になっていたのに気づかず、周囲に人がいなかったのもあり、「皆が立ち止まっているから赤だ」という認識も抱かなかった。

　クラクションの音が鳴ったかと思うと、右手側に大きな壁のような物が迫る。

　――え？

　右側から迫ってきた物が大型トラックだと気づいた時には、もう遅かった。

　ドンッと全身に強い衝撃が走り、私は大きく飛ばされる。

　瞬間、痛いとか何が起こったとか考える間もなく、意識が急激に遠のいていく。






　最期に聞こえたのは、アレックスの声だった。






『僕なら君を一生大切にする。決して泣かせない。だからこのまま、僕に身を委ねるんだ』

（……あぁ、それもいいのかも……）

　――アレックスみたいな人に愛されたい。






　そう思い、私の意識は闇に包まれていった。

















第一章　目覚めた先は十八禁乙女ゲームの世界!?












　大勢の人の声と気配を感じ、私はゆっくり意識を浮上させた。

　硬い、と思ったら床の上に横たわっていた。

　薄く目を開くと、床の上に幾何学模様――、いや、魔方陣のような模様が描かれていて、それが燐光りんこうを発しているのが見えた。

（……え？）

　いぶかしげに眉を寄せた私は、ゆっくり起き上がろうとして悲鳴を上げた。

「いたっ！」

　髪の毛がビンッと引っ張られ、慌てて手元を見ると、ウエーブの掛かったとても長いプラチナブロンドを、自分の手が押さえつけている。

「……なにこれ……」

　困惑した声を上げた途端、周りから「成功だ……」と声が聞こえ、ワッと歓声が上がった。

「なになになになに!?」

　私は驚愕し、怯えて胸の前で手を組み、ギュッと体を縮込ませる。

　周囲にいる人々は、中世ヨーロッパを彷彿とさせる異世界衣装を身に纏まとっていた。

　今見た髪の毛に違和感を覚えた私は、恐る恐る自分の姿を確認する。

　ほっそりとした白い手の中指には指輪が嵌まり、そこからインドかアラビア系を彷彿とさせる金色のアクセサリーが、手の甲からブレスレットまで続いていた。

　いや、私こんな綺麗な手をしてない。

　ブレスレットには小さな輪があり、そこから透ける素材の薄布が衣装の背中のほうへ繋がっている。

（うわ……っ）

　下を見ると胸がどんっと大きく、お腹が見えない。

　真っ白な胸元には深い谷間が入り、絹のように滑らかな白い服を着ていた。

　衣装には、まるで聖職者の祭服のような刺繍が金糸で施されている。

（何なの……？）

　信じられない思いでボーッとしかけたけれど、下半身を見て慌てて脚を隠した。

　なぜかといえば、スカートに入った深いスリットから、スラリとしていながらむっちりとした太腿が丸見えになっていたからだ。

　なにこれ!?　痴女!?

（どうなってるの？　ドッキリ？）

　目を瞬かせて周囲を見ると、人垣の間から一人の若い男性が進み出た。

　彼の顔を見て、私は「あっ！」と声を漏らす。

　――『ミルネジュア』の王太子、アレックスその人だったからだ。

「聖女フィオナ、体調は悪くないか？」

「……聖女、フィオナ……？」

　その名前を聞いて思い浮かべたのは、『ミルネジュア』に出てくる登場人物だ。

　けれど彼女はストーリーに関係しない、ゲーム進行に困った時にアドバイスをくれるお助けキャラだ。

　公式資料集の扱いも小さく、メインはヒロインと攻略対象たちなので、「ふーん」と思って終わりだった。……はずなのに。

「この国はあなたの助けを求めている。どうか僕の手をとってほしい」

　目の前で金髪のアレックスが跪き、宝石のように明るいブルーアイを向けて優しく微笑んでくる。

　それを見てつい、今がどんな状況かも忘れて、目をハートにして「はい」と言ってしまいそうになった。

『ミルネジュア』には七人の攻略対象が出てくるけれど、私はその中でも王太子アレックス、宰相のヴァレリー、公爵で元帥のギルフォードが大のお気に入りだった。

（ここってもしかして……）

　床に座り込んだまま周囲を見回すと、『ミルネジュア』でヒロインがアレックスとよく話していた、謁見の間に似ている。

　私を取り囲んでいる人々の中には、あきらかにモブとは異なる、キャラの立った人もいる。

　その中に、ヴァレリーやギルフォード、他の攻略対象の顔も見つけて、私は歓喜した。

（私、異世界転生した!?）

　夢にまで見た憧れの人たちを前にして、全身を興奮と緊張が駆け巡る。

　カーッと赤面したかと思うと、どうやってその現実を受け入れたらいいのか分からない動揺もあり、私――フィオナはぐったりとその場に気絶してしまった。







＊＊








「……はぁ……」

　物凄い夢を見た。

　眠りの淵から意識が浮上するのを感じた私は、寝返りを打って惰眠を貪る。

　もうそろそろアラームが鳴るはずだ。起きて顔を洗い、孝志の分も朝食を作って、出勤の準備をして……。

　そう思いながらうっすら目を開くと、いつもなら朝の日差しが差し込んで明るくなっているのに、室内は暗かった。

　いや、室内というより、ベッドのすぐ側にカーテンのような布がある。

　それも自分ならまず選ばない、ヨーロピアンテイストの柄で、重厚な色合いだ。

　こんなの選んだ覚えはないけど……。

　急に目が覚めてきて、私はムクリと起き上がった。

「いたっ！」

　その途端、また長い髪を手で押さえつけてしまい、悲鳴を上げる。

　覚えのある痛みに私は目を剥き、もう一度「いったぁ……」と小さく呟いて周囲を見回した。

　今まで私はベッドで寝ていた。

　しかし自室にある量販店で買ったベッドではなく、キングサイズほどありそうな大きさだ。

　その上、体の上に掛かっていた羽布団は、高級ホテルの物のように質がよくフカフカだ。

　ベッドサイドにランプがあるけれど、電気でも蝋燭でもない光が灯っている。

　果物の入った籠もあり、ワインクーラーのようなバケツの中には、水やその他の飲み物が冷やされていた。

　寝ている間にかなりの時間が経っていただろうに、氷は冷凍庫から出したてみたいにキンキンだ。

（どこ……、ここ……）

　私は呆然としながら、自分が『ミルネジュア』の聖女フィオナとして転生した事を思いだした。

　周囲を大勢の人に囲まれ、アレックスやその他の推しも見た。

（あれは何だったんだろう？）

　ボーッとしていると、枕元にベルを見つけた。

（ホテルのフロントみたいに、これを鳴らしたら係の人が来てくれるのかな）

　冗談半分にチリンと銀色の鈴を鳴らした途端――、人の声がした。

「フィオナ様、お目覚めですか？」

「ひっ!?」

　本当に誰かが応対して、私――フィオナは息を呑む。

「帳とばりを開けても宜しゅうございますか？」

　尋ねてきたのが優しげな女性の声なので、未知の場所に不安を抱きながら返事をした。

「……お願いします」

　返事をすると、帳――ベッドの周囲を囲んでいたカーテンみたいなのがスルスルと引かれていく。

　その向こうに控えていたのは、五人の女性だ。

　皆、制服のように、まったく同じアイボリーのドレスを着ている。

　アイボリーのドレスと言ってもウエディングドレスのように華やかな物ではなく、とてもシンプルな作りだ。

「修道女のよう」と思ったのは、彼女たちがおそろいの頭巾を被って髪の毛を隠しているからだ。

　……そういえば私、聖女なんだっけ……。

　自分が聖女フィオナだと受け入れた訳ではないけれど、そう呼ばれていたのは確かだ。

「私たちはフィオナ様の侍女でございます」

　リーダーらしき女性はルチルと名乗り、他の四人も自己紹介をしたけれど、一度に全員の名前を覚えるのは難しい。

　とりあえず私はルチルに言われるがまま奥の部屋に向かい、顔を洗って朝の身支度をした。

　別の部屋は衣装部屋になっていて、同じ衣装が何着もある。

　そして着替えさせられたのは、例によって深いスリットの入った聖女の衣装だ。

　これ……っ、孝志が大好き系のやつだ！

　彼氏が好きなセクシー系聖女の衣装を、まさか自分が着るとは思わなかった。

　太腿の付け根からドレスの両側にスリットが入っているので、歩けば問答無用で太腿があらわになる。はっずかしい！

　けれど侍女たちは当然という顔をしていて、「若い女性なのにはしたない」とか「聖女なのに下品」という態度をとらない。

「あの……、この格好、合っていますか？　もうちょっと露出度の低い物のほうが、聖女として適切なのでは……」

　そう言ってみたけれど、ルチルに猛反対された。

「とんでもございません！　こちらのお召し物は先代の聖女様も身につけていた物と同じデザインです。女性ですから、お召し物に気を遣いたいのは理解しますが、この国の聖女として相応しい格好をされるべきです」

　そうですか……。

　私はスンッと黙る。

　恥ずかしいしスースーするし、へたをすれば下着が見えてしまいそうで怖い。

　お姫様や令嬢なら、ドレスの下にカボチャパンツを穿いているはずだ。

　しかし私に与えられたのは、現代で言うところの紐パンだ。

　元の世界の下着に似ているから穿き慣れた感はあるけれど、スリットから覗く下着が紐パンというのは何とも心許ない。

　どうすればいいの……。

　しかも、聖女としての過ごし方なんて知らないし、礼儀作法も聖女としてのお役目も知らない。特別な力だってどうやったら発動するのか分からない。

　グルグルと不安が渦巻くも、それを口にしてしまえば偽物だと疑われて、右も左も分からない世界に放り出されるかもしれない。

　もう少し様子を見よう。なんとか誤魔化して、探りを入れていけば……。

　とにかく、元の世界に戻る手段を考えなければいけない。

　けれど、その前にここで死んでしまえば元も子もない。

　知っている限り、ラノベでは転生したはいいものの、過酷な運命に巻き込まれるパターンは少なくない。

　変な事をして、死亡フラグが立ったら困る！

　ゴクリと唾を嚥下えんげし、私は緊張しながら朝食が用意されてある部屋へ向かった。

　そのあと部屋や王宮の中を案内されたけれど、自分が本当にファンタジー世界にいるのか分からなくて、ずっと狐につままれたような気持ちだった。
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　そのまま数日過ごして周囲の人と会話し、分かった事がある。

　ここが乙女ゲームの『ミルネジュア』の世界なのは確からしいけれど、私がプレイしていたゲームの設定とは異なる点が多々あった。

　まず、皆はメインヒロインのクレアを認識していない。

　加えてゲーム内でクレアの導き手になった聖女わたしは、つい先日異世界から召喚されたばかりだ。

　召喚という魔法の儀式がある以上、この世界には魔法がある。

　それもまた、元のゲームとは異なる部分だ。

　何でもアリの魔法があるなら、思ってもみない事が起こる可能性も大だから、気をつけないと。

　テーブルマナーや礼儀作法などは、教えてもらった事を丁寧に実施していれば、大体の事は「不慣れですから」で許された。

　しかしどうやったら聖なる力を使えるかは、依然として不明だ。

　夜になり、私は自室で手を組んで目を閉じた。

　孝志が好きだったアリアを思いだし、祈りのポーズで気持ちを高めてみたけれど――。

「……いや、ないない」

　勿論、何も起こらない。

「……自分に聖なる力があるのか分からないのに、できる訳ないじゃない……」

　そう呟いてガックリと肩を落としたあと、大人しく眠る事にした。
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　私は淫夢を見ていた。

　願望からか、ベッドで眠る私を、推しであるアレックス、ヴァレリー、ギルフォードが囲んでいる。

　彼らは海外メンズモデルのような筋肉質の体をさらけ出し、私の髪を撫で、ネグリジェ越しに胸を揉んでいた。

　アレックスが唇にキスしてきて、夢なのに柔らかい感触がやけにリアルだ。

（あれ？　目の色が……）

　覚えている限り、アレックスは宝石のように美しいブルーアイなのに、今は薄闇の中で赤い目が爛々と光っている。

　その色に邪悪さを覚え、私は身じろぎしようとする。

　しかし夢の中なので、まったく体の自由が利かない。

「だからあれほど……」

　彼はつらそうに表情を歪める。ポトリと私の頬に落ちたのは、彼の涙だろうか。

「は、……ぁ、あ……」

　けれど甘美なキスにうっとりとした私は、口を開いて舌を出す。

　彼の柔らかな舌と舌が触れ合い、ヌルヌルと擦れるととても気持ちいい。

　銀髪の宰相ヴァレリーは私のネグリジェを脱がせ、零こぼれ出た真っ白な乳房を見て「美しい……」と呟く。

　彼もまた、私を見て琥珀色の目を涙で潤ませていた。

（……何なの……？）

　けれど乳首に吐息を吹きかけられ、私は小さく悲鳴を上げてそこを勃起させる。

　すぐにヌルリと温かな舌に乳首を舐められて、私は甘ったるい声を漏らして腰をくねらせた。

「あぁ……っ、あ……、気持ちいい……っ」

　いっぽうで黒髪にヘーゼルアイ、公爵で元帥のギルフォードは私の脚を開き、内腿にキスを落とす。

「会いたかった……！　ずっと……」

　熱っぽく言ったあと、彼はチュッチュッと音を立てて内腿に口づけをしたあと、普通の人より長く思える舌でヌロォ……と秘唇を舐めてきた。

「あっ！　――はぁっ、あっ、……ぁあっ」

　甘美なキスをされ、たっぷりとした乳房を揉まれて勃起した乳首も愛でられる。

　三人に愛撫されながら、私は随分遠い過去に思える孝志とのセックスを思いだしていた。

　気持ちいいと思えるよう努力したものの、どや顔で「良かっただろ？」と言われると、「特に……」と言ってしまいそうで、絶頂する感覚も分からず、感じたふりをしていただけだった。

「私みたいなの、不感症っていうのかな」って不安になったけれど、誰にも相談できずにいた。

　だから特に「セックスが好き」と思えずにいたのだけれど――。

（なにこれ……っ。気持ちいい……っ、――気持ちいい……っ！）

　性器ではない場所でも、優しく触れられるだけで全身がゾクゾクする。

　孝志に乳首を愛撫された時は、強くされると痛みを感じていた。

　でも今は吸われても、摘ままれて軽く引っ張られても、ズン……と子宮に悦楽を教えてくる。

　快楽を得て蜜を零した私は、ギルフォードに口淫されてジュルジュルと愛蜜を啜すすられる。

（おかしくなる……っ！　こんな、こんな夢……っ！）

　――夢なら覚めないと！

　そう思うのに、私は両手でアレックスを抱き締め、自ら積極的に舌を絡めていた。

　やがて彼がトラウザーズを脱ぎ、目の前でブルンッとはち切れんばかりに大きくなった怒張が揺れる。

（あ……。これ……）

　孝志のそれとは、比べものにならない大きさの肉棒に、思わず目が奪われる。

　キスで脳髄をとろかされ、乳首に刺激を受ければ子宮が疼き、トロトロと愛蜜を零す秘唇は温かな舌によって舐められている。

　あまつさえ敏感な肉芽をチュッと吸われ、極限状態に陥った私は目をトロンとさせてビクビクと震える事しかできない。

「触ってみるか？」

　アレックスが妖艶に笑い、私の手をとり己の一物を握らせる。

　怖くなってとっさに手を離そうとしたけれど、アレックスは私の手を押さえてきた。

　そして私の手ごと屹立をしごき始める。

「あつ……い……」

　人体の一部とは思えないほど硬く熱い場所に触れると、胸がドキドキして、胸元に顔を寄せているヴァレリーに知られてしまいそうだ。

「舐められる？」

　唇に亀頭を押しつけられ、サラリと頭を撫でられ尋ねられると、もう抗えなかった。

　私は発情した目で従順に頷き、自ら口を開いた。

　舌の上を滑るように亀頭や肉竿が擦りつけられ、反射的にそれをジュウッと吸う。

「んン……っ、ん、うぅ……っ」

「我慢できません……っ」

　こちらもまた、目を赤く光らせたヴァレリーが苦しげな声を上げる。

「卿は我々の中でも生命活動に支障がある。遠慮なくやれ」

　ヴァレリーにアレックスが声を掛け、どういう意味なのか疑問に思っていた時――。

「すみません、フィオナ」

　耳元でヴァレリーが謝ったかと思うと、首筋に何かが突き立てられた。

「ん……っ!?　はぁ……っ、あ！」

　何かが皮膚を破り、肉に食い込む。

　――噛み付かれている!?

　けど、なぜか痛みは訪れない。

　それどころか、恐ろしいまでの喜悦が全身を突き抜けて、私はビクビクッと震えながら蜜を零した。

（何これ。あり得ない。夢だから……？）

　酩酊した意識のなか考えていると、首筋からジュルルッと血を啜る音がする。

「んあぁあああぁっ!!」

　私は絶頂しながら潮を噴き、ガクガクと腰を震わせた。

　助けを求めるように傍らのアレックスを見ると、嗜虐的しぎゃくてきに笑った彼と目が合う。

　縋るような、混乱した目を向けると、滲んだ涙を彼が拭ってくれた。

「夢だから痛くない。むしろ気持ちよくて堪らないはずだ」

　アレックスが私の頭を撫で、濡れた唇を指でなぞってくる。

　彼が言った通り、牙を立てられ血を吸われて痛いはずなのに、傷口からは快楽のエキスが注入されているかのような感覚に陥る。

　それが全身を異様なまでに敏感にさせ、ギルフォードからの口淫でさらなる悦楽を得た。

「あぁあああっ！　あーっ！」

　夢の中で私は妖艶な嬌声を上げ、シーツの上で身悶えして善よがった。

　血を吸っていたヴァレリーが口を離し、陶酔した表情で血で染まった口元を拭う。

　ジクジクと疼く花弁はギルフォードの力強い舌に愛撫され、メスの弱点である肉芽をちゅっちゅっとしゃぶられて私はまた愛潮を飛ばした。

　血を吸って満たされたらしいヴァレリーは、私のネグリジェを脱がせて露わになった乳房を丁寧に舐めてくる。

　痛いほど勃起した乳首を舐められ、または指でキュッと摘ままれると子宮に淫悦が蓄積して全身に伝わっていく。

　理解できていないまま体を跳ねさせる私の蜜壷に、ギルフォードの指が侵入した。

「んぅーっ！」

　たっぷり濡れた場所は、抵抗なく彼の指を呑み込む。

　ゆっくり掻き混ぜられるとクチュクチュと濡れた音がし、私はジュパッと音を立ててアレックスの亀頭に吸い付いた。

　柔らかく潤んだ肉壁はギルフォードの指を含んで、ジュクジュクと音を立てる。

　むっちりとした双丘の間ではヴァレリーの熱い一物が前後し、それだけで淫猥な気持ちになった。

　乳房を道具のように扱われ、恥ずかしいのに全身が燃え立つほど興奮する。

「んーっ、んぅう……っ、んン……っ！」

　乳房をヴァレリーに犯され、口内にアレックスの肉茎を頬張る。

　蜜壷にはギルフォードの指がもう一本入って私を満たし、興奮しきって硬く勃起した肉芽をピンと弾かれた。

　――こんなの、駄目なのに……っ！

「むぅうううぅーっ!!」

　常軌を逸した状況に、とうとう私はビクビクッと痙攣したあと、深い随喜ずいきを味わって絶頂した。

「……っあぁ、堪らない……っ」

　三人の男は、熱に浮かされたように私の体を貪り続ける。

　やがてアレックスは私の口内に発射し、ヴァレリーは深い谷間に白濁を吐き出した。

　二人の精液にまみれてぐったりとしている私の脚を抱え、ギルフォードはむっちりとした太腿の間に自身の屹立を挟み、夢中になって腰を振りたくる。

　絶頂して体を弛緩させたものの、気を失っていなかった私は、ギルフォードが素股で快楽を得ているあいだ、アレックスとヴァレリーの屹立を手で慰めていた。

（きっとこれは夢。夢なのだから……）

　大好きなゲームは十八禁乙女ゲームだった。

　勿論、作中にも濡れ場シーンが出てきて、視覚ではアニメーションで、聴覚ではＡＳＭＲの水音を聞いて、私は興奮して自慰していた。

（これは、妄想が〝夢〟になっただけ）

　目が覚めたらルチルがいて、「随分うなされていましたよ」と言ってくれるはず。だから、夢ならこの幸せな逆ハーを楽しまないと。

　夢とはいえ４Ｐとはなかなかだけど、全員大好きなキャラなので同じぐらい愛せる。

（あぁ、幸せ……）

　三人ともそれぞれ違う美形で、肉体もバキバキに仕上がっている。

　現実ではまずお目にかかれない、いたとしても相手にされないイケメンを相手に、私は「今だけは」と思ってたくましい男根をしごき、甘ったるい嬌声をあげて腰をくねらせた。

　どんなにいやらしい姿を見せても、結局これは夢だ。

　それが私を安心させ、三人の推しを相手にしても恥ずかしがらず、積極的に応じさせた。

　白くなっていく意識の中で、彼らの声がする。

「やはり〝彼女〟だ」

「ええ、〝彼女〟です」

「俺の何よりも大切な……」

　彼らはとても重要な事を言っていたようだけれど、快楽に支配された私は、何も考えられなくなっていた。
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　物凄い淫夢を見た私は、ぐったりとして目を覚ます。

　目を開くと、もう見慣れてしまったベッドの天蓋が目に入る。

（いくら推しだからといって、なんて夢を見ちゃったんだろう……）

　キラキラしたイケメンたちに申し訳なさを覚えながら、私はムクリと起きる。

「ん……？」

　その時、首筋に鈍い痛みを感じ、私は真顔になってそこに手をやった。

「……これ……」

　指先に触れたのは、首筋に空いた二つの穴だ。

　一気に思いだしたのは、夢の中でヴァレリーに血を吸われた事。

（あれは現実だった……？）

　だとしたら、私はリアルに三人もの男性にいやらしい事をされていた事になる。

「いやいやいや」

　思わず小さく首を横に振って、首筋にまた触ってみるけれど現実は変わらない。

　傷はそれほど痛……くはない。首付近に筋肉痛ぐらいの痛みが残っている程度だ。

　血を吸われた訳だけれど、多分貧血にもなっていない。

　私はできるだけ冷静に今の自分を分析し、溜め息をつく。

　……気が重たいけれど、本人たちに確認しなきゃ。

　そもそも私がこの世界に、なんのために召喚されたのかまだ聞いていない。

　この世界で聖女として目覚めてから、慣れない環境で生活するので精一杯だった。

　だから私がなぜ異世界転生したのか、奥野京子はどうなったのか、ここで何をすれば元の世界に帰れるのか、深く考えられないでいた。

「……そろそろ向き合わないと」

　私にとって、『ミルネジュア』は日々のストレスを発散するための逃げ場だった。

　孝志の浮気を知る前から、彼のいのりさんへの偏愛には常々思うところがあって嫉妬していた。

　だからといって、自分も他の男性に目を向けるなんてできない。

　エリートサラリーマンでイケメンの孝志に対して、私は何もかも普通の地味ＯＬだった。

　楽しい話題を提供できるキャラでもなく、容姿も特別美しくない。

　孝志と付き合えたのが不思議に思うほどの幸運だった。

　――自分は孝志と付き合う以上のものを、求めたらいけない。

　――彼は私には勿体ないぐらいの人だから、多少の事は我慢しないと。

　そう言い聞かせて、孝志の嫌な面が目に入っても気づかないふりをしていた。

　そんな私が自分を解放できるのが、イヤフォンをつけて『ミルネジュア』の世界に没頭している時間だった。

　推しのイケボに囁かれ、本当に耳を舐められ、吐息を掛けられているような心地に陥る。

　モニターの中では好みのイケメンが私に微笑み、甘い台詞を言い、私の分身であるヒロインを組み敷いていた。

『ミルネジュア』の世界だけは、私に優しかった。

　――もしこの世界に入れて、推したちに愛されるならどうなってもいい。

　そんな事すら思っていたのに……。

（……まさか現実になるなんて）

　溜め息をついてから、私はベッドサイドにあるベルを鳴らす。

　ロングヘアを下ろしているから、首筋の傷は隠れてくれるだろう。

　ルチルたちには気づかれるだろうけど、「誰にも言わないで」とお願いすれば、聖女に従順な彼女たちなら聞いてくれるはずだ。

「おはようございます。フィオナ様」

　帳を開けたルチルに微笑みかけられ、私は気が進まないながらも彼女に頼み事をした。

「王太子殿下にお会いできるよう、取り計らってもらえますか？」

「かしこまりました。すぐに使いをだします」

　そのあともいつも通り朝の支度をしたけど、気分は晴れないままだった。







＊＊








　アレックスと会えたのは、夕方前になってからだった。

　王太子といえば忙しく執務をし、外交もこなさなければならない人なので、当日のうちに時間を設けてくれたのはありがたい。

　彼に呼ばれ、十五時にアレックスの私室に向かう。

　衛兵がアレックスに私の来訪を伝えると、ドアが開いて「待っていたぞ」と彼が顔を覗かせた。

　輝くばかりの金髪に、髪と目の色を映えさせる美しいブルーのジュストコール。身長はスラリと高く、胸板が厚く逞しい。

「ようこそ、フィオナ」

　話しかけてくる声も推しの声そのままで、思わずオタクの血が騒ぎそうになるのを必死に堪える。

　いつもお世話になっています。なんて言えない……。

「お、お招きいただきありがとうございます」

「異世界から召喚されて間もないというのに、ろくに時間をとれずすまない。こちらには友人もいないし、心細かっただろう」

「こちらで目覚めてから、侍女たちが良くしてくれました」

「そうか。なら良かった」

　ソファに座るよう勧められ、私はなるべく太腿を隠して腰かける。

　すぐに執事が紅茶とお茶菓子を出してくれ、そのあとにアレックスは「あとは自分でやる」と言い、執事を下がらせた。

　そのあと、彼はルチルから要件を聞いていると前置きした上で、話を始める。

「〝聖女〟は、異世界から召喚されると決まっている」

　本題に入り、私はまじめな顔になり背筋を伸ばして座り直す。

「聖女とは、どのような存在を指しますか？」

　尋ねると、いい質問をしたというように彼が頷く。

「この世界には魔導士がいる。君もまた、ミルネジュアの王宮魔導士イェールによって召喚された」

　王宮魔導士に召喚されるなど、ファンタジー作品によくある設定を聞き、私は彼に気づかれないように小さく息をついた。

「攻撃、補助、癒しの力を持つ魔導士の他に、神や天使の力を引き出すのが聖職者だ。高位聖職者になると、悪魔憑きを祓う力もある。しかしそれほどの力を持つ者は、一国につき三人いればいいぐらいだ」

「はい」

　私はアレックスの語る説明を真剣に聞いて頷く。

　この世界の常識と、聖女がどれぐらい希少か自覚しなければ、もしかしたら危ない目に遭う可能性もあり得る。

　今は城の中で守られているものの、城から一歩外に出て誘拐されては堪らない。

　少なくともこの世界の人はほぼ全員、魔法を使えると考えていいようだ。

　でも私は聖女なのに、魔法を使えそうな感じはしない……。

　そう思うと、胸の奥に不安が沸き起こる。

　ここで「役立たずだから出ていけ」と言われても、どこへ行けばいいのか分からない。

「そこで、聖女の君だが」

　アレックスに微笑まれ、ドキッと胸が高鳴る。

「は、はい」

　何を言われるか分からず、私は固唾を呑んで彼を見つめた。

「聖女は特殊な存在だ。必ず異世界から召喚され、魔力のない存在としてこの世界へやってくる」

「えっ!?」

　まさか魔力がないのが前提と思わず、私は思わず大きめの声を上げた。

「もしかして、魔法と聞いて『自分は魔法を使えない』と心配していたか？」

　見透かしたように言われ、私は赤面して俯く。

「ドキドキして不安でした。魔法が普通にある世界に来ても『私は何もできない』と思っていたのです。嘘をついていた訳ではありませんが、それを知られて『出ていけ』と言われたらどうしようと思っていました。……元の世界に戻りたくても、どうやって戻ったらいいのか分かりませんし」

　彼はしばらく私を見つめていたけれど、小さく息をつくと続きを話す。

「聖女は魔力を持っていない。だが祈り、強い想いを抱く事によって巨大な力を発揮する」

「そうなんですか？」

「召喚されたばかりの聖女は、どうしたら力を使えるのか分からず、途方に暮れるものだ。だから心配しなくていい」

「分かりました」

　その言葉に、かなり救われた気持ちになる。

「どうしたら力を使えるようになるのですか？　修行とかありますか？」

　いつまでここにいるのか分からないけれど、滞在していい思いをさせてもらっている以上、役に立てるようになりたい。

「修行……という程の事ではない。日々を穏やかに過ごし、愛する者を作る。大切な者のためなら『役に立ちたい』『何かしてあげたい』と思うだろう。そして城で生活していくうちに、民の声にも耳を傾け始める。『自分は聖女として民に、国に、この世界に何ができるか』。そうやって自分で考え、覚悟を決めていくものだと思っている」

　返ってきた言葉は、望んでいた答えよりずっと漠然としていた。

　何かアイテム的なものをゲットするとか、儀式であっさり解決できると思っていたけれど、そうではなかった。

「……何だか、気の長い話ですね」

「現実はそんなものだろう？」

「……シビア……」

　私は思わずボソッと呟く。

　それを聞いたアレックスは、朗らかに笑った。

「その通りだ。魔法で何でも叶いそうに思えるだろう。だが、どんな世界にも厳しい現実はある」

　言ったあと、アレックスは青い目で私を見据え、皮肉げに笑った。

「……付け加えておくが、元の世界に帰りたいと思っても、それは叶わない」

「えっ……」

　ずっと思っていた事に触れられ、私は目を丸くして彼を見つめる。

　どういう事？

「残酷な事を言うが、元の世界で死を意識した瞬間はなかったか？」

　彼に尋ねられ、私は元の世界での〝最期〟を思いだそうとする。

　そして溜め息をついた。

「……私、こちらに来てから毎日が夢のようで、自分が聖女だというのも何かの冗談だと思っていたんです。誰かがいつか、『これはドッキリでした。お疲れ様でした』って言ってくれるのを待っていました。けれど皆さんは本当にこの世界で生きていて、何が現実なのか分からなくなっています」

「気持ちは分かる。だが受け入れろ」

　冷たく突き放している訳ではないけれど、アレックスは元の世界への未練を望んでいないように思える。

　私は気分を変えるために紅茶を一口飲み、小さく息をついて元の世界――前世を思いだそうとした。

　……私、孝志の浮気にムカついて家を出たんだった。

　孝志について考えたくなくて、イヤフォンで『ミルネジュア』のドラマボイスを聞いて歩いてた。聞いていたのはアレックス編で……。

　その時、脳裏でとある光景が蘇った。

「あ……っ！」

　不意に体の右側から壁のような物が迫ってくるように感じられ、私はハッと右側を見る。

　でも見えるのは、豪華絢爛な王太子の私室だ。

「は……っ」

　そして、無意識に止めていた呼吸を吐く。

　ドッドッドッドッドッ……と激しく鳴る胸を押さえ、私は自分の〝最期〟を思いだした。

「……私、……死んじゃった」

　壁と思った物は、大型トラックだった。

　青信号だと思ったのは、車道の信号だった。

　トラックに撥ねられて一瞬見えた歩道の信号は、確かに赤だったのに――。

　思いだすほど、顔から血の気が引いていくのが分かる。

　前世での最期を思いだしてノロノロと顔を上げると、アレックスが真剣な顔でこちらを見ていた。

「イェールの召喚魔法が君を死なせた訳ではない。彼は長い間二つの世界が交わるタイミングを見計らってきた。君があちらの世界で死を迎えるか、二度と目覚めない状態に陥る、または老衰となった時点で、彼の召喚魔法は完成する」

「……はい」

　この世界の人たちに、奥野京子を害する意図はなかった。

　単に私は運が悪くて、しかも自分の不注意で死んでしまっただけ。

　悪意からではなくて安堵したものの、あまりにあっけなく死を迎えた事で自己嫌悪にも似た感情が湧く。

「……すみません、……少し……」

　私はソファの背もたれに身を預け、両手で顔を覆って溜め息をつく。

「気が滅入るのも無理はない。だから、僕たちは君を手厚く迎え、この世界で幸せにしたいと思っている」

　アレックスは立ち上がり、テーブルを回り込んで私の隣に座った。

「泣きたいのなら、胸を貸そう」

　軽く抱き寄せられた時、彼が王太子なのを思いだして少し身を引く。

「いいえ。……そんな、恐れ多いです」

　遠慮したが、逆にグイッと抱き締められた。

「無理をするな。こちらの世界には君の家族も友達もいない。強したたかに生きていくためには、周囲にいる者を利用するんだ」

　耳元でアレックスの声がする。

　彼はゲームのキャラとしては、氷のように冷たく整った美貌からファンに〝氷の王太子〟と呼ばれていた。

　その雰囲気は変わらないものの、こうして気遣ってくれると、生身の人間が側にいるのだと感じる。

「……ありがとう、……ございます」

　彼の優しさが胸の奥に染み入り、私は震える声でお礼を言って彼の胸に顔を押しつけた。

「……う……っ、……うぅ……っ」

　小さく嗚咽おえつしだすと、アレックスが背中をさすってくれる。

　抱きつくと彼の温もりや息づかい、逞しい肉体を感じた。

　紛れもなく、目の前にあの『ミルネジュア』のアレックスが存在している。

　彼は王太子で、立派な宮殿の主ともいえる立場だ。

　それに対して私の、奥野京子の人生は……と思ってしまった。

　特に誇れる人生ではなかったけど、あっけなかったなぁ……。

　最期は彼氏に浮気されるし……。

　匿名の誰かから送られてきた写真を思いだすと、いまだにムカつく。

　でも今はそれよりも、もっと信じられない目に遭っている。

「……本当に私、死んだんですか？」

　その質問に、アレックスは少し同情した表情で返事をした。

「イェールを呼ぶか？　彼なら前世の君がどう生を終えたかを、投影魔術で見せる事ができる」

　いや……、それも……。

　自分が大型トラックに撥ねられて死ぬ映像を見るのはつらい。

　ああ、でも残された家族や友達、孝志がどう感じているのかは見てみたい気持ちはある。

　ちゃんと悲しんでくれてるのかな。

　それを伝えると、アレックスはすぐに使いをよこして王宮魔導士を呼んでくれた。

　イェールが来るまで、私は少し具合が悪くなったのでソファで横にならせてもらう。

「……王太子殿下の前ですみません」

「いいや、気にするな。君は僕個人にとっても特別な存在だ」

　特別……か。

　その言葉を、心の中で反芻する。

「……私、元の世界に恋人がいたんです。私には勿体ない人と分かっていたから、満足してもらえるように頑張っていました。毎日お弁当を作ったし、少し嫌だと思うところにも目をつむりました。彼の事が好きで、特別になりたかったから頑張っていたんです。……けど彼は、私よりずっと綺麗な女性に目を奪われ、浮気していました。……挙げ句、私は車に撥ねられて死んでしまった……。何を思い返しても、空しくなってしまって」

　腕で目元を覆ったまま、私は乾いた笑いを浮かべる。

　すると、向かいのソファからアレックスが立ちあがった気配がした。

　確認する間もなく、彼が私の側で跪く。

「僕が君を特別扱いするのでは駄目なのか？　元の世界に未練があるのは分かる。君は懸命に生きて人を愛した。……だがもう戻れない。残酷な事を言うようだが、今の君はフィオナだ。僕なら君を生涯愛する自信がある。……僕では駄目か？」

　耳元で推しが私を求め、髪を梳いてくる。

　そんな状況で思いだすのは、元の世界の事だ。

　家族に会って「ありがとう」と「ごめんなさい」を伝えたくて堪らない。

　孝志にだって「私が死んだ理由の一端はあんたにある！」と怒りたい。

　……でも、もうできないじゃない。

　そう思うと、込み上がってきた感情がスンッと落ち着いてしまい、自分でも驚くほど冷静になっていた。

　なのに、いつの間にか目から涙が零れていた。

　仰向けになっているので耳のほうへ流れていくそれを、手で乱暴にこする。

「よせ。肌が傷む」

　アレックスはそう言うと、私の両手を掴んで目元にチュッとキスをしてきた。

　柔らかな唇の感触に、私は驚いて目をまん丸にする。

　至近距離にアレックスの整った顔があり、青い目が微かな熱を孕んで私を見つめていた。

　その目を見て、――あの淫夢での赤い目を思いだす。

「……昨晩、殿下の夢を見ました」

　あの事を伝えるにはタイミングが必要と思っていたのに、彼の目の美しさ、引力につられて、ポロリと言ってしまった。

　彼は何も言わず、微かに瞠目する。

　その反応だけで、アレックスがあの夢に関与しているのだと察した。

「殿下は……」

　私が何か言いかけた時、廊下から衛兵の声がした。

「王宮魔導士イェール様、ご到着されました！」

　二人ともハッとして居住まいを正し、私は起き上がって乱れただろう髪を撫でつけた。

「す、すみません」

「いや、構わない」

　アレックスはそう言ってイェールを出迎えに歩き、私も立ちあがる。

　斜め後ろから見た彼の耳は、微かに赤くなっていた。

「お招きいただきありがとうございます。殿下、フィオナ様」

　魔導士という人に生まれて初めて会ったけれど、ラノベや漫画で抱いていた印象そのままだった。

　イェールは二十代半ばぐらいで、中性的な顔立ちの美青年だ。

　白銀の長髪を緩く束ね、胸元に垂らしている。

　服装は魔導士らしい白っぽいローブの上にマントを羽織り、首から肩に掛けて大ぶりのアクセサリーをつけていた。

　彼は私とアレックスに挨拶をしたあと、この部屋の主に勧められてソファに腰かける。

　すぐに執事が彼の分も紅茶を淹れ、私たちのお茶も新しい物に取り換える。

　執事が去ったあと、イェールが私に微笑みかけてきた。

「あなたを召喚した張本人だというのに、ずっとお会いできなかった非礼をお詫びします」

「い、いえ」

　確かに呼び出した責任はあるのかもしれないけれど、侍女たちや周囲の人が優しくしてくれて、生活するのに困ってはいなかった。

　だからすぐ彼を呼んで事情を問いただし……、という思考にはなっていなかった。

　今になって「そういえば」と思った程度だ。

　アレックスはイェールに私との会話をかいつまんで話し、もし可能なら元の世界の様子を見たいという希望を伝えた。

　イェールは金色の目で私を見つめ、淡々とした口調で尋ねてくる。

「自分が死んだと実感できませんか？」

「……はい。夢を見ているんじゃないかという気持ちです。私はこの世界をゲームの中の世界……誰かが作ったものと認識しています。そこに自分が存在して、今まで生きてきた現実にもう戻れないとは、にわかに信じられません」

　彼らに「あなた達は作られた存在」と言っているも同義だけれど、アレックスもイェールも特に気分を害した様子は見せなかった。

　イェールは息をついて手を前に差しだすと、フッと現れた杖を握る。

　彼がそれを振りかざすと、私たちの前にシャボン玉のような丸いものが幾つも現れた。

「これは……？」

　シャボン玉には何かの景色が映っているようで、私は前のめりになって目を眇める。

「この一つ一つが世界です。この世には様々な世界があります。たとえば小さな女の子が、お菓子でできた国を想像したとしましょう。その時点でその世界はできあがってしまうのです。沢山の世界は宇宙にあるあまたの星に似ています。星々は人の想いの数だけあり、世界は人の想いによって作られています」

　言われて、私はハッと彼の言いたい事に気づく。

「ここがあなたの世界では架空の存在であっても、人々の想いがある限り、ミルネジュアを含むこの世界は存在します」

　イェールは杖を動かし、私の前に一つのシャボン玉を移動させる。

「たとえばあなたが、理想の男性に囲まれた世界に生まれ変わりたい。誰も自分を傷つけない、優しい世界に住みたいと思えば、その世界はこの世のどこかに生まれるのです」

　目の前のシャボン玉に、私がアレックス、ヴァレリー、ギルフォードに愛される姿が映った気がして、カァッと赤面する。

　――知っているの!?

　バッとイェールを見たけれど、彼は私を見ておらず、別のシャボン玉を私のほうへよこした。

　私の妄想が現実になったシャボン玉は、表面の膜を虹色に揺らめかせ、他の物に混じって分からなくなる。

「それはあなたが元いた世界です。……本当に知りたいですか？」

　私の目の前で、一つのシャボン玉が少しずつ大きさを増していく。

　それを見れば、私がいなくなったあとの家族や友人、孝志の様子が見られるのだと思い、覚悟を決めて頷く。

「はい。現実を知りたいです」

　頑なまでに意見を変えなかったからか、イェールは溜め息をつき「いいでしょう」と頷いた。

　すると目の前でシャボン玉がぷぅっと大きくなり、音声付きで私に現実を知らせてきた。

　目の前一杯に映ったのは、葬儀の様子だ。

　白い花が沢山並んだ中に、私の遺影がある。

　お坊さんがお経をあげ、黒い服に身を包んだ家族、親戚、友達が涙を堪えて手を合わせていた。

　――あ……。

　それを見た途端、ズキンッと胸の奥に鈍くて重たい痛みが走る。

　お母さんは涙で顔をクシャクシャにして、次から次に流れる涙をハンカチで拭っていた。

　お父さんは沈痛な面持ちで眉間に深い皺を寄せ、弟と妹は俯いて数珠をギュッと握っている。

　――これ、ガチだ。

　葬儀が進むなか、私の死を知った瞬間らしいお母さんの『京子!!』という悲痛な声、親友の『嘘だぁっ！』と涙に崩れる声が聞こえ、他にも色んな人の声が怒濤のように耳に入ってきた。

『まだ若いのに』『前方不注意だったらしいよ』『同棲していた彼氏と結婚するって言ってたのにね』『次のイベント一緒に行こうねって言ってたのに』……。

　次々と色んな人の声が聞こえ、私は胸を押さえて必死に呼吸を繰り返していた。

「フィオナ、しっかりしろ！」

　隣にアレックスが座り、私を支える。

　けれど私はシャボン玉の中を凝視したまま、あちらの世界の情報に呑まれたままだった。

　次に映ったのは、会社の人たちだ。

　私の死を惜しんでくれる上司や同僚がいる傍ら、私をあまり快く思っていなかった人の声が聞こえる。

『こんな中途半端に死なれると困るんだけど』『ちゃんと引き継ぎしてから死んでほしかった』『あの子趣味ばっかりで、声を掛けづらかったなって思ってたんだよね』

　心当たりのある声がして誰かと思う前に、シャボン玉に孝志が映った。

「……孝志……」

　涙を流した私は、彼の名前を呼ぶ。

　孝志は同棲していたマンションのベッドに寝転び、天井を見上げていた。

『……マジか』

　ボソッと呟いたあと、彼は禁煙していたはずの煙草に手を伸ばす。

　最初の一口を吸ってから、大きな溜め息と同時に煙を吐く。

　――あ……。

　それを見た瞬間、私の表情がくしゃりと歪む。

　――ちゃんと私を愛してくれていたんだ。

　――いのりさんとのアレも、一時の気の迷いで……。

　唇を震わせて孝志に謝ろうとした時、彼が『ハッ』と笑って起き上がった。

『大人しくてなんでも言う事聞くし、飯も美味いし、家事もやってくれるから結婚しようかと思ってたけど……。顔に傷があったしなー。まー、ご家族や友達にはしばらく傷心を装って、半年ぐらい経ったら自分の幸せのためにまた動きますか！』

　……は？

　目をまん丸にした私の目の前で、孝志はスマホの連絡先から私の名前を削除していく。

　それからいのりさんとのトークルームで、ハートマークを多用した甘いメッセージを送り始めた。

　……何してるの？　この人。

　私が……。同棲して結婚しようと思っていた彼女が死んだのに、そんなんでいいの？

　呆然としている私の前で、シャボン玉は小さくなって他のものと一緒にパチンと消えた。

　あとに残されたのは静けさと、涙を流す私だけだ。

　悲しいとか悔しい、怒りを感じる前に、どう反応していいか分からず、私は呆然としていた。

「……イェール、いささか強引すぎやしないか？」

　アレックスは私の肩を抱き、低い声で魔導士に尋ねる。

「……聖女様が望まれた通り、見せて差し上げたまでです。このあと彼女を慰めるのは、私の仕事ではありません」

　その言葉を聞いて、イェールという人は丁寧な対応はするけれど、親しさや優しさを期待してはいけない人だと察した。

　むしろ、ゲーム内で〝氷の王太子〟と呼ばれたアレックスのほうが、私を気遣って気まずい表情をしている。

「……すまない、フィオナ。イェールは若者の姿をしているが、実年齢は人の寿命を遙かに超えている。『長く生きると人と同じ感情で生きる事は難しい』と言っていた。……悪意があっての言葉ではないから、傷付く必要はない」

　私は彼の言葉に頷くしかできない。

　イェールは表情も態度も変えず、杖をフッと消してから立ちあがった。

「私の役目は終わったようですね。それでは、する事がありますので失礼いたします」

　そう言って魔導士は去っていった。

　私は孝志の態度に絶望し、怒りとも悲しみともつかない感情で体を震わせている。

　それだけじゃない。家族も友達もあんなに悲しませてしまった。

　なのに「死んだ実感が湧かない」なんて、あまりにも身勝手な事を思っていた自分が恥ずかしい。

　……でも、私をあんな風に思っていた同僚もいたなんて……。

　イェールに見せてもらった情報をどう消化したらいいか分からず、私は混乱したまま涙を流していた。

「う……っ、うぅ……っ」

　嗚咽する私を、アレックスが抱き締めて背中をさすってくれる。

「……知らなかったほうが良かったのかもしれないな」

　優しく言われ、私は頷く。

　アレックスは上等な服が涙で濡れてしまうのも構わず、私の顔を自分の胸板に押しつける。

「こうなるなら止めておけば良かった」

「……いいえ。私が望みました」

　自爆したようなものなのに、アレックスは自分の責任のように言う。

　その優しさが心に染み入り、「いい人だなぁ……」と思った。

　だからこそ、孝志のひどさが際立つ。

「いい人だと思っていたのに……っ。結婚したいって思って同棲もしていたのに……っ」

　グスグスと鼻を鳴らして涙を流す私の言葉を聞き、アレックスは感情を押し殺した声で言う。

「……あんな男はやめておけ。僕のほうが君を大切にできる」

　その言葉に思わず顔を上げ、私はびっくりした表情で彼を見つめる。

　アレックスは一瞬目を泳がせたあと、覚悟を決めた様子で私に告げた。

「君は自分が聖女だから僕に好意を寄せられていると思っているだろう。だが僕はずっと前から君を見守っていた。子供の頃からずっと、落ち込んでいる様子を見て慰めてあげたくて堪らなかった。声は掛けられないし、触れ合う事もできない世界の住人だったが、僕は君だけを想っていた」

　思いも寄らない言葉に驚き、私は赤面する。

「わっ、私……っ」

　ドキドキと胸が高鳴り、どう返事をしたらいいか分からなくなる。

　――何か言わないと。

　必死になって視線を上げた時、アレックスの青い目が眼前に迫る。

「…………ん」

　唇が塞がれ、何か言おうと思っていた言葉が喉奥に籠もる。

　柔らかい唇を押しつけられ、温かな舌がチロリと私の唇の内側を舐めた。

「は……っ」

　彼が少し顔を離した時、私は切ない吐息を漏らす。
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　それすらも許さないというように、アレックスは私をかき抱き、ソファの上に押し倒して本格的なキスをしてきた。

「ん……っ、ん、……ぅ……っ」

　少し荒くなった呼吸と、チュッチュッというリップ音が静かな室内に響く。

　あまりに室内が静まりかえっていたから、この世界に私とアレックスしかいないのではという幻想すら味わった。

　――気持ちいい。

　夢で味わった彼の舌も甘美だったけれど、現実の彼のキスのほうがずっといい。

　……もう、全部忘れたい。

　アレックスのキスを受け入れ、彼の体重を感じながら夢中になって舌を絡めていると、家族や友人の慟哭どうこく、同僚の陰口、孝志の暴言が遠くへ揺らいでいく。

　大切なものだったはずなのに、一気に受け止めるにはあまりに重すぎた。

「すべて忘れて僕のものになれ」

　唇が触れ合ったままアレックスが囁き、露出した私の太腿に手を這わせてきた。

「あっ、……ん、ン！」

　深いスリットが入っているため、彼の手はすぐに私の下着に触れる。

　そして紐を引っ張るまでもなく、上部の隙間から不埒な手が和毛を撫でて入り込んできた。

「や……っ、……あ、ぁ……」

　肉芽に彼の指が当たり、クニュクニュと捏ねてくる。

　現実の快楽を与えられ、私は悩ましく首を振り腰をくねらせた。

「フィオナ、僕を愛してくれ」

　熱い手が太腿に掛かったかと思うと、片脚をソファの背もたれに引っかけられた。

　大きく脚を開いた格好で、アレックスは私の首筋や鎖骨に唇を這わせ、秘唇を撫でる。

「んぅっ、んっ、あっ」

　これは現実だ。

　夢ではない感触に私はゾクゾクと身を震わせ、どう対応すべきか必死に考える。

　あきらかに私は悲しみより、アレックスに迫られた事で頭をいっぱいにさせていた。

　キスだけでも体の奥に熱が宿り、秘所が潤んでしまっていたのが分かる。

　アレックスの指が動くと、そこからクチュクチュと濡れた音がすぐに立ち始めた。

「私……っ」

　大切な人を悲しませたのに、ショックを受けているはずなのに、こんな……っ。

　そう思うものの、気持ちよくなったらいけないと思うほど、感度が増していった。

「指、入れるぞ」

　耳元でアレックスに低く告げられただけで、軽く達してしまいそうだった。

　直後、蜜孔にツプリと指が埋められ、愛蜜のぬるつきを利用して彼の長い指が奥へ侵入してくる。

「ふ……っ、ぁあ、……あ、……ぁ……」

　――入ってる。

　まさか推しに直接体を愛される日がくるなんて、思ってもみなかった。

　うっとりと目を閉じると、膣肉に包まれてクニクニと蠢く彼の指の形がくっきり分かる気がする。

「もうこんなに濡らしているのか」

　この世で最も好みの顔が私を見つめて、ドラマボイスで聞いていた声が、私にいやらしい言葉をかけてくる。

　――信じられない！

　あまりの興奮に包まれ、私はハァハァと息を荒げる。

　指を入れられている時にどう反応するのが正解なのか分からないけれど、体がさらなる快楽を求めていやらしく揺れた。

「君の中は熱くて柔らかいな。グジュグジュにとろけて僕の指を締め付ける」

「そんな事言わないで……っ」

　推しの声がイヤフォンではない肉声で聞こえ、蜜壷には男性の指が本当に入っている。

　指の腹で膣壁を押され、トントンとノックするように圧迫されると、表面の肉芽にまで振動が伝わる。

　彼の声や目、雰囲気、存在そのものに感じた私は、これ以上ないほど淫芽を勃起させていた。

　下の口からはタラタラと愛蜜を零し、全身が性感帯になったかのようだ。

　首筋にアレックスの熱い吐息が掛かり、くすぐったさを感じるより、悦楽を得て膣肉がわなないてしまう。

「はぁ……っ、あ、っはぁああぅ……っ」

　大きく口を開いて懸命に呼吸を繰り返し、私は手を伸ばしてソファの肘掛けを握った。

「達いきそうか？　僕の指を感じて淫らに達け、聖女よ」

　愉悦の籠もった笑みを浮かべたアレックスは、それまでの紳士的な様子はどこかへ、あの淫夢の時のような妖艶な雰囲気を発していた。

　私を見つめた青い目が揺らめいたかと思うと、碧空のような色が変化し、紫を経て禍々しい赤へ変わっていく。

　――なに……？

　理解できていないまま、私はグチュグチュと蜜壷をほじられ、親指でぬるついた淫芽を撫でられてあっという間に達してしまった。

「っあぁああぁ……っ!!」

　私は喉を晒して思いきり腰を反らし、彼の手を愛液で濡らして絶頂する。

　ビクビクッと体を痙攣させ、すさまじい悦楽の波が全身を伝っていく。

「はぁ……っ……」

　天井から下がるシャンデリアを見上げ、震える息を吐いた時には、心も体も混乱しきっていた。

　目を閉じた私の髪を、アレックスが優しく撫でる。

　疲れた……。

　絶頂した体の疲れだけでなく、家族や友人、孝志たちの事で頭がいっぱいになり、これ以上何も考えたくない。

　もう、眠らせて……。

　誰にともなく願い、私は目を閉じて意識を眠りの淵に投じた。
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　気がつくと私は自室の寝室で寝ていた。

　しばらくぼんやりと天蓋に描かれたフレスコ画を見ていたけれど、「何があったんだっけ？」と記憶をたぐり始める。

　起き上がってベッドサイドにある水をグラスに注ぎ、コクリと飲む。

　魔法で溶けないようにされている氷で冷やされているので、水はとても冷たい。

　飲むと気持ちが幾分スッキリした気がして、私は枕やクッションを重ねて背もたれにしたあと、しばし考える。

　体は気怠く、あの淫夢を見たあとのようだ。

　……そっか、私アレックスに愛撫されて……。

　彼に押し倒されて快楽を与えられた事を思いだすと、芋づる式にそれ以前の事が蘇った。

　イェールに見せられたシャボン玉の映像が脳裏をよぎり、溜め息をつく。

　家族を悲しませてしまった。仲良くしてくれた友人まで。

　……でも、私が死んでも悲しまない人もいる。

　そして社会だって何の変わりもなく動いていく。

　家族も友人も、しばらくは私の死を悲しんでくれるだろう。

　けれど生きていく以上、食べて眠らなければいけない。仕事だっていつまでも休んでいられないし、いつまでも悲しみだけに囚われていられない。

　良くも悪くも、人は一つの出来事にだけ気を向けられない。

　社会の一員である限り、やる事はあるし生活して働いていく。様々な人と話して、悲しみも紛れていくだろう。

　とてもショックな事があったとしても、一週間経てばある程度冷静になれる。

　一か月経てば落ち着きを取り戻し、三か月、半年、一年と経つごとに意識はその事から離れていく。

　人間、そんなものだ。

　そして私自身、家族にも友人にも、いつまでも私の死を悲しんで停滞してほしくないと思っている。

「……もう、仕方がないんだな」

　諦めと共に、小さく呟く。

　現実を理解したあとは、以前のような「だって仕方ないじゃん」みたいなノリではなく、心の底から諦めるべきと思えるようになっていた。

「……家族に『ありがとう』と『ごめんなさい』は言っておきたかったな」

　呟くと涙がこみ上げ、泣き笑いに表情を歪める。

　頬を透明な雫が伝い、私はグスッと洟はなを啜る。

　私はもう、この世界で生きていかなければいけないんだ。

『ミルネジュア』は今の私にとって架空のゲーム世界ではなく、しっかりとしたリアルになった。

　そして私は聖女という大役を任されている。

　これからどうやって人の役に立てるかは、アレックスが言っていたように気持ちをしっかり持って努力していくしかない。

　つまり、この世界でまじめに生きていかなければならない、という事だ。

「聖女様、お目覚めですか？」

　呟いたからか、帳の向こうからルチルが声を掛けてきた。

「はい、いま起きました。迷惑を掛けてごめんなさい」

「いいえ、とんでもございません」

　ルチルは「失礼いたします」と断りを入れたあと、帳を開く。

　窓を見ると空は暗くなりかけていて、夕方なのだと知った。

「今日って、何月何日ですか？」

　これからこの世界で生きていくためには、ゲームをプレイした記憶も合わせて、しっかり考えていかなければならない。

「今日はグリース歴千六百七十二年、三月二十七日、木曜日です」

「ありがとう」

　彼女が答えてくれた日付は、記憶している『ミルネジュア』の歴史とリンクする。

　それなら四月に開かれる社交界デビューのあと、ゲームのヒロイン、クレアが登場するはずだ。

　私は彼女の導き手になるんだろうか？

　アレックスとすでにあんな仲になって、淫夢では吸血鬼かもしれないヴァレリーに噛まれ、ギルフォードにもいやらしい事をされたのに？

　分からないけれど、彼らの謎を解き明かす事も含め、私はこの世界で聖女として生きていく覚悟を決めた。

















第二章　理想の推しは生身の男性でした












　デビュタントたちが国王に拝謁し、挨拶したのちに白いドレスを纏ってダンスを踊るのは、四月半ばになる。

　その時に『ミルネジュア』の正式なヒロイン、クレアが現れるはずだ。

　それまでに、可能な限りこの国や城について知識を深めておきたいと思った。

　けれど一番気にするべきは、アレックスとヴァレリー、ギルフォードが〝私〟にどう関わっているかだ。

　転生前からの推しだったから淫夢を見た、では短絡的過ぎる。

　それに、首筋の傷は確かな証拠で、現実だ。

　まず、私は噛み付いた張本人であるヴァレリーに、話を聞こうと思って動き始めた。

　ゲームをプレイしていて、ヴァレリーとは図書室で遭遇する事が多かったと思いだす。

　宰相だから国王の執政を支えるにあたって、様々な調べ物をした上で助言などを行っているかららしい。

（……だからといって、すぐ会えるなんてないよね）

　と思って図書室に向かったのだけれど……。

「あ」

　…………いた。

　一歩足を踏み入れた王宮の図書室は荘厳で美しく、重厚な歴史を感じさせられる。

　細部に施された金細工にも思わず見入ってしまった。

　ドームの天井にはステンドグラスがあり、そこに至る壁にはぎっしりと本が納められている。

　図書室全体は三階建てになっていて、階段もありしっかりとした作りの梯子もある。

　ステンドグラスを通して七色の光が落ちるなか、彼――ヴァレリーは銀髪を虹色に光らせて本に目を落としていた。

「……おや、聖女殿」

　私の声を聞いて、ヴァレリーが顔を上げる。

　彼は茶色よりもやや黄色がかった、琥珀色の目をしている。

　これも、ゲームのビジュアル通り。

　私が彼を凝視して突っ立っていたからか、本を読んでいたヴァレリーは立ちあがってこちらに近づいてきた。

　スラリとした長身の彼は、膝丈までの深緑色のジュストコールを着ている。

　勿論、精緻せいちな刺繍が施された物で、中に着ているシャツや萌葱色もえぎいろのベスト、暗い色味のトラウザーズとブーツを際立たせている。

　銀色の髪はサイドがやや長くなっているショートヘアだ。

　知的クールなキャラという事もあり、物静かな雰囲気を発していて、目元も涼やかだ。

「どうかされましたか？　図書室に調べ物でも？」

　物腰柔らかに話しかけられ、私はハッと我に返る。

　推しにうっとりしている場合じゃなかった。

「今、お城の中を探検している最中だったのですが、まさかヴァレリー様とお会いできるとは思っていませんでした」

　にっこり笑うと、彼も微笑む。

「執務のためによく調べ物をしに訪れますが、居心地がいいのでつい長居してしまいます」

「本当に素敵な図書室ですよね」

　私は見事な内装を見回しながら、中央に歩みでる。

　同行していた侍女たちは気を遣ってくれたのか、廊下で待ってくれているようだった。

　彼と二人きりになり、どう切り出したものか考えながら、私は当たり障りのない世間話をする。

　けれどそのうち、彼が私の首元をチラチラ見ているのに気づき、「やはり」という気持ちになった。

　そして一か八か、勝負に出てみる事にした。

「先日、朝起きたら首に怪我をしていたのです。小さな穴が二つ空いていて、それほど痛みはないのですが、不思議な怪我ですよね。……まるで吸血鬼にでも噛まれたみたい」

　我ながら意地悪な事を言っている自覚はある。

　けれど私は理由を知りたかった。

　推しが私の夢の中に入ってきて、夢か現実か分からないけれど三人がかりで愛してきて、血を吸った。

　これが元いた世界で見た夢なら「鼻血もんの夢を見た！」で済んだけれど、今は『ミルネジュア』にいて実際に首を怪我している。

「推しにされたならいいか」と考える事を放棄しないで、なぜなのかをきちんと知りたい。

　あの時のヴァレリーは相当追い詰められていたように感じられた。

「もし彼が吸血鬼で、理由があるなら無条件で血を提供する」とは言えないけれど、困っているならまず話を聞きたい。

　だから私は彼にかまを掛けた。

「掛かるかな？」と気持ち半分に言ったのだけれど、ヴァレリーは目の前で、見る見る顔色を変えていった。

　……ここまで動揺する姿を見ると、申し訳なさすら覚える。

「……痛い、ですか？」

　彼は整った表情を微かに歪め、つらそうに尋ねてくる。

　その反応を見ただけで、彼がまじめで繊細な人なのだと分かった。

　こんな人を遠回しにネチネチ責めるのは趣味じゃない。

「……まず、座りましょうか」

　軽く微笑むと、ヴァレリーは「すみません、その通りですね」と苦笑いした。

　私たちは椅子に座り、少しの間、どちらから話を切り出すか無言で探り合う。

　やがて「は……っ」と苦笑混じりの溜め息をつき、ヴァレリーが口を開いた。

「……夜の事を覚えているのですか？」

「そう仰るという事は、ヴァレリー様も心当たりがあるのですね？」

　質問に質問で返すのは卑怯だけれど、事実は確認しておかなければならない。

　彼はしばらくテーブルの上を見つめ、葛藤していた。

「……私の血を吸いましたか？　夢の中で、私はヴァレリー様に血を吸われました。そして目が覚めると実際に首に傷があった……」

　首筋に触れながら静かに言うと、観念したらしい彼は溜め息をつき頷いた。

「……私はあなたの夢に侵入しました。そして夢の中であなたを辱め、血をいただいた」

「夢に侵入？」

　そう言われて思い浮かべるのは、サキュバスやインキュバスだ。

「ヴァレリー様は、インキュバス？　……でもインキュバスって血を吸いましたっけ？」

「……フィオナ様は意外と人外について、お詳しいのですね？」

「任せてください。前世ではがっつりオタク女子だったので」

　ぐっ、とサムズアップしたけれど、ヴァレリーは意味が分からなさそうに、曖昧に笑っただけだった。

「……それはいいとして、あなたは何者ですか？　私に何か求めていますか？」

　困っているなら言ってほしい。

　心の中で語りかけ、私は彼を見つめて微笑み、小首を傾げてみせる。

　ヴァレリーはしばらく、悩みながら沈黙していた。

　真実を言うか言うまいか、彼の懊悩おうのうが手に取るように分かる。

「何を言ったとしても、私は驚きませんよ。平凡に生きていたのに、転生したら聖女でしたっていう以上に、驚く事はありませんもの」

　自虐ネタのように言うと、彼は少し笑ってくれる。

　やがて言うべき事をまとめたのか、息をついてから口を開いた。

「私一人の問題ではないので、これ以上は明かせません」

　……あ、拒絶されてしまった。

　微笑んでいたのに、気落ちした表情になったからか、ヴァレリーは私を慰めるように笑って立ちあがる。

「失礼」

　一言断って、ヴァレリーは私の髪に触れ、肩に手を置いてきた。

「ん……っ」

　くすぐったさを覚えて私は肩を跳ねさせる。

　けれど彼は構わずに私の長い髪を撫でつけ、首筋を露わにした。

「あ……」

　見上げると、ヴァレリーが目の奥に熱を宿して私の首を見ている。

「……本当に痛みませんか？」

　言いながら、彼は指でスッ……と首筋を撫でてきた。

「んぁ……っ」

　くすぐったさにビクッと肩を跳ねさせ、首をすくめると、彼が纏う雰囲気が妖しいものに変わった気がした。

「見せてください。こう見えて申し訳なさはあるのです。夢に紛れて牙を立ててしまったので、現実でいつ明かすかタイミングを見失っていました。……けど、こうなったら自分が犯した過ちに向き合うしかありませんよね」

　言いながら、ヴァレリーは長身を屈かがめて私の首元に顔を寄せる。

　……あれ……。何か彼……、スイッチ入ってる？

　どう反応すればいいのか分からず、私はテーブルに手をついて椅子の上で僅かに身を引く。

　ヴァレリーは私を見て、妖しく目を細めた。

「私の事が怖いですか？　また血を吸われると思っている？」

　彼の目の色が、アレックスのように揺らめく。琥珀色だったのが紅茶色になり、次第に赤みを増していく。

　……ま、まずい。かも。

「……あの、用事を思いだしたので、私はこれで……」

　テーブルに手をついて立ちあがると、その手を握られた。

　ハッとして彼を見たけれど、その時にはもうヴァレリーが腕の中に私を閉じ込めていた。

　表だった激情は見せないけれど、彼が静かに興奮しているのが分かる。

　その感情のうねりと、体から発せられる微かな熱気に、私はじわりと体温を上げる。

「美しい……。以前のあなたも魅力的な女性でしたが、今のあなたも私を惹きつけてやまない」

「〝以前の〟私……？」

　彼の言葉に首を傾げると、ヴァレリーは切なげに微笑んで緩く抱き締めてきた。

　そして耳元で囁く。

「できるなら、あなたには日の当たる場所で、幸せに笑っていてほしいです。それこそ、男の肉欲など知らない、清らかな聖女として……」

　吐息混じりの声が耳朶を打ち、私は身を震わせる。

　ヴァレリーは優しくて性的な事なんて興味なさそうな顔をしている。

　それなのに、言葉を交わしているうちに気がついたら抱き締められ、囁かれていた。

　こういう人が本気になった時が、一番怖い気がする。

　私は緊張で口内に溜まった唾液を、コクリと嚥下した。

「私は、あなたの知らないあなたを知っています」

「……え？」

　彼の言葉が先ほどから分からなくて、私は目を瞬かせる。

「どういう意味ですか？　……んっ……」

　ヴァレリーは背中を丸め、私の首元でスンッと匂いを嗅ぐ。吐息がかかり、否が応でもドキドキして堪らなくなる。

　ゴクッと唾液を嚥下した音は、彼には聞こえてしまっているだろう。

　荒くなってしまいそうな呼吸を必死に落ち着かせる私の耳元で、ヴァレリーが囁いた。

「乱れたあなたはこの上なく妖艶でしたよ。男達に囲まれて怖がるどころか、気持ちよさそうな顔をして『もっと』と腰をくねらせていた。……いやらしい聖女ですね」

「～～～～っ」

　囁き声に、私は叫びそうになるのを必死に堪えた。

　もう、耳舐めＡＳＭＲなんて目じゃない。

　目の前に背の高い男性がいて、その温もりや熱気が直接伝わってくる。

　いい匂いがして、髪の毛のサラリとした感触も分かる。耳元で声がするだけじゃなくて、本当に吐息が吹きかけられて、耳からすべてが変になってしまいそうだ。

　そうだ。ドラマボイスでもヴァレリーは言葉責め系の人だった。

　穏やかそうな分ネチネチしていて、耳舐めや水音、淫語を言うキャラで、ドＭ女子にめちゃくちゃ人気があった。

　ちょっと待って……。

〝こう〟なろうと思って、ヴァレリーに接触しようと思った訳じゃないのに。

　どうしてこうなったの？

　私は自分の置かれた状況に、軽く混乱する。

　……というか。

「あ、あの。どうか誤魔化さないで、きちんと教えてください」

　大切な話をしていたのに、いい雰囲気にしてうやむやにされようとしている。

　回避したくて訴えたけれど、ヴァレリーは私の太腿に手を当てたかと思うと、抱き上げてテーブルの上に座らせた。

「あっ、あの！　んっ！」

　そのまま押し倒され、薄い布越しにテーブルの冷たさを感じて声を漏らす。

　思わずツンと乳首が尖ってしまったけれど、不可抗力と言いたい。

「まっ、待ってください、ヴァレリー様」

　両手で彼の胸板を押し返したけれど、優男っぽい雰囲気ながらその体は頑強な男性のものだ。

　厚い胸板に触れただけで彼が鍛えているのが分かるし、力では敵わないと察する。

　あろう事か私はその肉体を感じただけで、ジュン……と下腹部の奥を疼かせていた。

「なんて顔をしているんですか。『待って』と言っておきながら、あなたの目は潤んで私に触れられるのを待っているように見えます。……違いますか？」

　そう囁き、ヴァレリーは私の顎を手で捉える。

　首を振れば自由になれる程度の力加減なのに、彼の目に見つめられ、発せられる妖艶な雰囲気も相まって、拒絶する事ができなくなっていた。

　琥珀色だった彼の目は、ピジョンブラッドと呼ばれる濃い色のルビーのように、深紅に染まっていた。

　私の知っている〝普通〟の人にはない色だからか、見つめられるとその妖しい魅力に絡め取られてしまいそうになる。

　テーブルの上に仰向けになった状態で、私は必死に内からこみ上げる興奮を押し殺していた。

　なのに、ヴァレリーはすでに滾ったモノを、私の股間に押しつけてくる。

「っんぁ……っ」

　トラウザーズを盛り上げている硬いモノが、薄布越しに私の秘所を擦る。

　思わず甘い声を上げてしまった私を見て、彼はトロリと愉悦の籠もった笑みを浮かべた。

　邪悪ともいえる微笑みなのに、彼を見つめたまま目を離せなくなる。

（いくら推しとはいえ、私、チョロすぎやしないか？）

　色んな思考をグルグル巡らせている間、ヴァレリーは自身の胸板を力なく押していた私の両手を握る。

　そして両手の甲に順番にキスをするのだけれど、ずっと私の目を見つめたままだから、キス以上にいやらしい事をされている気持ちになった。

「あの……。……アッ」

　何か言わないと。この状況を何とかしないと、と思っていたのに、手を解放されたかと思うと彼の手が私の乳房を包んできて、声が漏れた。

　さっきの今で私の乳首は少し勃ってしまったままだ。

　聖女の衣はとても薄い生地でできているので、彼は私の体がどうなっているか、すぐに悟っただろう。

　カァッと赤面すると、ヴァレリーが嬉しそうに微笑った。

「感じてくださっているのですか？　あなたも私を求めてくださっていると、思い上がっても宜しいですか？」

　彼はもう片方の手を私の腹部に当て、ねっとりとした手つきで撫でてから、両側に深いスリットのあるスカートを捲った。

「ふ、……あっ、――ぁあっ！」

　指先でツツ……、と太腿に触られただけで、うわずった声を出してしまった。

　乳首も薄布ごしに爪でカリカリと引っ掻かれ、堪らないほどの、もどかしさを与えられる。

「だめ……っ」

　涙目になって彼に訴え腰を揺らしても、ヴァレリーはじれったい責めをやめてくれない。

「『だめ』？　ココをこんなに濡らしているのに、何が『だめ』？　どうか鈍感な私にお教えください、聖女様」

　ヴァレリーの指が下着越しに肉芽に触れ、やはりそこもカリカリと引っ掻いてくる。

　触れられなくても、秘唇から愛蜜を垂らして下着が濡れているのが分かり、羞恥で顔に熱が集まる。

「はぁ……っ、あっ……、い、意地悪……っ」

　口内に溜まった唾液をゴクッと嚥下し、私は堪らなくなって腰を揺すり立てる。

「おや、聖女様とも思えないみだらな腰つきですね。それに『意地悪』とは？　あなたをいじめているつもりはありませんよ？」

　丁寧な口調で淡々と言いながらも、彼の声には嗜虐的な熱が宿っている。

　チラッと下腹部に目をやれば、衣服越しにも存在を誇示している彼の強ばりが分かって、全身を女としての悦びが駆け抜ける。

　――求められている。

　こちらの世界にきて感じるのは、それに尽きる。

　前世の私は没個性的で〝その他大勢〟の一人だった。

　付き合っていた孝志だって、「私のどこを好きになってくれたの？」と質問しても、「優しいところ」「料理がうまいところ」としか答えなかった。

　恋愛経験の少ない私だって、曖昧に「優しいところが好き」と言われれば、他に特筆すべき長所がないからだと察していた。

　今考えれば、私は都合のいい飯炊き女扱いされていた。

　孝志と付き合っていても、〝唯一無二〟になれたとは感じられなかった。

　――でも。

『ミルネジュア』に来て、アレックスにもヴァレリーにも、恥ずかしいぐらいの甘い言葉を囁かれている。夢の中で見たギルフォードも、熱烈に私を求めてくれていた。

　こんなに愛されて、求められた事はない。

　嘘みたい。信じられない。

　――これをどう解釈したらいいの？

　前世も含め、今まで誰一人として、熱烈な想いを寄せられた時の対処法を教えてくれなかった。

　あれだけ『ミルネジュア』をやり込んで一人悦に入っていた私だけど、キャラがリアルの存在になって応えるなんて思ってもみなかった。

　混乱しきった私は――、彼に許しを乞うしかできなかった。

「……お願い、……っ許して……っ」

　瞬きをすると、眦まなじりから涙がこぼれ落ちて耳に届く。

　私みたいに経験値の低い女が、こんな超絶イケメン相手に勝てるはずもない。

　うまくあしらえる訳もないし、謝って逃げるのが精一杯だ。

「許されない事でもされたのですか？」

　けれど彼は許してくれない。

　目を細めて優しく笑い、いまだ私の乳首と肉芽をカリカリ引っ掻き続けている。

　秘唇の奥からはとめどなく愛蜜が溢れ、触れられている場所は異なるのに、彼の指が動くたびにクチュクチュと音を立てていた。

「……あぁ、こんないやらしい体をしている事への謝罪ですか？」

「ちが……っ、――あ、あ……っ！」

　抵抗しようとした時、不意に彼の指が下着越しに秘唇を撫でて、腰がビクンッと跳ねた。

　ゴクッと唾を嚥下したのは、ハァハァと乱れた呼吸音を立てているのはどちらなのか、もう分からなくなっていた。

「〝違う〟と言い張るのなら、直接あなたの体に聞かなければなりませんね？」

　トロリ、と笑ったヴァレリーは、私の首筋にある噛み跡に息を吹きかける。

「は、――ぁ、あ……っ」

　まだそこに触れられてもいないのに、私は期待して大きく口を開き、舌を覗かせている。

　息を乱して〝その時〟を待っていると、傷跡に舌先が触れ、ヌロォ……、とゆっくり舐められた。

「あっ！　――ァ、あ、……アァ、……あ、……ぁー……」

　それだけで私は大きく脚を跳ねさせ、股間にヴァレリーの屹立を感じながら絶頂していた。

　首筋に掛かる熱い吐息に、体の奥からゾクゾクと震えが走る。

　噛み付かれているような体勢のまま、私は彼を抱き締めて、天使が祝福を告げているフレスコ画を見上げた。

　口端からトロ……と涎が垂れたけれど、舌で舐め取る事もできないぐらい放心していた。

　だから彼が身を起こし、私の下着の紐を引いても、もう抵抗できなかった。

「ぁ……、やぁ……」

　濡れた秘部に空気が触れ、肌が粟立つ。

　床に膝をついたヴァレリーの目の前に、私の秘部があると思うと、羞恥のあまり消えてなくなりたくなる。

「あぁ……、美しい。濡れて光って、私を誘っています」

　陶酔した声が聞こえたかと思うと、彼の舌がピチャリと秘唇に当てられた。

「ひぅっ、――う……っ」

　ビクンッと腰が跳ねたけれど、ヴァレリーが私の腰からお腹にかけてしっかりと手で押さえ、逃がしてくれない。

　ヌルヌルと秘唇に沿って舌が往復し、そのたびにいやらしい水音が立つ。

「はぁ……っ、あぁあ……っ、ァ、――あ……っ」

　温かな舌がひらめくたびに、私は息を乱し両手で彼の頭を押す。

　抵抗を感じたヴァレリーは、少し顔を上げて私を見ると、濡れた唇をペロリと舐めてみせる。

　彼は体を起こしたかと思うと、私の唇に自身の中指を押し込んできた。

「んぅっ!?」

　不意打ちを食らった形で彼の指を口内に迎えてしまった私は、とっさに太く長い指をしゃぶる。

　そのあとヴァレリーに口内をかき回され、クチャクチャとはしたない音がした。

「ん、んぅ、ン、んーっ」

　鼻に掛かった甘ったれた声を出す私を見て、ヴァレリーは実に嬉しそうな顔で微笑む。

　やがて口から指が抜けたかと思うと、私の唾液をたっぷり纏ったその指を蜜口に押し込んできた。

「っはぁああ……っ！」

　油断していた時に悦楽を与えられ、私は腰を反らして嬌声を上げる。

　ヴァレリーは指で柔らかくぐずついた蜜洞を探り、感じる場所を当てようとする。

　その間、ピンと尖った肉芽をチュッチュッとしゃぶり、または口内でねっとりと舐めてくるので堪らなかった。

「っんぁああっ！　だめぇっ、あぁ、――いやぁ、だめ……っ」

　口では「だめ」と繰り返しているのに、私は彼の頭を押しながらも、腰をカクカク震わせて彼の口元に押しつけていた。
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　もう自分でも何がしたいのか分からない。

　彼は上目遣いに私を見て妖艶に笑ったあと、チュッチュッと肉芽をしゃぶりながら、陰核の裏側を指の腹で擦りたてた。

　あっという間に崩壊の時を迎えた私は、悲鳴を上げて絶頂してしまう。

「――っだめぇええぇっ！　あーっ!!」

　ガクガクと腰を震わせ、太腿で彼の顔を思いきり挟んだ私は、喉を晒して気を飛ばす。

　一拍おいて「ふぅっ……」と息を吐き、荒くなった呼吸を整えながら脱力していった。

　テーブルが冷たいと考える気力もなく、私はぐったりとしてドーム状の天井を見上げる。

　激しく動いた訳でもないのに、指一本動かせない。

　その間ヴァレリーは私の下着の紐をきちんと結び、捲っていたスカートの布地も元に戻した。

　あとは私がテーブルの上で呼吸を荒げているだけになり……。

　……どうしてこうなったんだっけ。

　……そうだ。彼に夢の事や、首筋を噛んだ事について聞きたかっただけなのに。

　ヴァレリーは椅子に座って、私が起きられるようになるまで待っている。

　首だけ動かして彼を見ると、もう目の色はもとの琥珀色に戻っていた。

「……なんなの……」

　呟いたあと、どうにもならない悔しさと羞恥に襲われ、この場から逃げたくなって堪らなくなった。

　ただ話を聞きたかっただけなのに……！

　こんな風に誤魔化すなんて！

　顔を真っ赤にしたまま、今までの快楽とは異なる涙を流し、私はむりやり起きた。

　床に足を着けようとするとヴァレリーが体を支えてくれたが、とっさにその腕を押しやる。

　彼が意外そうに目を見開いた姿を見て、傷つけてしまったという罪悪感がこみ上げた。

　――何やってんの、私。

　――推しにこんな顔をさせたい訳じゃないのに。

　――でも、どうしたらいいのか分からない！

「……っ、失礼します！」

　私はクシャリと表情を歪め、体に力が入らないまま、よたよたと歩いて図書室をあとにした。
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　淫夢の中には、アレックスとヴァレリーの他にもう一人いた。

　残る一人、公爵であり元帥でもあるギルフォードも、聖女フィオナを狙っているはずだ。

　彼の行動範囲は分からない。

　分かる情報として、彼は軍事に関わる仕事をしているので、王宮の外にある騎士の隊舎には近づかないでおこうと自分に誓った。

　……でも、軍部の偉い人って普段何をしているんだろう？

　多分、現場にはそんなに行かず、会議とかをしているのかもしれない。

　だったら宮殿内にいるのかな……？

　そんな事を思い、「エンカウントしたらやだなぁ」と不安を抱きつつも、いつまでも部屋に閉じこもっている訳にいかず城内を歩く。

「フィオナ様、そろそろ城内の造りに慣れてこられたのではありませんか？　お庭も美しく整えられていますし、お散歩するのに丁度いいと思います」

　ルチルに言われ、それもそうだな……と思った。

　窓から見るこの世界は美しい。

　澄み切った空気や自然一杯な環境は元の世界にはないものだ。

　何より自分がいる城がどんな外観をしているのか、見てみたいと思った。

　ゲームでは王宮の他にも、天文台のあるドームや温室、湖や森、もっと遠くに行くと海もあった。

　海外旅行気分でまったく知らない土地を楽しめるのに、外に出ないのは勿体ない。

（ルチルたちもついてきてくれるなら、いいか……）

　そう思い、私は外へ散歩に出る事にした。









「んーっ！　気持ちいい！」

　私は両手で伸びをして笑顔になる。

　外は燦々さんさんと太陽が輝き、気温も湿度も高すぎず過ごしやすい。

　おまけに王宮の敷地内は、日焼けを嫌う貴族たちのために、魔導士たちの手によって結界が張られ、日焼け防止効果があるそうだ。

　だから日傘なしに外を歩いても大丈夫。便利すぎる。

「フィオナ様の笑顔が見られて嬉しいです」

「ありがとうございます」

　前庭はフランス風の庭園で、左右対称の幾何学模様になっている。

　綺麗に刈り込まれた芝生や背の低い生け垣。城の窓から見ると色とりどりのパズルのように見えるのは、決まった場所に同じ色の花が植えられているからだ。

　あっちはピンクの薔薇、こちらは深紅の薔薇、向こうは白い百合……。こんな風に整然とした作りは、城から見た状態も計算してデザインしたんだろうなぁ。凄い。

　澄んだ空気を胸いっぱいに吸って庭を歩いていると、前方から騎士を引き連れた黒衣の誰かがやってくる。

　……ん？

　……何か、嫌な予感が……。

　立ち止まって相手が誰なのか見定めようとしていると、侍女の一人が指で輪を作って片目に当てて呟く。

　多分、望遠鏡みたいな魔法なのかな？

「ギルフォード様ですね。側近の方々と騎士の上層部を連れていらっしゃるので、見回りのあとかもしれませんね」

　彼女の言葉を聞いて相手を確認したあと、私はさり気なく左右を見て逃げ場所を探す。

「ギルフォード様は、一見怖そうに見えますがとてもお優しい方ですよ」

　一刻も早くこの場を離れたいのに、ルチルがニコニコして話し始め、他の侍女たちも話に花を咲かせる。

　何も言われてないけれど、雰囲気から「このまま彼を待って少し話してみては？」と促されているのが分かった。

　彼女たちに話を振られて「ああ」とも「うう」ともつかない声を出していると、砂地を踏む足音が近づき、とうとう彼に話しかけられた。

「聖女殿、ご健勝か？」

　低く通る声は、やはり推しの声そのもの。……くぅっ、声がいい！

　恐る恐るそちらを見ると、スラリとした長身に黒衣を纏ったギルフォードが立っている。

　少し襟足の長い髪に、黄色やオレンジ、茶色にグリーンと、様々な色の混じったヘーゼルアイ。

　黒衣と言っても軍服なので、軍服フェチの私には物凄いブッ刺さる。

　ヤバイ……。目の前に存在する軍服姿の推しヤバイ……。

　もしかしたらこの人にも何かされるかも、という不安と、鼻血もんの推しを前にした興奮とで、私はダッシュでこの場を離れたい衝動に駆られていた。

「あ……、ありがとうございます。お陰様で……」

　目を泳がせてソワソワして返事をした私は、相当失礼な態度を取っていたかもしれない。

　けれどギルフォードは気を悪くした様子も見せず、穏やかに微笑んで話しかけてきた。

「聖女殿は散歩中か？　なら俺が護衛を仰せつかるが」

「いっ、いいえ！　……ま、間に合っていますので……」

　ギクリとした私は夢の中での彼を思いだし、赤面する。

　そしてこれ以上同じ場所にいられないと思い、ぺこりと頭を下げると踵を返して足早に庭園を歩いていった。

「フィオナ様？」

　ルチルが追いかけてくるけれど、こんな動揺している姿は見せられない。

「すみません！　少し一人にしてください。すぐ部屋に戻ります」

　振り向いて彼女に告げたあと、私はポカンとしている侍女と騎士たちをあとに、競歩歩きで城のほうへ向かった。









　まっすぐ部屋に戻ったらギルフォードの訪問を受けそうな気がしたので、裏庭のほうを一周してから城に入る事にした。

　城の裏手はイギリス風の庭園になっていて、植物が自然な雰囲気で生え、その間に絶妙な配置で古代ローマ風の柱や、アーチを描いた橋、池に小川などがある。

　小路の側にはベンチもあり、そこに座って一息つこうとした時――。

「思っていたより健脚だな」

「ひぅっ！」

　ギルフォードから距離を取ったと思っていたのに、すぐ後ろから彼の声が聞こえる。

　私は変な悲鳴を上げて、文字通り一センチぐらい飛び上がった。

「な……っ、な……」

　いつのまについてきた!?　気配を感じなかったんですが!?　怖い！

　目をまん丸にして彼を見るけれど、ギルフォードは涼しい顔のままだ。

「……あ。お供の方々は一緒ではないのですか？」

　人の事は言えないけれど、あれだけゾロゾロ引き連れていたのに、彼は一人だ。

「大勢であなたを囲んだら、怖がらせてしまうだろう」

「……お気遣いありがとうございます」

　淫夢の件もあって一方的なイメージを抱いていたけれど、リアルで接するといい人だ。

　勿論、ゲームのキャラだった頃から〝イケメンな上に内面も最高〟と知っていたけれど、この世界に来てからすべてが同じとは思っていなかった。

　アレックスにもヴァレリーにも襲われた。

　嫌ではないけれど、どうしたらいいのか分からない。

　ギルフォードとも、そうなってしまうんだろうか？

　私は少し不安げな表情で、さり気なく一歩後ろに下がる。

　彼は軍人だからか、その緊張感を鋭敏に察したようだった。

「……俺は何か、あなたを不愉快にさせる事をしてしまっただろうか？」

「いえ。……すみません。私があなたを意識してしまっただけで……」

　嫌な態度をとってしまったと、私は反省する。

　警戒していたとはいえ、あからさまだった。

　俯いて小さく息をつき、どうやって気まずさを誤魔化そうかと思っていた時、ギルフォードが一歩踏みだし、私はハッと顔を上げた。

「……俺を意識していると？」

　彼はあまり感情を露わにする人ではないけれど、その表情には微かな興奮が宿っていた。

（違う！　そうじゃない！）

　私は首を左右に振り、さらに二、三歩彼から距離を取ろうとする。

　――が、その前に手首を掴まれてしまった。

「……聖女殿。……いや、フィオナ」

　熱っぽい目で見つめられ、自分が墓穴を掘ったと気づいた時には、もう遅かった。

「なぜ俺をそんな目で見る？」

（それはこっちのセリフです！）

　彼の目は沢山の色が混じった不思議な色で、全体的に薄く瞳孔が際立つのもあり、見つめられるとドキドキする。

　とっさに顔を逸らした私の手首を、ギルフォードがグイッと引っ張った。

「あ……っ」

　私はよろけてパフッと彼の腕の中に収まる。

　思わず二人とも固まって、抱き合ったまましばし静止する。

　……このままじゃ駄目だ。

　カァッと赤面し、体温が上がったのを自覚した私は、やんわりと彼の腕を解こうとした。

　けれど私を抱きすくめた彼が息を震わせながら吐いたかと思うと、木立のほうへ私を連れて行く。

「あの……っ、ちょ……っ」

　抱かれたままなので、転ばないように足を動かすので精一杯な私は、木の幹に押しつけられてしまった。

「……あの……。ギルフォード様……」

　私を見つめてくる彼から、尋常ではない雰囲気を感じる。

　腕に手を掛けてやんわりと押すけれど、彼は熱っぽい目で私を見つめたままだ。

「殿下とヴァレリーの匂いがするな……」

　スンッと鼻を鳴らし、彼が呟く。

「っ！」

　ギクッとした私は、目をまん丸にして彼を見上げた。

（〝あれ〟からきちんとお風呂に入っているのに、匂いなんて分かるの!?）

　驚いて固まっている私の首筋や胸元に顔を寄せ、彼は犬のようにスンスンと匂いを嗅ぐ。

　そのあとギルフォードは私を見つめ、スッと目を細めた。

「あなたはあの二人と抱き合ったのだろう？　……いや、もっと深い仲になった」

　確信して言う彼にただならぬものを感じ、私は「逃げなきゃ」と思って身じろぎする。

　けれどすっかりギルフォードの腕の中に閉じ込められ、どこにも逃げられない。

「……妬けるな」

　耳元で彼が囁き、熱い吐息が掛かる。

「んぅっ」

　思わず体を震わせた時、彼が舌で私の耳の輪郭をなぞってきた。

「――はぁっ、……あ……っ」

　そして聖女の衣の上から、私の胸をねっとりと揉んできた。

「や……っ、どうして……っ」

　突然襲われて訳が分からない。

「ギルフォード様も……っ、夢の中で私にしたように、……ぁっ」

　その続きは言えなかった。

　唇を奪われて甘噛みされ、切なく開いた間からトロリと彼の舌が入り込んでくる。

　途端にじゅんっと下腹部が甘く疼き、腰が揺れてしまう。

「んン……っ」

　ギルフォードの太腿が私の脚の間に入ったかと思うと、股間を太腿で押さえられ、下腹部から脳髄にまでヅンッと強い悦楽が駆け抜けた。

「待って……っ、ま……っ」

「あなたを愛している」

　低い声で囁かれ、お腹の奥に響く声に頭がクラクラする。

（駄目なのに……）

　抵抗しようと思っていた手からは力が抜け、彼の服を軽く握るだけに留まってしまう。

　気がつけば私は、舌を絡めて彼のキスに応えてしまっていた。

　我ながらちょろいと思うけれど、こんなにも真剣に熱烈に求められると断りづらい。

　孝志に大切にされていなかった悲しさがあるからこそ、聖女だからであっても、私を求める彼らの愛が嬉しかった。

「ん……っ、ん、……ぅ」

　温かい舌にヌルヌルと舌を擦られて、頭の芯がボーッとしていく。

　気がつくと私はギルフォードに縋り付いたまま、唇を貪られていた。

　彼のキスがあまりにうまくて、腰や太腿に触られても抵抗できない。

　やがてギルフォードの手が、スカートのスリットの隙間から入り込み、私の下着に触れてきた。

「んぅ……っ」

　下着越しに肉芽に触れられ、私はピクッと腰を跳ねさせる。

　思わず顔を引いて上目遣いに彼に訴えるけれど、ギルフォードは妖艶に笑うだけだ。

（……あれ？　この人、さっきよりも目の色が薄くなっているような……）

　複雑な色味のヘーゼルアイが、金色に近い色に変化していた。

　アレックスもヴァレリーも、この人まで……。一体なんなの？

　もとのゲームにはない設定、というか、三人ならではの体質、または抱えている秘密があるんだろうか？

「……あなたは、何、……ンッ、……なの、ですか？」

　キスだけで濡れてしまった下着を擦られ、声が甘くかすれる。

「……知れば後戻りできなくなるぞ」

　耳元で低く囁かれ、私はカーッと赤面し、下着をはしたなく濡らした。

　ゴクッと口内に溜まった唾液を嚥下した私の首筋に、ギルフォードがキスをする。

　強めに皮膚を吸って赤い跡を残し、そこを確かめるように舌で辿った。

「あ……っ、はぁ……っ、……ぁ……っ」

　ギルフォードは私の脚を開かせ、下着の紐を片方解いてしまう。

「だっ、駄目……っ！」

「こんなに濡らしておいて、『駄目』はないだろう？」

　彼の指が私の秘唇に直接触れ、ピチャリと濡れた音がした。

「……っひぅ……っ」

（外なのに！）

　声を上げたらいけないと、私はとっさに両手で口を覆った。

　鋭く息を吸ったため、悲鳴に似た声が漏れた――けれど、ギルフォードはその反応にすら愉悦の籠もった笑みを浮かべ、さらに指を動かす。

「殿下とヴァレリー殿にさんざん可愛がられたか？　キスしただけでこんなに柔らかくグズつかせるとは」

「やぁ……っ」

　アレックスともヴァレリーとも違う責めに、私は体を燃え立たせた。

「しぃ……、静かに」

　私の唇に指先を当て、ギルフォードは静かにするよう促してくる。

　そして私の目を見つめたまま、秘所がたっぷり濡れているのを確認して、蜜口に指を差し込んできた。

「ん……っ、んぅ……っ」

　目を潤ませた私は、唇を引き結んだまま目だけで彼に訴えかける。

　けれど彼は妖艶に微笑んだまま、静かに指を抜き差しし、または柔らかな膣肉を指の腹で圧迫してきた。

　裏庭にいて、周囲からは小川の流れる音や小鳥が囀る声が聞こえてくる。

　宮殿の敷地は広大なので、裏庭に人がいたとしても、すぐには私たちに気づかないかもしれない。

　けれどいつ誰に見つかるかも分からない背徳感を覚えたままで、この刺激は強すぎた。

「聖女殿は外での行為がお好きか？　甘い蜜が俺の手首まで垂れてきたぞ」

「…………っ」

　彼の言葉に、私は必死に首を横に振る。

　ギルフォードは嗜虐的な表情で笑ったあと、私の額にちゅっとキスをした。

「自分でスカートの裾を持っていられるか？」

　尋ねて、ギルフォードが深いスリットの入ったスカートを、私に持たせてくる。

　本当に嫌だと思っていたなら、この時点で逃げれば良かった。

　けれどいやらしく意地悪な事を言われて「恥ずかしい」とは思っていても、私は彼に対する嫌悪を抱いていなかった。

　だから私は快楽と緊張とで震える手で、スカートをたくし上げる。

　少しでも顔が隠れればと、白く薄い布で顔の下半分を隠した。

「……いい子だ」

　ギルフォードは甘やかに笑って私の頭を撫でたあと、跪いて私の片足を自分の太腿の上に置いた。

「あ……」

　そして下着のもう片方の紐も解かれたかと思うと、ギルフォードが私の恥丘にキスをし、濡れた肉芽をヌルリと舐めてきた。

「ひぁあっ！」

　期待して濡れそぼっていた場所に、いきなり舌の感触は刺激が強すぎた。

　思わず口から出てしまった悲鳴に自分が驚いて、スカートを掴んだまま両手で口元を覆う。

「そのまま、静かに」

　秘所に唇をつけたまま命令され、胸がドキドキと高鳴りお腹の奥が甘く疼く。

　何よりも、公爵で元帥閣下である彼を跪かせ、口淫させているという背徳感に全身が火照ってくる。

「脚、もう少し開いて」

　低い声で言われ、内腿を軽く叩かれて、私は被虐的な悦びを得たまま脚を開いて彼が舐めやすいようにする。

　聖女らしからぬ格好になってしまったが、ギルフォードは満足したらしい。

「そのまま」

　短く告げたあと、彼はまた指を蜜洞に差し込みジュプジュプと犯しながら、ピンと凝り立った肉芽をヌルヌルと舐めてきた。

「んンんんン……っ！　んーっ!!」

　与えられる悦楽に、私はビクビクと腰を跳ねさせる。

　逃げようにも体は木の幹に押しつけられていて、後方へはまったく動かせない。

　代わりに前と横に逃げようと腰が震えるのだけれど、物欲しそうに腰をカクカク動かしているようにしか思えなかった。

　スカートの布地を握っている手に軽く噛み付き、私は必死に嬌声を抑える。

　勃起してさやから顔を出した肉真珠を舐められて、柔らかくグズついた肉壷は二本の指で暴かれている。

「んーっ！　ン、んンーっ！」

　荒くなった呼吸を繰り返し、私は必死に腰をヒクつかせる。

　自然と脚が開いて腰を突き出す格好になってしまい、口を付けやすくなったギルフォードは、私の淫芽をパクリと唇で包んでしまった。

　哀れなほど充血して大きくなった陰核を、滑らかで温かい舌が蹂躙する。

「――――っ!!　……っ、はぁっ、――――ぁっ、……あっ！」

　揃えた二本の指の腹で陰核の内側を、そして舌はチロチロと細やかに動いて外側から私を攻め立ててくる。

（～～～～っ、達く……っ！　達っちゃう……っ！）

　立っていられなくなるほどガクガクと膝を笑わせた私は、彼の顔が股間にあるというのに、プシュッと愛潮を弾けさせて絶頂してしまった。

「あっ、…………はぁっ、――――ぁ、あ…………っ」

　太腿で彼の顔を挟んでしばしいきんだあと、私は脱力してズルズルと座り込む。

　――ところを、ギルフォードに支えられた。

（どうしてこうなったんだっけ……）

　考えようとしても、頭の中が白く明滅していてまともに思考を巡らせられない。

　分かるのは、この世界に転生してから推したちに求められ、会えばエロい目に遭っているという事のみだ。

「あなたのお陰で、私の愚息がこんなになってしまった」

　ギルフォードは妖艶に笑ったかと思うと、私の手を取って自身の股間に導いた。

「あ……」

　布地の下には、パンパンに膨れ上がった屹立がその質量を私に知らしめている。

　彼は金色の目で私を見つめ、色っぽく吐息をついたあと、トラウザーズの前を寛がせて大きな一物を解放した。

「あ……っ」

　ブルンッと飛び出たモノを見て、私は真っ赤になって声を漏らす。

　血管が浮いていて、先端はツルリとした質感でグロテスクにも思える。

　けれど太くて長い屹立をみると、たくましいという表現が一番似合っているように感じられた。

　彼は興奮した様子で自身の屹立を撫でると、また私を立たせて木の幹に押しつけた。

「え……っ、あ、ま、待ってくださ……っ」

　混乱している私に、ギルフォードは微笑んでみせた。

「安心しろ。まだ犯しはしない」

　耳元で囁かれ、そのあとにねっとりと耳の輪郭を舐められる。

「……ふ、ぅ……っ、あ、……はぁっ」

　安心したものの、私は圧倒的な雄に迫られて呼吸を弾ませていた。

　彼は私の頭の上に腕をつき、顔を傾けてギリギリまで唇を近づける。

　そして濡れた私の秘所に屹立を滑らせ、両側から私の太腿を押さえて脚を閉じさせた。

「聖女殿よ、どうか俺の浅ましい欲を鎮めてくれ」

　囁いたあと、彼はもう片方の手を私のお尻に食い込ませ、腰を動かし始めた。

　ヌチュッヌチュッと性器同士が擦れ合う粘液質な音が聞こえ、私はビクビクッと体を震わせた。

「あぁっ、――はぁっ、あ、あぁっ、ん……っ、んぅっ」

　大きくて硬いモノが、ゴリゴリと私の秘所を前後して擦ってくる。

　小さく勃起した私の淫玉はなすすべもなく蹂躙され、たくましいモノに押し潰されるたびに、悲鳴が漏れるほどの歓喜を私に教えてきた。
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　体をのたうたせる私を見て、ギルフォードは愉悦の籠もった表情を浮かべる。

　ゲームの印象ではおしゃべりがあまり得意ではなく、物静かな人という印象があったのに、こんなＳっぽい一面があっただなんて……！

　呼吸を荒げた彼は、支配欲の籠もった目で私を見つめて腰を振りたくる。

　ヌチュグチュと凄まじい音がし、私が素股で異様なほど秘所を濡らしてしまっているのが分かった。

「あぁ……っ、駄目……っ、こんなの……っ、あぁっ、あ、――――っ!!」

　野外で初めての素股。おまけに相手はギャップのある一面を見せた大好きな推しで――。

　とうとう心も体も限界を迎えた私は、力一杯彼を抱き締めて絶頂してしまった。

　その瞬間、ギルフォードの大きな手が私の口を押さえる。

「っんぅううぅううーっ!!」

　達した声すら出せず、口を押さえられて被虐的な悦びを得た私は、蜜壷をビクビクとわななかせて随喜を味わう。

「フィオナ……っ！」

　やがてギルフォードも余裕のない表情で私の秘所を擦り立てたあと、素早く腰を引き、草むらに向かって屹立をしごく。

「……っ、あぁ、――――出る……っ」

　彼は睨むと言っていいほどギラギラとした目で私を見つめ、愛蜜でテラリと光った肉棒を擦る。

　やがて彼は、大きく膨らんだ先端からビュルビュルと大量の白濁を飛ばす。

（……っすご……）

　肉色の男性器がビクビクと震えて脈動しているのを見ながら、疲れ切った私はズルズルとしゃがみ込み、目を閉じた。
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　そんな事ばかり起こるものだから、私はなるべく三人と会わないように過ごした。

　とはいえ、三人以外の攻略キャラもこの城にはいる訳で、念のため彼らにも注意を払った。

　一方で、聖女として力を使えると教えてもらったものの、それがどういう効果を持つものなのか知らないままだった。

　聞きたいけれど、またアレックスに襲われたらどうしよう……、と思うし、王宮魔導士のイェールは少しとっつきにくい感じがあって苦手だ。

（とりあえず、差し迫って『聖女の助けが必要です』とは言われていないから、もう少しのんびり構えてもいいのかな？）

　そんな風に思っているうちに時が経ち、〝その時〟がやってきた。






『ミルネジュア』の本当のヒロイン、クレアがデビュタントとして王宮に上がったのだ。
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　社交界デビューは、十六歳になった令嬢が、国王をはじめとした王族に挨拶する。

　貴族として存在を認められ、社交界の一員となる、という通過儀礼だ。

　国王への謁見が行われたあとは、舞踏会が開かれてデビュタントたちがワルツを踊る。

　貴族の令嬢にとって、これから婿となる男性を探し、恋をして結婚するための大切な場だ。






　私はなぜかアレックスの隣にある椅子に座り、聖女としてデビュタントたちに挨拶されていた。

（……なぜ？）

　ニコニコしたままずっとそう思っているのだけれど、本当に突然な話だった。

　アレックスとヴァレリーが部屋にやって来て身構えたけれど、真剣な話をされた。

『もう少しでデビュタントたちを迎える大きな催しがあるが、あいにく国王と王妃は出席できる状況にない。ゆえに僕が国の代表として彼女たちに挨拶される事になる。しかし後見人である叔父たちがいるとはいえ、一人では格好がつかない。せっかく聖女がいる訳だし、良ければ付き合ってほしい』

　そう言われて、初めて聖女らしいお役目をもらった気がした。

　ただ座って挨拶されていればいいだけらしいので、私にできる事なら……と思って頷いた。

　最初はなるべくデビュタントの顔と名前を覚えようと思っていたのだけれど、人数が多いものだから途中で諦めてしまった。

　そしてとうとう〝その子〟が現れた。

　赤みがかった茶色い髪は、胸元までのサラサラストレートで、毛先だけがクルンと内側にカールしている。

　クリーム色のドレスに、差し色は赤。

　赤いリボンをカチューシャのようにして顔の両側で結んだ姿も、ゲームのキャラ設定にある通りだ。

「お初にお目に掛かります。王太子殿下、そして聖女フィオナ様。クレア・モレットにございます」

　彼女が言葉を発しただけで、周囲の空気がシャンッとしたように感じられた。

　何なら、クレアの周りにだけ、キラキラとしたエフェクトが掛かっているように思える。

　……ていうか、でも……。

　……あっれぇ……？

　遠くで控えている時から、なんか見た事のある顔だと思っていたんだけれど、今分かった。

（この子、桃木いのりさんと同じ顔してる！）

　その事実を理解した私は、ゾックゥ……と悪寒で身を震わせてしまった。

　でも彼女まで元の世界で亡くなって、こちらの世界に転生しているとは考えにくい。

　死んでから、元の世界で少なからず関わりのある人が、同じ世界に安易に転生すれば、この世界は知り合いだらけになるんじゃないだろうか？

　イェールが言っていたように、ここは私が心の底で望んでいた理想の世界だとする。

　だとしたら元の世界でいのりさんに強く嫉妬した気持ちが、この世界に反映されてもおかしくない。

　嫉妬していたとしても、私がいのりさんを魅力的な女性と思っていたのは確かだ。

　それが魅力の権化である主人公ヒロインになるのは、不自然な事ではない。

　私が聖女になってしまったのも、孝志が聖女キャラを好きだから「そうなりたい」と願った表れかもしれない。

　そう考えて多少動揺するものの、私は表面上ニコニコしてクレアに頷き、挨拶をする。

　そのあと、デビュタントの一人として下がっていく彼女を見送った。

　チラッとアレックスたちを見るけれど、彼らは普段通りだ。

　本来ならクレアは主人公として謁見の間に立ち、彼らと運命的な出会いを果たした。――はずなのだ。

　彼女は正統なヒロインだから、彼らだって〝何か〟を感じたはずなんだけれど。

（これで三人から迫られるのも終わりかな。さすがにゲームのヒロインが登場したなら、そっちにいくだろうし）

「推しに逆ハーされるなんて最高じゃん」と思わなくはないけれど、一人対三人だと、三人がバチバチのライバル関係になる。

　あの夢では三人は分かり合った様子だったけれど、あくまで夢だ。

　どうして血を吸われたのか、その謎もきちんと究明しないといけない。

　けれど、あれっきりヴァレリーとは話せていない。

（とりあえず、クレアが登場した訳だし、彼らがどう反応するか見守ろう）

　決めたあとは、引き続きニコニコしてデビュタントの挨拶に応じたのだった。
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　しかし思った通りにならず、私はすぐに焦る事になる。

　ある日、偶然にも庭園でアレックスとクレアが立ち話をしている現場に遭遇してしまった。

　ルチルたちに静かにするようお願いし、私はそれとなく二人に近づいて聞き耳を立てる。

　薔薇の生け垣がある所で、私と二人の間には女神像があるので姿を隠す事ができた。

「では、今度の舞踏会に出席されるのですか？」

「ああ。国務でもあるからな」

　クレアはキャッキャとして話しかけているのだけれど、アレックスは塩対応だ。

　私と話していた時は笑いかけ、言葉に気を遣うなど、もう少し愛想が良かった。

　けれど今の彼からは、「早く話が終わらないか」という雰囲気がありありと窺える。

　私でさえ分かるぐらいなんだから、クレアはもっと感じているんだろうか。

　いや、当事者だからこそ、王太子を前に浮かれて気づいていない可能性もある。

（……なんか、ホッとしている自分がいる。嫌だな）

　安堵したあとに感じたのは自己嫌悪だ。

　そして盗み聞きはあまりに悪趣味だと思い、その場を去った。






　そのあと王宮のあちこちで、アレックスも含め、ヴァレリーやギルフォードたちがクレアを含めた令嬢たちに話しかけられるところに鉢合ってしまう。

　けれどやはり、彼らは令嬢たちに興味がないのか塩対応だった。

（……私の事を本当に好きなのかな？　……なんて思うのはおこがましい。でも……）

　夜、私は寝室でゴロゴロしながら彼らの事を考えていた。

　思えば思うほど、場所が同じだからかあの淫夢を思いだす。

（駄目だ……。余計な事を考えずに、早めに寝ちゃおう）

　目を閉じて寝る努力をすると、ゆっくり意識が眠りの淵に落ちていった。
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　……ん？

　この感覚は……。

　仰向けになって寝ていた私の体を、誰かの手が撫でる。

　ネグリジェを着ていたはずなのに、その手は素肌を辿っていた。

（まさか……）

　恐る恐る目を開けると、魔法の明かりでうっすらと照らされた中、三人のシルエットが見えて私は息をつく。

　けれど、ある事に気づいてハッと目を開いた。

　すると目を赤くしたアレックスとヴァレリーと目が合う。

　彼らはいつもと様子が違っていた。

　目の色が異なるのもそうなのだけれど、アレックスの背中から悪魔の羽みたいなのが生えていて、お尻からは尻尾も出てユラユラ揺れている。

　ヴァレリーはといえば、「はぁ……っ」と悩ましげに息をついて髪を掻き上げた時、その口に発達しすぎた犬歯――牙が見えた。

「え……っ」

　――人外!?

　思わずギョッとして飛び起きようとしたけれど、両脚をギルフォードに抱えられて敵わない。

　彼の頭にはケモミミがあり、お尻からフサフサの尻尾も生えていた。

　んなぁ……っ!?

　私は無言で目をまん丸にし、食い入るように彼らを見る。

「……あ、起きましたね」

　そんな私を見てヴァレリーがポツンと呟く。

「殿下、あなたの夢は完璧だったのでは？」

　ギルフォードがやや咎めるような声でアレックスに尋ねる。

　すると彼は金髪を掻き上げ、溜め息混じりに言う。

「仕方ないだろう。彼女は聖女だ。僕の力が弱まったとしてもおかしくない」

　完全に覚醒した私は起き上がり、自分がすっかり全裸になっている事に気づくと、膝を抱えて座り、体を隠す。

　人外の三人は、私がどんな反応をするのか、やや緊張した表情で見守っていた。

「人外キタ！」

　けれど〝私〟の中身はオタク女子のままなので、口から出た第一声がそれだった。

　勿論、彼らはオタク特有の言い方を知らないので、不思議そうな顔をしている。

　けれど〝人外〟が何を意味するかはすぐに分かったらしい。

「……僕たちが恐ろしいか？」

　アレックスの尻尾が動き、矢印のような先端が私の顎に触れる。

　私はおずおずと彼の尻尾の先を握ってみた。

　人肌のような温もりはないけれど、微かに柔らかくて生身なのだと分かる。しなやかだけれど中には骨がある、本物の尻尾なのだと理解した。

「……嘘……」

〝これ〟をどう理解したらいいか分からず、私は呆然として呟く。

「……本物？」

　目をまん丸に開いた私にアレックスが迫り、顎に手を掛けて耳元で囁いてきた。

「君は紛れもない聖女だ。僕たちが君を愛して感じさせるほど、君の全身から聖なる気が高まり、この国を守っている」

「え……っ？」

　思いもよらない事を言われ、私は目を見開く。

「……魔物なら、私の聖なる力を浴びて苦しくならないのですか？」

　そう尋ねると、彼らは顔を見合わせる。

「聖なる力は確かに魔を払う効果があります。側にいるだけで全身に苦痛が走ります」

　ヴァレリーの言葉を聞いて、私はハッとしてベッドの枕元まで後ずさる。

　私のせいで彼らが苦しむなんて、絶対に嫌だ。

　その反応を見て、アレックスが微笑んだ。

「フィオナは優しいな。痛みと言っても微々たるものだ。君が僕たちに敵意を持ち、『滅してやる』という意識を持たない限り、大した痛みではないから安心してほしい」

「良かった……」

　安堵した私の頭を、ギルフォードが撫でてきた。

「俺はあなたに願いがある。それゆえ、あなたが本当に聖女としての力を持っているのか確かめるため、先日のような事をしてしまった。すまない」

「願いって……？　〝聖女〟にしかできない事ですか？」

　望みがあるなら叶えてあげたいけれど、私にできる事だろうか？

　まだまだ私は、一人前の聖女と言いがたいけれど……。

　聞くだけ聞きたいと思ってギルフォードを見たけれど、彼は苦く笑っただけだった。

「叶うのなら、あなたに望みを言ってみたい。だが、失礼ながらあなたは聖女としてまだ未熟だ。救いたいと親切で思ってくれても、俺を愛してはいないだろう。聖女の力は愛する者のために発動する。……だから〝まだ〟だ」

　その表情がとても悲しげで、胸の奥が苦しくなる。

「何か私にできる事はないのですか？　努力してなんとかなるなら、私……」

　自分が服を着ていない事すら忘れ、私はギルフォードの頬に手を当てる。

「フィオナ」

　けれどそんな私に、アレックスが声を掛けてきた。

「人は努力して人を愛せない。ギルだって、お情けで助かりたいなんて思っていない」

　つらい事実を突きつけられ、私は溜め息をつく。

「その通りですけど……」

　彼を救えるなら救いたいって思っている気持ちは、本当なのに……。

「私たちは、あなたの体液を頂いて力を得ています」

　ヴァレリーに言われて、私はまた目を見開く。

「たっ、……体液。……に、何か効果が？」

　質問に答えたのはアレックスだ。

「君の側にいて聖なる気で苦しくなったとしても、その体液を取り入れれば緩和される仕組みになっている」

「あっ！　だから、転生した日の夜から私の夢の中に入ってきたんですか？　って、夢という事は、殿下はインキュバス？」

「ご名答だ」

「はぁぁ……」

　あれは夢……というか、インキュバスであるアレックスが見せた淫夢。

　そして淫夢であっても、目覚めたら何もなかった事になる夢ではなく、彼らが私にあれこれしたのは事実だ。

　深い事情はまだ教えてもらってないけれど、三人とも理由があって私を求めている。

　それらを理解して、私は溜め息をついた。

　体液と言われ、私は首の傷を気にしながらヴァレリーを見る。

　彼は平静を装っているけれど、私の側にいるだけで興奮し、目を赤くさせていた。

「……ヴァレリー様、大丈夫ですか？」

　そっと窺うように尋ねると、彼は自嘲気味に笑った。

「先日の無礼な振る舞いをお詫びします。あなたは目の前にいるだけで、抱き締めてむりやり犯してしまいたくなる魅力があります。私たちはそれを堪えるのに必死なのです」

　堪えきれていなかったと思うけれど、努力していただろう事は察する。

「私は吸血鬼の特性により、殿下とギルフォードより血や体液の香りに敏感です。言うなれば、この三人の中で一番歯止めが利かない男です。先日の夢の中でも、ようやく会えたあなたへの興奮を抑えきれず、つい牙を突き立ててしまいました」

　突っ込みどころ満載だけれど、ヴァレリーがとてもつらそうな顔をしているので、冷静な感想を言うのは可哀想になった。

　私は普通の人間の感覚のままで、彼らのように五感が発達していない。相手の体液の匂いが分かるなんて、想像しようと思っても難しい。

　吸血衝動に加えて、性欲や愛しさも抑えないといけないなら、大変なんだろうなと思うしかできない。

　そして彼らは、抑えきれず過ちを犯してしまった。

　私は枕を抱えて座り直し、しばし考える。

「……あなた達を少しずつ知りたいです。急に『あなた達のすべてを受け入れ、愛し、救います』なんて言えません。アレックス様が仰った通り、努めて愛するものでもありませんから。……だから時間をください」

　私の出した結論に、彼らは「その通りだ」という表情で頷いた。

「確認ですが、あなた達は私をどう思っていますか？　聖女だから特別扱いされるのは分かっています。転生した私が、この姿になっても〝私〟だと思えるのは、性格や思考しかありません。それ以外の要素を好きになったと言われたら、気持ちに答えられないかもしれません」

〝フィオナ〟の美貌や身体的な魅力は、彼女のもので〝私〟のものではない。

　せっかくだから、思っていた事をすべて伝える事にした。

「あなた達はとても素敵です。本当なら何も考えず、愛し愛されて幸せになりたい。でもこれが現実なら、きちんと考えなければいけません。真剣に愛し合うと決めたなら、いずれ体を重ねるでしょう。そうなったら肉体的にリスクを負うのは女性です」

　私の訴えを、三人はまじめな顔で聞いてくれる。

　そしてギルフォードが頷いた。

「俺たちは避妊魔法を使える。だとしても、安心しきれない気持ちは理解する。先日は欲のままに行動してしまって、本当にすまなかった」

　頭を下げる彼の手を握り、私は小さく首を横に振る。

「本当の〝私〟を好きになってもらいたいです。私があなた達を『外見のいい推しキャラ』以外の理由で好きになるためにも、時間がほしいです」

　素直に言うと、アレックスが噴き出した。

「さすがだな。僕たちのような男を相手に『外見だけ』と言う女性はそういないぞ」

「確かに」

　ヴァレリーが同意し、三人は心の底からおかしそうに笑う。

「すっ、すみません！　失礼な事を言うつもりじゃなくて……」

　慌てて謝ろうとしたけれど、アレックスが片手を上げて制した。

「いや、いい。イェールに見せてもらっていたが、僕たちは君にとって〝ゲームの中の架空のキャラクター〟だ。そんな相手に、人間臭い中身があると思っていなかっただろう」

　ズバリと言い当てられ、私は何も言い返せなくなる。

　少し俯いた私の頭に、またギルフォードがポンと手をのせてきた。

「ぜひ俺たちを一人の男として見てほしい。……ちなみに俺の事を少し話すと、鼻が利きすぎるから、女性たちがつけている香水の匂いがとても苦手で、逃げ回っている」

「っふふ……っ。人狼ですものね」

　彼の耳と尻尾を見て、私はつい笑ってしまう。いや、本人からすれば、笑い事ではないんだけれども。

　けど、完璧だと思っていた人から、ゲームの設定以外の面を見せられたのは嬉しかった。

「もし失礼でなかったら、尻尾に触ってみてもいいですか？」

「ああ」

　ギルフォードはパサリと尻尾を振り、少し後ろを向いてくれる。

「失礼します。……うわぁ……」

　そっと撫でてみると、ふわっふわでとても毛並みが良くて笑顔になってしまった。

　外側の毛は長くて少し硬めだけれど、指を潜らせると細くて柔らかな毛がびっしり生えていて、指で梳いているととても気持ちいい。

　私が夢中になって何度もギルフォードの尻尾を撫でていると、残る二人は少し嫉妬したようだった。

「フィオナが最初に興味を示したのは、僕の尻尾じゃなかったのか？」

　そう言ったアレックスが、尻尾の先でツンツンと私の頬をつついてくる。

「んふふ、つつくのやめてください」

　彼の尻尾を軽く握り、しなやかなそれを手の中で弄もてあそぶ。

「……はぁ……。ゾクゾクする」

「ちょっ、さり気なく感じてるのやめてください！」

　アレックスが色っぽい声を出すものだから、私は笑いながら彼の太腿をペチンと叩いた。

　そんな私たちを、ヴァレリーは優しい笑顔で見守っている。

　打ち解けられたからか、私は彼らへの心の壁を少し低くした。

「あの、さっきの話に戻りますが、もし私の体液が必要になるなら、適度なやり方で……、その、どうぞ」

　自分から積極的に「エッチな事をしてください」と言っているも同義なので、申しでるのが少し恥ずかしい。

「いいのですか？」

　ヴァレリーが瞠目し、私をまじまじと見つめてくる。

　アレックスとギルフォードも似た反応で、さっきの今でこう言われると思っていなかったんだろう。

「必要な事なんでしょう？　恥ずかしいけれど、体液をちょっとあげるぐらい大した事じゃないです。……ヴァレリーさんが血を望むなら、目立つところの傷は遠慮したいですが、目立たないところなら……いいです」

　微笑むと、ヴァレリーはとても嬉しそうに笑い返してきた。

「ありがとうございます。なるべく自制したいと思いますが」

　こういう時でも喜びをガッと表さないのが彼らしい。

　というか、ヴァレリーからは常に私への遠慮を感じる。

　彼らが時々口走る「前から知っていた」という事に関係しているのかもしれないけれど、それは徐々に……としておこう。

　私が強く望めば、彼らはそれぞれの事情を語ってくれるだろう。

　けれど知りたいからと言って無理に聞いて、〝理由〟ばかりに気を取られたら冷静さを失う。

　ギルフォードは「救ってほしい」と言っていたから、同情すべき〝何か〟があるのだろう。

　彼ら三人分の人生を一気に聞いたら、私はきっと「可哀想。力になりたい」とほだされる。

「時間を掛けてお互いを知っていく」と決めたばかりなのに、同情で突き動かされたりしたら、互いにとって本意ではない結果になってしまう。

「……じゃあ、これから宜しくお願いします」

　クシャリと笑った私に、彼らも笑顔を返した。

















第三章　聖女覚醒












「……おおう……」

　朝目覚めて、私は思わずそんな声を漏らした。

〝あれ〟は夢だと思っていたので、起きたらベッドにいるのは私一人だと思っていた。

　なのに目覚めると、アレックス、ヴァレリー、ギルフォードの三人が寝ている。

　ベッドはキングサイズほどの大きさがあり、いつも一人で寝る時は「こんなに大きくなくていいのにな」と思っていた。

　けれど大人四人が寝て、「これで丁度いいのか」と妙な納得感を覚える。

「……おはよう。フィオナ」

　私の左隣に寝ていたギルフォードが、ちゅっと頬にキスをしてきた。

「ん、おはようございます」

　照れくさいけれど、恋人みたいで嬉しい。

　そんな私を、後ろからアレックスが抱き締めてきた。

「僕にも」

　半分寝ぼけた声で言い、彼は私にのしかかって唇を奪ってくる。

　ヴァレリーも、ギルフォードの向こうで起き上がり、あくびをしていた。

「……というか、これ。ルチルたちにどう言い訳をすれば……」

　呟いた時、帳の向こうから彼女の声がして、私は飛び上がって驚いた。

「ご心配には及びません」

「ひぅっ！」

　思わずバッと起き上がって正座した私は、やはり全裸だ。

　私も彼らも全裸。ルチルたちに言い訳はできない。

「……と言いますと……？」

　帳越しにそろりと尋ねると、ルチルはどこか誇らしげに言う。

「聖女様が高貴な方々のご寵愛を受けるのは、周知の事実です。特別な方は力ある方々に愛され、守られるものです」

　……な、なるほど……。

「……でも、あの、お願いです。城の人には内緒にしてくれますか？　いくら何でも未婚の女性のもとに、男性が三人も泊まったなんて外聞が悪いので」

「承知しております。私たちはフィオナ様の侍女でございます。この事は一切他言いたしません」

　力強く言った彼女の言葉に、私は胸を撫で下ろした。

「ありがとうございます」

　安心して彼らを見ると、昨晩とは違い、普通の人間の姿になっていた。

「……ええと、朝になると戻る仕様ですか？」

　尋ねられて、彼らは私の言いたい事を察したようだ。

　答えてくれたのは、アレックスだ。

「昨晩の姿が本当の姿だ。羽や尻尾は魔力が凝縮した場所だから、魔力の放出を抑えると自然に見えなくなる。昨晩は意図的に見せていたし、昼間でもその気になれば出せる。けど……」

　そこまで言ってアレックスは唇の前に人差し指を立てて、「シー」と〝秘密〟のジェスチャーをする。

　分かってます。

　私はコクコクと頷く。

「さて、おいとまする支度をしましょうか。さすがに堂々と三人で部屋を出ていけば、嫌でも話題になります。一人ずつ時間を空けて出て、何事もなかったかのように今日の執務につきましょう」

　ヴァレリーがベッドから下りて、トラウザーズを穿きシャツの袖に腕を通す。

　他の二人も同様にして、私にキスをしてから一人ずつ部屋を出ていった。

　私はしばし、ベッドの上で放心する。

　４Ｐ……したあとじゃないけれど、一対三での朝チュンって威力が凄いな。

「フィオナ様、朝のお支度をしても大丈夫ですか？」

「は、はい！」

　ルチルに声を掛けられ、私も〝何事もなかったかのように〟一日を始めようとベッドから下りた。
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　侍女たちを信頼しているし、三人が言いふらすはずもない。

　その事は噂にならないと思っていた。

　けれど一週間経たないうちに、城内を歩いていると、貴族たちから意味深な視線を向けられるようになった。

　憂鬱ながらもいつも通りに過ごし庭園を散歩していると、「フィオナ様」と声を掛けてくる女性がいた。

　誰だろう？

　そちらを見て、私はハッ……と息を呑む。

『ミルネジュア』のヒロイン、クレアが、若草色のドレスに身を包んで可憐に笑っている。

　相変わらずいのりさんそっくりで微妙な気持ちになるけど、可愛いものは可愛い。

「どうしましたか？」

　微笑み返すと、クレアはニコニコ微笑んだまま近づき、上品にお辞儀をした。

「聖女様におかれましては、ご機嫌麗しく」

「ご丁寧にありがとうございます」

　顔はどうであれ、クレアはゲームをプレイしていた時に、めちゃくちゃ自己投影したキャラだ。

　だから本来、彼女には好意しかない。

　クレアは侍女たちにも視線を向けて微笑んでから、話しかけてきた。

「先日はありがとうございました。憧れの聖女様と間近でご挨拶できて、天にも昇る心地でした」

「いいえ、こちらこそ」

　私たちはゆっくり歩きながら、会話を続ける。

　ルチルたちは気を利かせて、少し距離をあけてついてきた。

　クレアはしばらく、王宮の印象や私への讃美の言葉、アレックスたちが素敵だと話したあと、照れくさそうに提案してくる。

「もし良ければ、お近づきの印にささやかなお茶会などいかがでしょう？　フィオナ様さえ許してくださるのなら、もっと仲良くなりたいのです」

「嬉しいです！」

　私はパァッと表情を輝かせ、クレアとお茶会の予定を立てるべく、会話に花を咲かせた。

　顔なんてどうでもいい。

　憧れのヒロインと友達になれるなら、外見なんて気にする事はない。

　自分に言い聞かせ、私は彼女と外出する計画を練っていった。
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　アレックスたちとの関わりは相変わらずだ。

　三人一気に……は、負担を考えて自重してくれた。

　その代わり、夜になると一人ずつ順番に私の部屋を訪れて、イチャイチャするのが毎日のルーティンに加わってしまった。

　宮中では〝夜伽の聖女〟なんて言われているそうだけれど、聞かなかったふりをした。






　ある日私はクレアに誘われて、王都の外れにある植物園に向かった。

　そこには魔力を帯びた巨大樹があり、それを囲むようにして作られたカフェが人気らしい。

　クレアは「貸し切りにしました！」と誇らしげに言っていて、私のためにそこまでしてくれたのが嬉しい。

　彼女と外出するとアレックスたちに伝えると、初めての外出が自分たちではない事に渋面じゅうめんになっていた。

　単純に嫉妬しているのもあるし、安全面でも気にしているのだろう。

　アレックスは『僕が側にいれば、何かあった時にすぐ守れる』と言ってくれたけれど、女子会なので丁重にお断りしておいた。

　確認したけれど、ミルネジュアは治安のいい国だ。

　侍女たちも連れて行くし護衛の騎士もいるので、問題はないと判断した。









　ずっと王宮にいたので、初めての外出に私はウキウキしていた。

　ルチルたちと共に部屋を出て城を出ると、正面には馬車が停められていた。

　それに乗って約一時間半揺られると、巨大樹の植物園に着いた。

　城からも巨大樹は見えていて「大きい木だな」と思っていたけれど、間近で見ると迫力が違う。

　頭上には枝葉が茂って、屋根のように影ができている。

　私とクレアは庭園を歩いて楽しんだあと、巨大樹の側にある温室に入り、南国の花々に囲まれながらアフターヌーンティーを楽しんだ。

「本当に貸し切りなんですね」

「ええ。お父様に我が儘を言ってしまいました」

　ドーム状の温室の中には、テーブルクロスの掛かった円卓が幾つもある。

　キッチンは別の所にあるらしく、そこで作られた物を魔法で中央にあるスタッフ用のカウンターに転移し、運んでくる……というシステムらしい。

　テーブルの上に並べられた、綺麗な絵付けをされたティーセット、それにプレートの上に並んだサンドイッチやスコーン、スイーツ。

　見るも綺麗で可愛いアフターヌーンティーセットを前に、私の気分は爆上がりだ。

　クレアは好みのお茶があるとかで、ティーポットを別にしてそれぞれのお茶を楽しむ。

　高級ホテルもかくやという味わいを楽しみ、美少女との会話を楽しんでいたけれど、何だかどんどん眠くなってきた。

　温室の中にいるからか、体もポカポカ温まっている。

　昨晩、『明日は女子会だ！』と浮かれていて、目がギンギンになっていたから寝不足なのかな。

「どうかしましたか？　フィオナ様」

「ん……。いえ、すみません……。少し眠たくて……」

　目をしばしばさせ、私は笑って彼女に返事をする。

　開いているんだか開いていないんだか分からない目で、クレアを見た時、「え……？」となった。

　彼女はそれまでの愛らしい表情はどこかへ、据わった目をしていた。

　テーブルに頬杖をつき、つまらなさそうな顔で私を見ている。

「……クレ、……ア……様……？」

「そんな顔をさせてしまうほど、失礼な事を言っただろうか？」と、鈍くなった思考で考えていた時――。

「さすが聖女様ですね。成人男性でも三分あれば効き目の出る薬なのに、こんなに耐えるなんて」

「……薬……？」

　考えようとしたのだけれど、うまく頭が回ってくれない。

　二人いたスタッフの気配はなく、周囲は静まりかえっている。

「フィオナ様、私ずっと、デビューする前から殿下をお慕いしていたのです。私は周りの令嬢たちとは〝違う〟。そう思って、社交界デビューすれば私は殿下と結ばれると信じていたのです。私たちには運命の絆があります」

　……なんか、凄いな。

　ここまで言い切れる自信を、私なら持てない。

　そこまで考え、私は目を閉じてテーブルの上に突っ伏してしまう。

　胸の奥に湧き起こるのは、怒りと憎しみだ。

　クレアがいのりさんと同じ顔をしているからこそ、彼女が「自分は愛されて当然」みたいな発言をするとイラッとしてしまう。

　疲れたように息をつき、眼裏にアレックスとヴァレリー、ギルフォードを思い浮かべる。

（……ここは〝ゲームの中の世界〟そのままじゃない。あなたは何をしても愛される〝ヒロイン〟じゃない）

　それは自分にだって言える。

　人生の主人公は私だけれど、他者の気持ちなんてどうにもならない。

　運命の相手だと思っても、相手からすればそうじゃない事だってある。

　……孝志みたいに。

　だから彼女の傲慢な言葉を聞いて、その自信の根拠を理解できない。

　相手の気持ちすら決めてしまう身勝手さに、怒りさえ抱いていた。

　立ちあがったクレアは、私の顔を覗き込む。

「……綺麗な顔。肌も髪も、無駄に大きな胸も、憎らしいまでに魅力的ですね」

　ルチルたちは外のカフェで休憩している。

　クレアが「二人で女同士の話をしたい」と言ったから、私が下がらせてしまった。

　まさかこんな事になるなんて……。

「フィオナ様、あなたに嫌な事はされませんでした。でも、私は一方的にあなたを憎んでいます。不条理ですよね」

　クレアはニコッと笑って私に向かって手をかざす。

　その手がぼんやりと光り、彼女が魔法を使うのだと理解した。

（いけない……。もし攻撃されたら……）

　必死に体に力を入れて起き上がろうとするけれど、椅子から落ちて尻餅をついてしまう始末だった。いったぁ……。

　クレアは私を見て、スッと真顔になる。目が怖い。

「……あなたは聖女でありながら、私のお慕いする人を寝取った。言わなくても分かるでしょう？　あなたは宮中で〝夜伽聖女〟と呼ばれているのですから。毎晩あなたの部屋に身分の高い男性が訪れては、一晩の快楽を得て朝に去っていく。……汚らわしい」

「どうしてあなたにそんな事を言われないといけないの！　あなただって……！」

　私はクシャリと泣きそうな表情になり、言い返す。

　けれどその言葉は途中で力を失い、途切れる。

　……だって彼女は、いのりさんじゃない。

　私が心の中で生み出した〝何か〟だ。

　私がいのりさんを快く思っていないから、この世界でクレアは彼女の顔をしているのかもしれない。

　最初から注意すべきだった。この世界に意味のない事なんてない。

　――いや……。

　私は涙を流し、首を横に振る。

「違う……」

　――私がこの世界を望んでしまった。

「愛されたい、誰かの〝特別〟になりたい。セクシーな聖女になれば愛してもらえる？」と願った果て、転生した私は聖女フィオナとなった。

　その結果どうなった？　確かに望む人たちに愛された。

　けれど彼らを慕う女性たちからは、ライバル視されている。

　露出度の高いコスプレをするいのりさんを、心の底では「男に媚びる人」と見下していた。

　自分には彼女のような外見的魅力がなく、磨くための努力もしなかったから、一方的に僻んでいた。

　――望みが叶うなら、「私もそうなりたい」と思っていた？

「私はいのりさんとは違う」と思っていたのに、〝同じ〟だと思い知らされ、私は自分の醜さに愕然としていた。

「何が『違う』んですか？　あなたは〝夜伽聖女〟でしょう？　国民の皆様にもその実態を知っていただきましょう！」

　クレアが邪悪な顔で笑った直後、彼女の手元に魔法陣が浮かび上がり、そこから勢いよく飛び出た長い物が、私の手足に絡みついた。

「な……っ、何……っ!?」

　手首と足首に絡みついたそれは、生温かくヌルッとしていた。

　気持ち悪さに鳥肌が立ち周囲を見回すと、魔方陣からはタコの脚のような物――、言ってしまえば触手が次々に伸びて私の体に絡みついてきていた。

「いやっ！　やめて！　気持ち悪い！」

　あっという間に私は宙づりになる。

　触手はしなやかで柔らかいのに、芯部はとても強靱だ。

　軽々と三メートルほどの場所につり上げられた私の脚に、下から何本もの触手がらせん状に絡んでくる。

「アルゴルに犯されてしまいなさい！　いくら聖女であっても、魔物の触手に貫かれたらその価値も薄れるでしょう！　あなたが触手に犯されてヒイヒイ善がっている姿を、私は魔法で記録してさしあげますわ！」

　クレアは醜悪な顔で哄笑したあと、触手に「犯しなさい！」と命じた。

　触手から分泌される粘液で、聖女の衣が煙を上げて溶けていく。

「ちょ……っ」

「安心なさい。アルゴルの体液が溶かすのは服だけよ。大切なあなたを傷つける訳にいかないから」

　クレアの笑顔を見て、あまりの邪悪さに背筋が凍る思いだ。

　その間も触手は私の衣を溶かし、下着もあっけなくなくなってしまった。

　ほぼ全裸になった私は、恐怖におののきながら体を這い回る触手から逃れようと、聖なる気とやらを高めようとする。

　けれど、どう足掻いてもできない！　できっこない！

　アレックスたちは「愛されれば聖なる力が出る」と言ったけれど、今ここに彼らはいない。

　こんな恐ろしい状況で、誰かを想う気持ちになんてなれるはずもない！

「助けて……っ！」

　私の蜜口に、男性器に似た形の触手がピトリとついた。

「助けを求めても無駄よ。この温室には防音魔法と、認識阻害魔法が掛けられている。外にいる侍女からは、仲良く会話をしているようにしか見えないわ」

「いつの間に……っ！」

　絶望した時、先端が、グプ……と私の蜜口に入り込んできた。

「待って！　待って！　いやっ、いやぁああっ！」

　絶望した私の、フィオナとしての処女は、触手によって奪われようとしていた。

　――その時。

　ッパァアァンッ！　とガラスが割れるような音が響き渡ったかと思うと、温室を覆っていた結界が粉々に割れて崩れ去っていくのが分かった。

「どうして！」

　クレアが叫んだ時、黒衣のギルフォードが疾走し、足に魔力を纏わせ大きく跳躍した。

　そして両手に持った魔力剣で、触手を魔法陣の根元から一刀両断した。

「あぁっ！」

　私は自由を奪われたまま落下する。

　落ちる直前、ヴァレリーの姿が見えたかと思うと、彼は私を見据えたまま、両腕をバッと左右に開いた。

　その途端、私の体に巻き付いていた触手が一センチ角ほどにバラバラになる。

「フィオナ！」

　この声は――。

　誰、と理解するよりも、私はアレックスにしっかりと抱き留められていた。

「で……っ、殿下！」

　クレアは顔面蒼白になり、この場から遁走とんそうしようとする。

　けれどギルフォードが魔力剣を地面に突き刺し、そこからブワッと黒い影が湧き起こったかと思うと、彼女を包んで締め上げた。

「……っはぁっ、――はぁっ……」

　あまりの事態に、私は緊張と興奮とで呼吸を荒げる。

「大丈夫だ。フィオナ。ゆっくり息を吸って……、吐いて。よし、いい子だ」

　私を抱きかかえて地面に膝を着いたアレックスは、諭すように優しい声で言う。

　そして魔法で空中からバサッとマントを出すと、私を包んでくれた。

「クレア・モレット。聖女を害そうとした罪は重いぞ」

　私とアレックスの前に、ギルフォードとヴァレリーが立つ。

　温室の出入り口にはルチルたちが駆けつけ、顔面蒼白になって事態を見守っていた。

「……殿下たちは、その女に誑たぶらかされています。殿下たちを本当に愛せるのは私です！」

　ギルフォードの闇に囚われてもなお、クレアは常軌を逸した雰囲気で自分の主張を続けていた。

　自分の言っている事の異常さを自覚せず、さもそれが正しいと思い込んでいる様子が痛々しい。

　端から見れば〝異常な人〟なのに、本人は自分こそが正しいと思っているのだろう。

「君は失礼な人だな」

　いつもは優しい笑みを絶やさないアレックスが、氷のような冷たい視線をクレアに向ける。

「僕は君の所有物か？　僕たちは赤の他人だ。一方的に王太子を知っているからといって、想いを膨らませ、気持ちまで決めつけるのはやめてもらおうか。迷惑だ」

　憧れている人に拒絶され、クレアの表情が強張る。

「想うだけならともかく、醜い嫉妬心を行動に移し、聖女を害そうとした時点で君はただの犯罪者になる」

　好意を寄せていた人に否定され、クレアは可愛らしい顔を醜悪に歪め、喚き立てた。

「その女はもう処女じゃありません！　魔物に犯され、聖女ではなくなった魔女です！　あっははは！　いや、そもそもその前に、あなた達がフィオナ様を犯していたんでしたっけ？〝夜伽聖女〟ですものね？」

　悪意しかない彼女に、私は恐怖を覚えて身を震わせる。

　アレックスはそんな私を抱き締め、クレアに見せつけるようにキスをした。

「ん……っ」

　大きな手で頭を撫でられる。柔らかい唇で何度もついばまれ、恐怖と緊張とで凝っていた体から、ゆっくり力が抜けていった。

「な……っ、何やってるのよ！」

　クレアが叫び、闇に手足と体を拘束されたまま暴れる。

「……無事で良かった。……愛してる」

　唇を離して至近距離で私を見つめ、アレックスは愛しげに微笑んだ。

「っ～～～～！」

　泣きそうな顔で笑うアレックスの表情を見て、胸の奥がきゅんっとなる。

「助けに来てくれて、ありがとう……！」

　私は涙を零し、両手を伸ばして彼を抱き締めると、自らキスをした。

　その途端、全身から何かがブワァッと湧き出ていくのが分かった。

　愛しい、大切にしたい、嬉しい、もっと知りたい、笑顔を見せてほしい……。

　そんな感情がふつふつと湧き起こり、異世界に放り出されてから孤独を抱えていた私を満たしていく。

「……っ、私も、――――っ、あなた達が好きなの……っ、愛してる……っ！」

　収拾のつかない感情が心の中で暴れ回る。

　まるでキラキラと輝く光が、私の内側で乱反射しているかのようだった。

　いや、実際に私の体全体が淡い燐光を発している。

「え……っ、え……？」

　フワァッと白い光が私を包んだかと思うと、熱が背中に集まり、そこからバサッと光の翼が広がった。

「フィオナ様……！」

　遠くでルチルたちが歓声を上げ、手を取り合って喜んでいる。

　意識が遠くなる。

　とても大きくて強い〝意志〟の力によって、私の目は金色に輝いていた。

　長い髪をなびかせた私は、クレアに向かって手を一振りする。

　手から金色の粒子に包まれた鳥が飛び、――彼女の胸元を貫いた。

「あぁっ！」

　クレアは悲鳴を上げ、その場に昏倒する。

　彼女が倒れる寸前、体から何か黒いものがスッと抜け出て霧散した。

「彼女を頼みます」

　ヴァレリーは覚醒した聖女の力をまともに浴びて顔色を悪くしながらも、連れてきた騎士たちに命じる。

　私はゆっくり目を閉じながら、体を弛緩させていく。

　聖女としての力に目覚めたようだけれど、一気に大きな力を使いすぎて〝私〟という自我が薄くなり、力をコントロールできなくなっている。

「……っ、急ぎ、宮殿に戻る」

　苦しげなアレックスの声が聞こえ、体が抱き上げられる。

　ギルフォードが部下たちに指示を出している声を聞きながら、私は目を閉じて気を失ってしまった。

















第四章　彼らの過去












「ん……」

　目覚めると私は自分の寝室にいた。

　起き上がろうとして、隣にアレックス、ヴァレリー、ギルフォードが寝ているのに気づいた。

　彼らは服を着たままで、苦しげに表情を歪めている。

　今私は夢の中ではなく、現実世界にいた。

　けれど彼らは眠っていて、悪夢に苦しめられるように呻うめいている。

　その姿を見て、植物園で触手に襲われてしまった事を思いだした。

　あの時の恐怖に身が竦みそうになるけれど、三人が助けてくれたのも覚えている。

「ルチル」

　呼びかけると「はい」と、いつものように帳の向こうから彼女が返事をした。

「今、どういう状況なのか、簡単に説明してくれますか？」

「申し訳ございません。クレア様が相手なら……と、油断していたがために……」

　案の定、ルチルたちは私を守れなかった事を悔やみ、自分を責めているようだった。

　帳を開けた私は、今にも泣きそうな顔をしている彼女を抱き締めた。

「大丈夫です。私はこうして無事に戻ってこられました。殿下たちが助けてくれましたし、あなた達も駆けつけてくれた。結局、私の身には何もなかった。違いますか？」

「ですが……」

　ルチルは茶色い目に涙を浮かべ、落ち込んで顔を上げられないでいる。

「私が下がってくださいと言ったから、あなた達は言う事を聞いた。あなた達に何も非はありません。断言します。誰かに咎められたとしても私が説明します」

　屈んでルチルと目を合わせ、両肩に手を置いて勇気づけるように言ったからか、ようやく彼女は頷いてくれた。

「それより、殿下たちがどうなったのか教えてほしいのです」

　ベッドで寝ている彼らを示すと、ルチルは表情を引き締め説明してくれた。

　あのあと、アレックスたちは植物園から私を抱きかかえたまま、王宮へ戻ってきた。

　そして三人して私をここまで送り届けたあと、昏倒してそのまま……らしい。

　聖女の力を発動させてしまったため、彼らは魔物であるがゆえにとても苦しんだ。

　それを緩和するためにアレックスが全員に淫夢を見せ、夢の中で私の体液を得て楽になろうとした……のではないだろうか。

　でも、彼らはいまだ夢の中。そして苦しんでいるように見える。

「……ねえ、ルチル。他人と夢を共有する術を知らない？」

　尋ねた時、男性の声がした。

「殿下たちのもとへ行きたいのなら、私がお助けしましょう」

　ハッとしてそちらを見ると、イェールが歩み寄ってくるところだった。

　私たちが寝ている間、彼が見守ってくれていたのかもしれない。

「事情は殿下たちから聞きました。クレア嬢はアルゴルという悪魔に乗っ取られていました。位の高い悪魔で本体は魔界にありますが、こうして人間の精神を乗っ取り、体の一部を地上に出して悪さをする事があります」

　やっぱりクレアは洗脳されていたんだ。

　本当は大好きなキャラなので、私は安堵した。

　イェールはルチルたちに視線をやり、下がらせた。

　そのあと声を潜めて続きを口にする。

「殿下たちはコントロールできない夢に囚われています。恐らくアルゴルの悪意の影響も受けているのでしょう」

　理解した私は、キュッと唇を引き結び彼に尋ねる。

「彼らを救う手立ては？」

　それにイェールは頷き、私にベッドに横になるよう促した。

「両側のお二人の手を握っていてください。あなたを強制的に眠らせます。そのあとは、強く彼らを想い、求めてください。おのずと〝扉〟が開くはずです」

　言ったあと、イェールは空中から杖を取り出し、その先端を私の額に当ててきた。

「あ……」

　途端に強烈な眠気に襲われ、私はみるみる意識を失い眠りの淵に落ちていった。







＊＊








　私の目の前に、アレックスとイェールがいる。

　アレックスは少年の姿をしていて、十歳ぐらいだろうか。

「あの……？」

　話しかけてみたが、二人は会話をしていて、私の存在に気づいていないようだった。

　……そうか、ここは夢の世界なんだ。

　理解した私は、彼らを見守る事にした。

『これらは幾つもある世界です。殿下はこれらの世界に干渉する事はできません。聖女を召喚する儀はありますが、あれは相手が亡くなった、天命を全うしたタイミングを見計らって、こちらの世界に引きずり込む方法です』

　イェールの説明に、アレックスは頷く。

『……今日は僕のお嫁さんになる人を、教えてくれるという話だったけれど』

　魔導士の話を真剣に聞きながらも、アレックスは不可解そうな顔をしていた。

『殿下の運命の相手は、この世界にはいません。〝彼女〟は別の世界にいるのです』

　そう言ってイェールはシャボン玉の一つを引き寄せ、拡大した。

　虹色の膜が掛かった中に映ったのは、〝私〟――奥野京子だ。

　小学校低学年くらいの〝私〟はパステルカラーのランドセルを背負って、友達とおしゃべりをしていた。

『この子が……？』

　アレックスはシャボン玉に映った私を、じっと見つめる。

『いずれ彼女は聖女としてこの世界に召喚されます』

『……この子は死ぬの？』

　表情を硬くしたアレックスに、イェールは表情を変えず頷く。

『人には決められた運命があります。彼女が二十六歳の若さで亡くなり、そのあと聖女としてこちらへ召喚されるのも、また運命』

『……可哀想』

　アレックスは呟いて、表情を曇らせる。

　その姿を見て、私は切なくなった。

　ずっと私はアレックスを、召喚された聖女だから求めてきたのだと思っていた。

　彼から元の世界にいた時から見守っていたとは聞いていたけれど、こんな風に想ってくれていたとは知らなかった。

『どうしても変えられない運命なのか？』

『はい』

　イェールに確認したあと、アレックスはシャボン玉の中の私を見て語りかけた。

『君がいつかこの世界に来た時、寂しくないように側にいてあげる。きっと訳が分からないだろうけど、僕が側にいて愛してあげるから』

　そう言った時、バタバタという足音が聞こえて扉が開かれた。

『殿下、ここにいらっしゃいましたか！　会議がありますとお伝えしたはずです』

　扉から入ってきたのは、駆けずり回って汗だくになった臣下だった。

『すまない』

　寂しそうに微笑んだアレックスは、イェールに別れを告げてその場を去っていく。






　意識体となった私は、彼と行動を共にしていた。

　アレックスはまだ子供だというのに、大人たちに連れ回されてよく分からないだろう会議に出席し、サインを書かされていた。

　なんで子供にこんな事をさせているの!?

　一応、後見人らしい叔父さん――ギルフォードの父が彼の面倒を見ているようだったけれど、あきらかに子供がする仕事とは思えなかった。






　そして夜になるとアレックスは、城の奥へ向かう。

　大きな扉の前には衛兵が立っているけれど、夜遅くに王太子がやってきても何も言わなかった。

　恐らく、毎日のように彼はここを訪れている。そして衛兵たちも黙って見過ごしているのだろう。

　アレックスは憂鬱そうな顔をしながら扉を少しだけ開けると、その中に華奢な体を滑り込ませた。

　中はもうもうとした紫色の煙が充満し、彼はケホッケホッと咳き込む。

　そして奥からは、男女が睦み合う声やギシギシとベッドが軋む音が聞こえてきた。

　だっ、駄目ーっ！　子供が見ちゃいけません！

　私は必死になって彼の前に立ちはだかり、サッと両腕を広げるけれど、アレックスは私の体をすり抜けて奥へ進んでいった。

「……陛下……」

　今にも泣きそうな顔でアレックスが話しかけた先には、妖艶な女性を組み敷いた全裸の男性がいた。

　これが……、父親？

　アレックスそっくりの顔立ちをして、金髪碧眼の美男……と言っていいけれど、その顔つきは荒みきっていて、目の下にくまができている。

　ギラギラとした目は自分が犯している女性の事しか考えておらず、情事の邪魔をしたアレックスを邪魔そうにギロリと睨む。

「邪魔するな！」

　父親――国王はアレックスを怒鳴りつけ、近くにあったゴブレットを投げつけた。

　クワンッ、と嫌な音がし、不快な音を立てながら銀色の器は遠くまで転がっていく。

　そんな扱いを受けながらも、アレックスは床に視線を落としたまま言葉を続ける。

「……今日も王太子としての執務をこなしました」

　細い声で言ったあと、アレックスは手に持っている書類を広げ、今日決まった事柄を告げていく。

　けれど国王はそんなものには興味ないと言わんばかりに、女性――王妃を犯し続けていた。

「あぁっ、いいわ！　あなた！」

　嬉々とした声を上げる王妃は、人間ではない。

　アレックスが本当の姿を見せてくれた時のように、背中からは羽が生えていて、お尻からは尻尾が生えていた。

　――サキュバス。

　その姿を見て、私はすべてを理解した。

　私が今まで『ミルネジュア』に来て国王と王妃に迎えられなかったのは、国王がサキュバスである王妃に魅入られ、もうまともに政治ができなくなったからだ。

　議事録を読み終えたアレックスが立ち去ろうと身じろぎした時、目を血走らせた国王が彼を恫喝した。

「こっちへ来るな！　王妃に触るな！　殺されたいのか！　またお前の世話係を殺してやってもいいんだぞ！」

　妻への異常なまでの執着を見せた父を前に、アレックスは素早く一礼したあと、走って部屋を出ていった。

　小さな背中を丸めて廊下を歩くアレックスが、痛々しくて堪らない。

　どうして子供を放ってこんな事ができるの？

　どうして誰も彼の味方をしてあげないの!?

　絶望した表情をする彼を抱き締めてあげたいのに、私の手は彼をすり抜けるだけだ。






　寝る前にイェールを訪ねたアレックスは、彼にハーブティーを出され、また私が映るシャボン玉を見ていた。

『この子は僕を好きになってくれるかな』

『人の心だけはどうなるか分かりません。それとも、魔法で操りますか？』

　いじわるなイェールの問いに、アレックスは拒絶を示す。

『人の心だけは絶対魔法に頼らない。してはいけない事だ。……僕は、僕自身の実力でいい国王になり、運命の人に愛してもらう。……愛してもらえるよう、努力する』

　小さな拳を握りしめ悲痛な決意をするアレックスを見て、胸が締め付けられる思いになった。






　その後アレックスは美青年へと成長していき、国を放置する国王の代わりに立派な王太子となっていった。

　忙しく執務や外交をこなす彼の癒しとなるのは、イェールに見せられる異世界の私の姿だ。

　シャボン玉越しに彼は私の世界の言葉や勉強を学んだようだ。

　私がテストでつまらないミスをして落ち込んでいるのを見て、『僕が教えてあげられたら良かったのに』と苦笑いしていた。

　片思いしていた先輩に告白してフラれた時も、『僕のほうがいい男なのに！』と憤慨していた。

　私が気づかないずっと遠い場所から、彼はいつも温かい愛情を向けてくれていた。






　やがて〝私〟が召喚され、彼の前に聖女フィオナとして現れる。

　アレックスは何ともいえない表情をして、〝私〟を見つめていた。

　気絶した〝私〟を運ばせたあと、彼はイェールのもとでひどく落ち込んでいた。

『あんなに毎日楽しそうに過ごしていたのに、可哀想だ』

『そういう運命なのです』

『僕は京子を愛していた』

『今の彼女はフィオナです』

　――そう。彼はずっと、〝私〟――奥野京子を愛してくれていた。

〝私〟の死を嘆いたアレックスは、涙を流し決意する。

『彼女は僕が幸せにする。〝この世界に召喚されて良かった〟と思わせてみせる。〝理想の男〟として愛して、笑顔を見せてくれるなら、……僕はどうなってもいいんだ』

　アレックスは痛いほどの決意を見せる。

　そんな彼を見て、私は溢れる涙を止める事ができなかった。
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　空間がブンッと歪んだかと思うと、私はまったく別の場所にいた。

「……私？」

　目の前には、森を散歩するヴァレリーとフィオナ……私そっくりの女性がいた。

　ヴァレリーは教会のシンボルがついた白いサーコートに、銀色の甲冑を身に纏っていた。聖騎士……かもしれない。

　いっぽうで、女性は聖女に似た格好をしている。

『マリー、こっちへおいで』

　ヴァレリーが呼んだ名前は、フィオナではなかった。

　マリーは私のそっくりさん……らしい。

　するといきなり暗雲が垂れ込め、みるみる周囲が暗くなっていく。

　二人の目の前にヘドロでできた沼が現れたかと思うと、そこから巨大な体躯を持つ化け物――恐らく悪魔が出てきた。

　マリーが悲鳴を上げ、ヴァレリーは険しい表情をして彼女を背中に庇う。

《忌々しい聖騎士め。ようやくお前が私にかけた封印が解けた》

　悪魔は周囲に轟とどろく声を出し、赤く光る目でヴァレリーを睨み付けた。

　そこから先はヴァレリーと悪魔の熾烈しれつな戦いが始まり、マリーは近くにある教会に助けを呼びに走った。

　だが悪魔がマリーを指さしたかと思うと、チュンッとレーザービームのように伸びた光が、彼女の胸を貫いた。

『マリー!!』

　ヴァレリーは悲痛な声を上げ、彼女に駆け寄る。

　その隙を突かれ、悪魔は太い尻尾で彼を薙なぎ飛ばした。軽々と宙に放られたヴァレリーは、地面に叩きつけられて血を吐く。

《お前の最も大切なものを奪ってやろう》

　嗤わらう悪魔に言われ、ヴァレリーは傷だらけの体を必死に引きずる。

『やめろ……。やめてくれ……！』

　懇願するヴァレリーの前で、動かなくなったマリーの体から、淡く光る球体が取り出された。

《お前の愛する女の魂を、この世界の外へ放りだしてやる》

『頼む！　やめてくれ！』

《忌々しい聖女の魔力は、この世界から〝外〟に飛ばしてしまえば、無効化される！　俺たちは聖女が無防備になる瞬間を、毎日今か今かと待ち構えていたんだ！》

　悪魔が哄笑する。

　それを聞いて、私は召喚された聖女が魔力を持たない理由を知った。

《この聖女はこの世界でたらふく魔力を得て力をつけた。だが俺たちを浄化する前に、俺たちが聖女を無効化してやる！》

　悪魔が手をかざした先、時空の裂け目が現れた。

　その中には宇宙を背景に、沢山のシャボン玉が浮いているのが見えた。

　そしてマリーの魂はその彼方へ飛ばされていく。

　呆然として固まっているヴァレリーに、悪魔が巨大な手を振りかざした。

「やめ……――っ!!」

　私の悲鳴も空しく、――――彼は叩き潰されて死んだ。






　場所が変わり、誰もいない礼拝堂の中、ヴァレリーの棺の蓋が開いた。

　あれだけの攻撃を受けて体は損傷したはずなのに、彼の体は綺麗に復活を遂げていた。

　現代にいた頃、吸血鬼が好きだったのでどういう存在なのか、ネットで調べた事があった。関連の映画を見たし、小説も読んだ。

　吸血鬼になる原因には諸説あるけれど、強い想いを残して死んだ時もまた、不死者となってしまうらしかった。

　死者に着せられる白い服を纏っていたヴァレリーは、棺の上に掛けられていた聖騎士団の旗を羽織り、夜闇に紛れて礼拝堂を出ていった。






　その後月日が流れ、彼は人々の中で紛れて生きていくうちに、若干なら日の光を浴びても生きていけるようになった。

　吸血鬼仲間もでき、魔物であっても知性があり、人間と共存するタイプの人たちとも仲良くなっていった。

　彼らとの会話で分かったのは、もともとヴァレリーは聖騎士であったため、吸血鬼となったあとも、聖なるものや日光への耐性が強いのではないかという事だ。

　彼はずっとマリーの魂を取り戻す方法を求めていた。

　やがてヴァレリーは、何百年生きているか分からないイェールという魔導士の話を聞き、彼を訪ねた。






　現在からどれぐらい過去か分からないけれど、イェールは髪型や服装が違うぐらいで、私が知っている彼と変わりない外見をしていた。

　彼はヴァレリーが自分を訪れた理由をすでに知っているようだった。

『誉ほまれ高き、光の王国の騎士団〝青〟の騎士団長殿、お待ちしておりました』

　彼は自宅の庭で栽培しているハーブで淹れたお茶を出し、穏やかに微笑む。

　突然の来訪であっても、さすがイェールというべきか、まったく動揺していなかった。

　彼がすべてを分かっていると、ヴァレリーも察したのだろう。

『……愛する人の魂を、取り戻す方法をご存じですか？』

　藁わらにも縋る様子で呟いた彼は、肉体的には不死であっても、憔悴しきってとてもつらそうだ。

　イェールは空間から杖を出すと、例のシャボン玉を彼に見せた。

『沢山ある世界のどこかに、あなたの想い人は転生しているでしょう。手助けしますから、彼女を強く想ってください。どの世界にいるか、あなたの想いに呼応するはずです』

　言われて、ヴァレリーは目を閉じてマリーを強く想う。

　涙を流すほど強く恋人を想う彼の前で、シャボン玉たちは虹色に光りながらクルクル回り、形を大きくしたり小さくしたり、騒ぐように動いていく。

　イェールはその一つ一つを精査していくように、目を眇すがめて魔力を引き絞っていく。

　数え切れないほどあったシャボン玉はどんどん個数を少なくし、やがてヴァレリーの前に一つが残る。

『目を開けてください』

　話しかけられハッと目を開いたヴァレリーの前に、〝私〟が映った。

「……なんて事なの」

　あまりの偶然に思わず呟いたけれど、彼らには聞こえない。

『この女の子が……』

　シャボン玉の中に映っている私は、まだ五歳ぐらいだった。

「……そういえば……」

　当時に何があったのかを思いだし、私は額に手をやる。

　私――奥野京子の左側の額の生え際には、交通事故に遭った時の傷跡があった。

『危ない！』

　五歳の私は、道路を走る車の前に飛び出した。

　車は急ブレーキをかけ、私は撥ねられる。

　シャボン玉に入院している時の私が映り、その胸元にスッと光る丸いもの――マリーの魂が入っていったのが見えた。

　勿論、覚えている限り私が二重人格だったり、誰かの前世を覚えているという記憶はない。私は奥野京子のまま生きてきた。

『転生したあなたの恋人の魂は、波長の合う魂を見つけ、融合しました。死んで損傷した魂は、自分とうまく溶け合う魂を探し、一つの完成された魂となって成長していきます。この子はこの時、半分死の淵に足を踏み入れていました。半分死んで魂が不安定になっていたからこそ、マリーさんの魂が融合する事ができたのです』

『……でもこの女の子は、私たちが干渉できない別の世界の存在なのですよね？』

　ヴァレリーは〝私〟を見つけられて安堵したものの、結局愛する人に会えないので気落ちした様子だ。

『いえ。いずれこの子は聖女としてこの世界に呼び戻されます。あなたが愛したマリーさんは、二百年前にあった王国の聖女だった。この世界に七人いる聖女は、肉体の死を迎えても他の世界に転生し、魂の力を満たしてから、再度この世界に戻ってきます』

　深い笑みを湛えたイェールの言葉を聞いて、私は身を震わせた。

　――もともと私の魂は、この世界の聖女のものだった？

　――だから召喚されて聖女となったの？

　考えられないほど折り重なった運命に、私はなす術もなく口を喘がせる。

　愕然としていると、私の存在を認識しないはずのイェールがこちらを見て微笑んだ。――気がした。

　思わず真顔になって固まったけれど、彼は何事もなかったかのようにヴァレリーに話しかける。

『ですがこの子は、様々な運命に絡め取られているがゆえに、あなた一人のものにはなりません。運命の相手はあなたの他にも存在し、この子を愛します。……それでも許せる、共有できるというのなら、彼女が聖女として召喚される時を待つといいでしょう』

　残酷な事実を突きつけられ、ヴァレリーはしばし懊悩する。

　けれど溜め息をつき、すぐに覚悟したようだった。

『死より悲しい事はありません。彼女が生きているのならそれ以上望みません。私は幸い不死者です。今度こそ彼女を守り切り、彼女がこの世を去る時まで側にいます。また彼女が転生するなら、再び会えるまで待ちます。恋や性愛など、それに比べたら些末さまつなものです』

　切なく笑った彼の覚悟を知り、私はまた涙を流す。

　こんな深い愛に包まれていたなんて、知らなかった。

　生きているだけでも喜んでくれる人がいる、……なんて贅沢なんだろう。

　そして同様に思ってくれていた家族を思いだし、また涙を流す。

「……本当にごめんなさい。……今度こそ、絶対に自分の命を大切にするから……！」

　涙を流して両親に誓ったあと、また目の前の景色がブンッと揺らいだ。
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　次に見えたのは、森だ。

　緊張した様子で部下の騎士を引き連れ、歩いているのはギルフォードだ。

　今より少し若いように見える。

　彼らの会話を聞いていると、魔女討伐のために呪いの森に足を踏み入れたと分かった。

　私まで緊張して見守っていると、不意に先頭を歩いていた部下が何らかの魔法のトラップに引っ掛かり、全員を包み込む魔法陣が発動した。

『待避ーっ!!』

　ギルフォードが声の限りに叫んだけれど、もう遅かった。

　彼の部下たちは足元から次々に石化し、苦悶の表情を浮かべ、悲鳴を上げる。

　阿鼻叫喚の様子のなか、ギルフォード一人だけが無事だった。

『今すぐ助ける！』

　責任感の強い彼らしく、冷や汗を浮かべながらも、トラップを発動させてしまった部下のもとへいき、何がきっかけだったのか探ろうとする。

　そんな彼の前に、黒いドレスを纏った女性がフワッと浮かび上がった。

　ギルフォードは突然現れた魔女を警戒し、抜き身の剣を手に後方に飛びすさる。

『人のねぐらを荒らしにくるからこうなるのよ。百年経っても人間は愚かね』

　魔女は美しい女性の姿をしていて、怒りと呆れを隠しきれない様子だ。

　険しい顔をして剣を構えるギルフォードを見て、魔女は失笑する。

『やめておきなさい。確かにあなたは剣の腕が立つみたいだし、人間にしては魔力も相当ある部類だわ。でも魔法の道を究めた存在に勝てると思っているの？』

　指を突きつけられ、ギルフォードは悔しげに顔を歪める。

『……そうね、取引しましょう』

『取引だと？』

　いぶかしむ彼を見て、魔女は意地悪そうに唇の端をつり上げる。

『私は何も悪さをしていないのに、人間がこの森を通るには危険だからという理由で排除されようとしていた。魔女の怒りを買っても仕方がないと、あなただって分かっているんじゃないの？』

　至極もっともな事を言われて、ギルフォードは唇を引き結ぶ。

　国のトップはアレックスで、彼のバックにはギルフォードの父もいるはずだ。

　彼をこんな場所に向かわせるはずがないし、負けると分かっている討伐戦に向かわせないだろう。

　恐らく、ギルフォードを快く思っていない貴族たちが、彼を陥れた……？

　分からないけれど、こうなった理由はそのようにしか推測できなかった。

『……望みは何だ？』

　ギルフォードは敵意がない事を示すために、剣を納めた。

　その間も周囲では彼の部下達が苦悶の表情を浮かべ、石化していく。

　彼の顔には、酷い焦燥感が漂っていた。

『人間が望むものは求めていないの。私の住まいを荒らそうとしたのだから、相応の罰は受けてもらうわ』

　空中に浮かぶ魔女は、黒いドレスの中で脚を組む。

『この場にいる、どうでもいい騎士たちの石化は解いてあげる。でもあなたは魔道に身を落としなさい。森を駆け回る哀れな人狼にでもなったら面白いわね』

　魔女は情の欠片もない提案をし、残忍に笑う。

　ギルフォードはしばらく、魔女を睨んで思案していた。

　二人の会話を聞いていた部下が、声を出すのもつらいのに訴えかけてくる。

『いけ、……ま、……せ、……ん』

　この期に及んでも主を守ろうとする部下の声を聞いて、彼はすぐ決断した。

『分かった。その取引、受け入れよう。人狼にでも何にでもなってやる』

　やけくそになったのか、ギルフォードは腰の剣を地面に投げ捨て、鬼気迫る表情で笑った。

『その覚悟、買ったわ』

　魔女は満足そうに笑ったあと、パチンッと指を鳴らした。

　その途端、騎士たちの石化があっという間に解け、彼らの体からバラバラと石の破片が零れていく。

　さらにもう一度魔女が指を鳴らすと同時に、騎士たちは姿を消した。

『部下をどこへやった!?』

　焦ったギルフォードの前で、魔女が笑う。

『約束は守るわよ。私の言葉は魔法の言葉。嘘を言えば自分に跳ね返るわ。今のは、邪魔が入らないようにあの者たちを城まで送り返したの』

　命を奪った訳ではないと知って、ギルフォードは安心したようだった。

　残された僅かな時間、彼は凪いだ表情をして、人間としての終わりを受け入れている。

　そんな、物分かりのいい、人の良すぎる彼が歯がゆくて堪らない。

　魔女もまた、抗おうとしない彼を見て幾分興を削がれたようだった。

『逆らわないのね』

『俺も、約束は守る』

　部下たちのために、ギルフォードは自分の身を投げ出そうとしている。

　恐怖からこの場から逃走する事だって、自身に課せられた命のために戦う事だってできたかもしれないのに、彼はあくまで魔女の呪いを受け入れようとしていた。

　魔女はしばらく彼を見つめていたけれど、『つまんない』と溜め息をついた。

『あなたみたいに素直な男、ここ百年見なかったわね。呪いを掛けるには勿体ないけど、私も口にした以上実行するわ』

　その言葉に、ギルフォードは何も言わなかった。

『呪いには掛ける対象と、素もととなるものが必要になるわ』

　説明した魔女の手元にフワッと光が宿る。

『ここに、天命を全うした犬の魂があるわ。飼い主の事が大好きな、普通の犬よ』

　魔女の手元で光はフワフワと左右に動く。

『人狼の呪いを掛けるのに、この犬の魂を触媒にするわ。呪いを解くには、触媒を自分の体から剥離する、もしくは望みを叶えればいい』

　まさかこれから呪いを掛けようとしている魔女が、解き方を教えると思わなかったのか、ギルフォードはハッとして顔を上げた。

『大好きな飼い主に会って〝好き、ずっと側にいたい〟と伝えたらいいんだもの、簡単よね。……ただこの犬はこの世界の犬ではないわ』

　そう言って魔女は、イェールが出していたシャボン玉を周囲に浮かべる。

『この世界の者には干渉できない世界の少女が、この犬の飼い主よ。天寿を全うした魂が世界の狭間で漂っていたから、何かに使えるかもと思って引き寄せたんだけど』

　まさか……。

　ここまで色んな運命が〝私〟に繋がっていると知らされて、嫌でも予想がつく。

　魔女が手をかざし、パッとシャボン玉に映ったのは、二十年間一緒に過ごした愛犬のオリバーを亡くし、悲しみに打ちひしがれている、大学生の私だった。

『この少女がいつか死んだ時、その魂がこの世界に流れ着いたならいいわね。……途方もない話だけれど』

　皮肉げに笑って、魔女はオリバーの魂を光の矢につがえた。

『私の呪いを受け取りなさい』

　すべての情をかき消した表情で魔女は告げ、口元で呪文を唱えながらギルフォードに向けて弓を引き絞っていく。

　やがて矢はパッと放たれ、逃げずに正面を向いていた彼の胸板を貫いた。

『ぐっ……！　……うぅっ……っ！』

　光の矢は彼の体内に吸収され、ギルフォードは胸元を押さえて苦しみ始める。

　彼は地面に膝をつき、背中を丸めて必死に痛みを堪える。

　やがてその皮膚にザワザワと黒い毛が生え始め、鼻先が伸び、果てには人間の服を着た身の丈三メートルにも及ぶ人狼が生まれた。

　彼は暗い森に向かって大きく吠え、体が痛むのか、獣のように四つ足で走っていった。






　そのあと、人間としてのギルフォードは長らく行方不明という事になっていた。

　けれど城に返された騎士たちの証言から、彼が部下たちのために呪いを負ったと、アレックスやギルフォードの父は知っていたはずだ。

　実際の彼はといえば、魔女の森の中でしばらく生活し、自分の体を蝕むしばむ魔力を何とかコントロールできないか模索していた。

　呪いには月齢に関わる周波があり、満月になると最も狼に近くなり、理性も失いやすくなる。

　逆に新月になると自身をコントロールし、人間の言葉を話し人間らしい行動を取れた。

　三年掛けて、ギルフォードは自分に掛かった呪いを制御する術を得て城へ戻った。

　従兄の帰還をアレックスは歓迎し、家族も手放しに喜んだ。

　ただその身に宿る呪いを、彼は周囲の人に話さなければならなかった。

　制御できるようになったとはいえ、満月が近くなると理性を失うかもしれない。

　だから今まで通りの生活を送るとしても、満月近くの夜間は自室に閉じこもって誰にも会わない生活を送るようになった。

　呪いを解くには彼の呪いの触媒となった、オリバーの願いを叶えなければならない。

　けれどオリバーが望む主――〝私〟は違う世界の住人。

　どう足掻いても呪いが解ける事はないと諦めていた。――はずだった。






『僕の特別な人を君に紹介したいんだ』

　アレックスに誘われて、ギルフォードは彼と共にイェールを訪ねる。

　そしてあのシャボン玉で私を見た途端、彼は自分の魂が揺さぶられるような歓喜を味わった。

　魔女に呪いを掛けられた時から、数年経った。

　シャボン玉の中の私は社会人になっていた。

　着ている服や雰囲気は違えど、大きく外見が変わる事はない。

『……彼女だ……』

　ギルフォードは呟き、涙を流す。

　彼は制御しきれず出てしまった尻尾を、ブンブンと大きく振っていた。

『ギル……？』

　彼の事情を知っているアレックスは、その反応を見て少し考え――、理解したようだ。

『彼女が〝飼い主〟なのか？』

　王太子の問いに、ギルフォードは頷く。

『ああ。……不思議だな。飼い犬の魂が俺と癒着しているからか、彼女を見ると心の底から嬉しくなる。……会いたい。……彼女に会いたい……！』

　朴念仁といわれた男が、会った事のない女性を見て涙を流し喜んでいる。

　その様子を見て、アレックスは切なく笑った。

　そしてシャボン玉の中の私を見て、苦い表情で告げる。

『彼女はあと数年後に死ぬ。そしてこの世界に聖女として召喚される。その時、僕は運命の相手として彼女を愛するつもりだ。……ヴァレリーもまた、譲れない事情で彼女を愛したいと言っている。……君はどうだ？』

　尋ねられ、ギルフォードはしばらくシャボン玉の中の私を見つめてから、親友であり従弟、そして王太子に視線を向けた。

『彼女にこの想いを伝えたい。そしてずっと側にいて守りたい。それが俺の願いだ。与えられる愛情は、唯一無二のものでなくて構わない』

『……分かった』

　頷いたアレックスは、ポンとギルフォードの肩を叩く。

『僕たちで彼女を守り、愛そう』






　彼らの事情を知り、私は滂沱ぼうだの涙を流していた。

　乙女ゲーの世界に転生して、愛され逆ハーになる物語は沢山読んだ。

　プレイしていた『ミルネジュア』だって、そんな願望を叶えるためのゲームだ。

　……でも私と彼らの運命は、そんな簡単なものではなかった。

　世界を越え、時空を超えて繋がった絆、魂が引き寄せ合っている。

『どうして彼らは無条件に私を愛してくれるんだろう？　転生逆ハーの設定にしてはむりやりすぎない？』

　そう思っていたけれど、これ以上ない理由を知った。

「……ありがとう……。皆、大好き。本当に、心の底から愛してる。守りたい。愛したい。……幸せにしたい……！」






　気がつけば私は真っ白な世界の中でうずくまり、両手で顔を覆って嗚咽していた。

　肩に手が置かれ、涙で濡れた顔を上げると、三人が立っている。

　全員、羽や尻尾など、すべて出ている、本来の一糸纏わぬ姿だ。

　私も生まれたままの姿で、彼らに相対している。

　ゆっくり立ち上がり、私は彼らに微笑みかける。

「……なんて言ったらいいか分かりませんが、……ありがとう。……ただいま」

　様々な意味で流れる涙をそのままに、クシャッと笑うと、三対の腕に抱き寄せられた。






「ずっと待ってた」

「愛してる」

「おかえり」






　それぞれの言葉を聞き、私は涙を流し彼らを抱き締め返した。

















第五章　愛し、愛される












　はぁ……っ、と息をつき目を開けると、見慣れたベッドの天蓋が目に入った。

　横を向くと、アレックスがいて目が合う。

　とろけるように笑った彼は、私の頬を撫でてキスをしてきた。

「……京子」

　彼は私の本名を呼びまたキスをしたけれど、私は緩く首を横に振った。

「……フィオナでいいです。私はもう、こちらの世界の人間ですから。召喚され、転生したと受け入れています」

　返事をすると、後ろからギルフォードが抱き締めてきた。

「もう離れない」

　彼の頭を撫で、私はギルフォードに向き直る。

「……オリバーがここにいるんですね」

　愛しいシベリアンハスキーを思い浮かべ、私は彼の胸板に手を当てる。

　ギルフォードはしばらく私を見つめていたけれど、「分からない」と首を横に振った。

「さっき、夢の中でオリバーがとても喜んでいたのを感じた。多分もう、あなたに会って『大好きだ』と伝える願いは叶った。彼の望みはこれからもあなたと共にいて、守っていく事だ。それにより呪いが解けたとしても、俺の気持ちは変わらない」

「……はい」

　微笑んだ私は体を起こし、ヴァレリーを見る。

　彼は起き上がり、銀髪を掻き上げて苦笑いしていた。

「私も、あなたが生きていて幸せならそれでいいです」

　こんな、無償の愛と言っていいものを向けてくれる人は、両親以外にいなかった。

「……ありがとうございます。皆、本当に大好き。……愛してます」

　クシャリと笑った私を見て、三人とも幸せそうに笑う。

　けれどどことなく苦しそうなのは、クレアの罠に嵌まったあと、私が聖女としての力を解放してしまったからだろう。

「……あの。……苦しいのなら、……どうぞ」

　恥ずかしいながらも、私は自分でネグリジェの胸元にあるリボンを引いた。

　開いた胸元を三人が凝視するのが分かる。……うう……。

　自ら男性に「抱いてください」と誘うのは恥ずかしい。

　それでもこの三人に対してだけは、「求められている」と思えていた。

　私が積極的になっても、彼らは絶対に嗤わない。

　信頼があるからこそ、私は自分をさらけ出し、恥ずかしい事をできる覚悟があった。

「……いいのか？」

　起き上がったアレックスが私の頭を撫で、眉を下げて笑ってからキスをしてくる。

「『いい』じゃなくて、抱いてほしいです」

　言い切ると、彼らは嬉しそうに微笑んだ。









「あぁ……っ、ん、……あぁ……」

　ベッドの上に仰向けになった私は、アレックスと深いキスを交わしていた。

　合間に漏れる吐息が切ないのは、蜜壷にヴァレリーの指を入れられているからだ。

　ギルフォードは私の乳房を揉みながら、肉芽をちゅっちゅとしゃぶっている。

　私の腰の下にはクッションが挟まれ、彼が舐めやすい体勢になっていた。

　ヴァレリーは愛し合う前に血を吸う事について渋っていたけれど、私が「すべて受け入れます」と言ったからか、今は内腿に軽く噛み付いて血を吸っていた。

「んっ、んぅっ、うぅう……っ、んーっ！」

　ヴァレリーに噛まれると、そこから甘い疼きが全身に巡り、催淫状態になってしまう。

　敏感になりすぎた体は胸やお腹、腕を撫でられるだけでも、子宮に悦楽を伝えてくる。

　そんな状態だから、弱点である肉芽をギルフォードに吸われ、私は先ほどから何回も絶頂していた。

　潤んでぐずついた蜜壷にはヴァレリーの指が入り、ジュクジュクと蜜を纏わせて前後している。

「ふぅ……っ、あっ、あぁっ」

「あぁ……、可愛い……」

　顔を真っ赤にして大きく口を開く私を、アレックスがうっとりとした顔で見ている。

　彼は私とキスをしながら、勃起した私の乳首をプルプルと弄いじっていた。

　加えて先端のへこみをカリカリと引っ掻かれ、私は思いきりいきんでまた達する。

　すると濃い蜜がドプッと溢れ、ヴァレリーの指を濡らした。

「……そろそろ良さそうですね」

　私の匂いに当てられて顔を上気させたヴァレリーが、指に付いた愛蜜を舐め取って妖艶に笑う。

　私がハァッハァッと息を荒げている間に、彼らは視線を交わして誰が一番に挿入するか、無言で意見を交わしているようだった。

「ヴァレリー、僕は君に彼女の初めてを譲りたい。僕は心の底からフィオナを愛している。だから彼女とは初めてでなくても構わない。長い年月を経て婚約者を求めていた君こそ、フィオナと初めに結ばれるべきと思っている」

　アレックスが言い、ヴァレリーは泣きそうに表情を歪め俯く。

　呼吸を荒げたままの私は、何とも言えず彼の手を握った。

　そしてギルフォードも何も言わず、全員の意見が揃ったのなら、と思ってヴァレリーに微笑みかけた。

「……きてください」

　真っ赤になりながら、私は自ら脚を開いて秘唇に指を添える。

「私は、あなたの求めていた女性なのか分かりません。……けど、私でいいのなら」

　全部包み込んで受け入れたい。

「フィオナ……っ」

　ヴァレリーは泣きそうな顔で私の名前を口にしたあと、私の手を取って甲に恭しくキスをした。

「この先の命を、すべてあなたに捧げます」

　そう言って微笑んだヴァレリーは、私の唇にキスをしてから自身のそそり立った肉茎に手を添える。

　アレックスが私の手を握り、ギルフォードは私の頭を優しく撫でた。

　そして二人が見ている前で、ヴァレリーは屹立を私の蜜壷にゆっくり埋めてきた。

「んん……っ、あ、……あ……っ！」

　硬くて太いモノが、ヌププ……と侵入してくる。

　感じて腰をくねらせる私を、アレックスとギルフォードは愉悦の籠もった表情で眺めていた。

「フィオナ……っ」

　ヴァレリーは慎重に腰を進めたあと、最奥まで亀頭を押し込んだ。

「はぁあ……っ！」

　最も深い場所に彼の大きな亀頭を感じ、私は喉を晒しのけぞる。

　不思議と、初めてなのにあまり痛みは感じなかった。

　沢山愛撫されて何度も絶頂し、彼を受け入れる準備ができていたからというのもあるし、もしかしたら何らかの魔法を使って痛みを取り除いてくれたかもしれない。

　処女喪失の瞬間だったけれど、私は思いきり膣を引き絞って絶頂していた。

「沢山感じて偉いな、フィオナ」

　アレックスが笑い、私の手の甲にチュッとキスをしてから、乳房を揉んでくる。

「聖女殿は愛されるための存在だからな」

　ギルフォードももう片方の乳房を揉み、勃起した乳首を捏ねてきた。

　すぐに蜜壷はヴァレリーの肉棒に密着し、彼は気持ちよさそうに目を細める。

「……腰が……、溶けそうです……っ」

　我慢できないと己の唇を舐めたあと、ヴァレリーはゆっくり腰を動かし始めた。

「あぁっ、あ……っ、ぁ、んーっ、あぁ、……っあ……っ」

　硬く漲った肉槍が、ぐずついてとろけきった蜜壷をグチュグチュと前後する。

　はばからない水音が周囲に響き、淫靡な吐息が籠もっていく。

　目を閉じて体をくねらせ、ギュウッと下腹部に力を込めると、膣内に入ったヴァレリーの形がくっきりと分かる。

「ヴァレリー、仰向けになれるか？」

　アレックスに声を掛けられ、額にうっすら汗を浮かべていた彼は、「ええ」と微笑んで承諾する。

　そして私を抱き締め、ごろんと仰向けになり、騎乗位の体位になった。

「ん……っ」

　膣内で亀頭の当たる場所が僅かに変わり、私は色めいた吐息を漏らす。

　長い髪を掻き上げて邪魔にならないようにした私の背後に、アレックスが移動し、背中をツゥッと撫でてきた。

「あんっ、――はぁっ、あ……っ」

　思わず甘ったるい声を上げて反応すると、アレックスは背後から私の乳房を揉み、乳首をピンと弾いてきた。

「口が空いている。ギルフォードを慰めてやれ」

　耳元で命令され、ぞくんっと被虐的な悦びが私の体を突き抜ける。

　とろん……とした目でギルフォードを見ると、彼もまたうっとりと目を細め、これ以上なく硬くなったモノを私に向けて突きだしてきた。

「うまくできなかったらごめんなさい」

　呟いたあと、私は彼の屹立に手を添えて、ゆるゆるとしごき始める。

　そして舌を出し、雫を零した先端を舐め始めた。

「ん……っ、んぅ……、ん……」

「あぁ……、フィオナ……」

　ギルフォードはうわずった声を出し、また私の頭を撫でてくる。

　私はオスの香りに酔いしれて夢中になって舌を動かし、雁首かりくびの細かな溝をたどってからチュポッと先端を口内で包み込んだ。

「んン！」

　そんな私の後孔こうこうに、ヌルリとしたモノが触れた。

「な……っ」

　驚いて振り向くと、アレックスが私の後孔を撫でている。

　私の反応を見て、彼は妖艶に笑った。

「どうせなら僕の事も受け入れてくれ。体に負担なく、痛みがないようにするから」

「で……っ、でも……っ」

　三人を一度に受け入れるなんて、処女じゃなくてもハードルが高い。

「大丈夫だ。僕の魔法を信じろ」

「うう……。痛いの、嫌ですからね……」

　恨みがましい目で彼を見ると、「大丈夫」というようにお尻を撫でられた。

「フィオナ」

　ギルフォードに名前を呼ばれ、再び彼の屹立を口に含み、しゃぶる。

「んンっ、ん、……ぅーっ」

　ヴァレリーが突き上げ、潤沢な蜜で潤った場所がジュボジュボと淫らな音を立てた。

「あんっ、あっ、……んンっ、――きもち……っぃっ……」

　入れられた時は微かな疼痛はあったものの、今はまったく痛くない。

　彼が動くたびに耐えがたいほどの喜悦が体を駆け巡り、無意識に嬌声が漏れてしまう。

「あぁっ、あ、……んっ、んむっ、うぅ……っ」

（気持ちよくしてもらっているんだから、私もお返ししないと）

　そんな想いから、私は夢中になってギルフォードの亀頭を舐め回した。

「あぁ、フィオナ……。気持ちいい……っ」

　彼は私の頭や背中を撫で、うっとりとした声を出す。

「んーっ、あぁ、あぁ、あ……、や……っ」

　アレックスは私の後孔を、温かくヌルヌルとしたモノで愛撫し、硬く窄すぼまっていた場所を少しずつほぐしていく。

　何だろう？

　そう思って振り向くと、アレックスの尻尾の先端が、細めの男性器みたいな形に変化して粘液を分泌していた。

　……なんでもアリだ……。

　生ぬるく笑った私は、ヴァレリーに突き上げられて「あんっ」と高い声を上げた。

「フィオナ……っ、愛してます……っ！」

　いつの間にか目を赤く光らせた彼が、陶酔した表情で私に愛を告げる。

「わた、……しも……っ、ぁ、あぁあっ！」

　返事をしようと思ったのに、ヴァレリーの指が私の肉芽に触れ、コリュコリュと包皮ごしに捏ねてきた。

　高い声を上げた私は屹立を咥えていられなくなって、代わりに懸命にしごく。

　はぁーっ、はぁーっ、と荒い呼吸を繰り返す私の後孔は、いつの間にかほぐされて、ぬめりを伴った尻尾の先端にズボズボと犯されていた。

「あぁあああっ!!　だめっ、だめぇえっ！」

　激しく痙攣した私は、力んでヴァレリーの肉棒とアレックスの尻尾を締め付ける。

「……っ、締まる……っ」

　ヴァレリーが歯を食いしばり、射精しないよう必死に腹筋を震わせる。

「あ……っ、はぁっ、……ぁあ、…………あ……」

　絶頂して脱力した私は、ヘナヘナとヴァレリーの体の上に倒れてしまった。

　そんな私の後孔からグポ……と尻尾の先端が抜け、そこにアレックスが自身の屹立を押し当てる。

「ま……っ、て、……まだ…………、あの……」

「僕を愛してくれ」

　いつの間にか目を赤く光らせたアレックスが、私の尻たぶを撫でたあと、ほぐれて粘液で濡れそぼった後孔に、ズププ……と肉棒を埋め込んできた。

「はぁう……っ！　う、……うぅー……っ」

　禁忌の場所に愛しい人の半身が入り込み、私は歓喜と背徳感にゾクゾクと背筋を震わせる。

「気持ちいいか？　フィオナ」

　私に屹立をしごかれて、呼吸を乱しているギルフォードが尋ねてくる。

「き……っ、もち、――――いっ、……ぃ……っ」

　あまりの快楽にまみれ、きちんとした言葉で返事をできない。

「あーっ、……ぁ、あー…………」

　ヴァレリーに最奥をズグズグと突かれ、アレックスに後孔を犯されて、私は獣のような声を上げて善がった。

「きつ……っ」

　アレックスがうめき、私のお尻を撫でてから、手を腹部に移動させて淫芽をヌルヌルと撫でてくる。

「っひあぁあぁっ！　駄目ぇっ！」

　途端に私はヴァレリーの胸板にたらっと唾液を零し、目を白黒させて深い絶頂を味わった。

「――――フィオナ……っ」

　私の嬌態きょうたいを見ていて堪らなくなったのか、ギルフォードが苦しげに呻いたかと思うと、私の口内に屹立を押し込んできた。

「……いいか？」

　上目遣いに彼を見ると、ギルフォードは私を滅茶苦茶にしたい衝動と戦っている。

「んぅ……っ」

　――好きにしていいよ。

　くぐもった声でうめき、頷いただけだったけれど、彼は私の意図を察したようだった。

「んむぅっ、んっ、んぐぅっ」

　ギルフォードは私の頭を支え、苦しくならない程度に屹立を出し入れする。

　血管の浮いた太竿が舌の上を滑り、雁首が私の口蓋を擦った。

　気持ちよくなってほしい一心で口をすぼめると、彼が腰を動かすたびにグポッとはしたない音が立つ。

　下からはヴァレリーが私の乳房を揉み、アレックスに突かれるたびに揺れる乳首を舐めていた。

「ふぅ……っ、あぁ、あ、んぐっ、んっ、んぅうーっ!!」

　三人に孔あなという孔を責められて、私は快楽の坩堝るつぼに放り込まれる。

　グチャグチャジュボジュボと粘ついた音が立ち、四人分の獣のごとき呼吸が天蓋を満たす。

　――もう、駄目……っ！

「んんぅーっ!!」

　私はポトポトと涙を零しながら、口も前後の孔も思いきり締め、今までにない大きな波にさらわれた。

「……っ、くそっ、出る……っ！」

「フィオナ……っ」

「出すぞ……っ」

　三人はそれぞれ絶頂の声をもらし、精液が鈴口から迸ほとばしる最後の瞬間まで私を貪った。

「あぁ……っ！」

　色っぽい声を上げたのは誰だっただろう。

　次の瞬間、私の孔という孔に白濁がビュルビュルと注ぎ込まれる。

「んぐっ、んぅっ、んっ、むぅううっ」

　口内を満たすギルフォードの白濁を、唾液と一緒に必死に嚥下し、私は体内でビクビクと震える二本の肉棒を締め付ける。

「っあぁ……っ、あ…………」

　口からギルフォードが肉棒をヌポンッと抜き、私はくるおしい声を上げヴァレリーに体を預けた。






　意識が心地いい闇に包まれて遠のいていく。

　胸を満たしていたのは、「愛しい人の愛をすべて受け入れられた」という達成感だ。

　眦から涙が零れる。






　――私は、誰かの〝特別〟になれた。

















終章　幸せになるために












　その後、ギルフォードに掛けられていた人狼の呪いは解けたと分かった。

　モフモフできないのは寂しいけれど、彼を苛んでいた呪いが解けたなら私も嬉しい。

「これで満月や夜に怯えず、公爵としての仕事をまっとうできる」

　あくまで仕事中心なのは彼らしい。

　私が飼っていたオリバーの魂はどうなったかというと、ギルフォードの中で溶け、彼の魂と一体化しているらしい。

　ギルフォードが「好きだ」「一緒にいたい」と伝えてくる言葉の一割ぐらいは、オリバーの気持ちなのかな？　と思うと嬉しい。






　クレアは例の事件以降、憑きものが落ちたような雰囲気で、地下牢でシクシク泣いていた。

　私が王太子や公爵、宰相と懇意にしていると知り、嫉妬したのは事実らしい。

　そこを悪魔につけ入れられ、邪魔な聖女を排除するために利用されたようだ。

　アレックスたちは彼女を牢に入れておくと言ったけれど、私は断固反対した。

　クレアに憑いていた悪魔は、私が聖女パワーで祓ったはずだ。

　ならもう問題はないはず。

　多少の嫉妬ぐらい、どんな人間だってするし、そんな感情を理由に牢屋に入れておく事なんてできない。

　頼みに頼んだからか、結局彼らは折れてくれ、今クレアはイェールの監視下で彼の手伝いをしている。

　けれど魔導士としての適性があったみたいで「勉強になります！」とめちゃくちゃ楽しそうにしていた。






　この国の一番の問題――国王がサキュバスの王妃に骨抜きになり、政治を疎かにしている事についても、一旦終止符がついた。

　アレックスの夢ですべてを知った私は、後日王妃に会いに行こうと決意した。

　三人とイェールの他に、ギルフォードの父も同行してくれた。

　例の寝室を訪れると、丁度、国王は眠っていたようで、彼の邪魔は入らなかった。

「何か用？」

　白金色のフワリとした髪を掻き上げた彼女は、昼間からネグリジェ姿で退廃的な雰囲気を漂わせ、私たちに尋ねてきた。

　さすがサキュバスなだけあって、三十歳近い息子がいるのに二十代にしか見えない外見をしている。

　場所は国王の私室で、続き部屋の奥の寝室には国王が眠っている。

　アレックスは自分の両親にいい印象を抱いていないからか、硬い表情をしていた。

「お願いします。彼を解放してください。殿下は長年、国のために尽くしてきました。それがなぜかはご存じのはずです」

　怖れず切り出した私の言葉を聞いて、隣に座っているアレックスが瞠目する。

　この世界に来て戸惑ってばかりだったけれど、今の私は愛する人を守るためなら、なんだってすると決めていた。

　愛されて守られるだけのヒロインはごめんだ。

「妃殿下が陛下を離さず、今後ミルネジュアの政治に口だしされるおつもりがないのなら、誰よりも国を思っている殿下に王位継承するよう、陛下に進言をお願いします」

　私は気怠げな彼女にキッパリ言い、頭を下げる。

　アレックスも息を吸い、同様に頭を下げた。

「母上、お願いします。王太子、国王代理ではできない事もあります。他国の元首も軽んじられていると思っているのか、良い顔をしません。この国は僕が責任を持って導いていきます。そのためにどうか王位を譲るよう、父上を説得してください」

　頭を下げる私たちを見て、王妃はしばらく黙っていた。

　やがて水煙草を吸い、フーッと煙を吐く。

「私はこの国なんてどうでもいいのよ。求婚されてあの人を愛したから妻になり、王妃となった。むしろ、あなた達さえあの人をこの国から自由にしてくれるなら、好きなところへ連れて行って二人だけで愛し合いたいわ」

「では、こちらにサインをいただけますか？」

　氷の微笑を浮かべて王位を譲る書類を差しだしたのは、ヴァレリーだ。

「陛下にこちらの書類へ一筆いただけたら、あとは我々が動きます。私たちとしましても、現状を変えたい気持ちは強く、貴族たちの気持ちも決まっています」

「そうね。そうしてあげたいんだけれど……。目の前に私がいたら、あの人、ろくに会話ができないと思うの」

　サキュバスこっわ……！

「でしたら、寝ている伯父上の手で、妃殿下がサインをしてください」

　ギルフォードが淡々と言う。

　……思うけど、この人達は目的のために手段を選ばないタイプだな……。

　私に対しては甘々だったけれど、政治とかになると血も涙もない感じなのか……。

「あら、それでいいの？　なら今書いてくるわ」

　王妃は書類を受け取ると、内容を確認する事なく奥へ歩いていく。

　すぐに戻ってくると、「はい」とテーブルの上に書類を置いた。

　それには確かに、国王がアレックスに王位を譲る事に同意する旨の文と、サインが書かれてあった。

　割とあっけなく終わったけど……。これで解決？

　王妃は年嵩の侍女が出した紅茶を飲み、アレックスを見てニヤリと笑った。

「事務的な報告以外にここを訪れたのは、初めてね？　あなたは子供の頃から私たちを怖がっていたから。……まぁ、人間的な感覚でいえば仕方がないのかもしれないけど」

　トラウマそのものである母を前に、アレックスは膝の上で拳を握り言い切る。

「僕はもう〝子供〟ではない。愛する女性を迎えて、結婚したいと思っている。いつまでも親の影に怯えていられない」

「えっ!?　けっ……、こん!?」

　その言葉に動揺して立ちあがったのは私だ。

　けれど反応したのは私だけで、ヴァレリーやギルフォードたちも真顔のままだ。

「あの……」

　戸惑う私を見て、王妃がクスクス笑いだした。

「聖女と結婚するつもり？　あとがつらいわよ？」

「分かっています。けれど解決策はありますので、ご心配なく」

「そう。ならいいんじゃない？　愛する人と結婚するのが一番よ」

　あら、割とあっさりと……。

　王妃は私を見て、またニヤリと笑ってウインクしてきた。

「アレックスだけじゃないんでしょ？　その二人とも結婚するつもり？　あら、人間の世界では重婚って駄目だった？」

「じゅっ」

　アレックスとの結婚ですら初耳なのに、ヴァレリーとギルフォードとも結婚するのかと言われ、私は挙動不審になって彼らを見る。

　私はこんな反応をしているというのに、彼らは冷静なままで、ギルフォードの父も驚いた様子を見せていない。

　やがて、ヴァレリーが気まずそうに切りだした。

「実は我々で相談していました。殿下が国王陛下となられたあと、重婚を許可する法律に変えて、私たち四人で結婚しては……という内容です」

　言われた言葉に私は目をまん丸に開いて、アレックスを凝視する。

　さらに付け加えたのはギルフォードだ。

「俺たち三人は、それぞれ比べられない事情があり、負けないぐらいフィオナを愛している。フィオナも俺たちを平等に愛してくれている。それなら制度さえ変えてしまえば、すべてうまくいくのでは……と思って話し合った結果だ」

　私は最後に隣にいるアレックスを見る。

　彼は青い目を細めて笑い、私の手を握ってきた。

「相談せずに僕たちで決めてしまってすまない。だが、もし嫌でなかったら前向きに考えてほしい。これから僕が国王になり、即位するにも相応の時間がかかるだろう。その間に臣下たちと会議を重ね、即位後に結婚できたらと思っている。世界には色んな形の愛がある。異性同性だけでなく、人数や種族の愛を自由に認める王になりたい」

　そう言われ、私は諦めた表情で苦笑いした。

「分かりました。受け入れます。そもそも私があなた達を愛するって決めたんですもの」

　微笑んだ私をアレックスが抱き締め、やがて立ちあがったヴァレリーとギルフォードも優しく抱擁してきた。

　そんな様子を、王妃は〝母〟の顔をして満足げに笑って見ていた。






　私たちが忙しく過ごしている間に、国王は王妃に連れられてどこかへ行方不明になってしまった。

　けれど置き手紙もあり、長年国王でありながらその責務をまともに果たせていなかった事への詫びや、アレックスや臣下たちへの謝罪も書かれてあった。

　アレックスが新王になるための準備が始まり、城内はそれまで以上に活発になる。

　結婚前提で動いているので、水面下では私のウエディングドレスの用意が密やかに進められていた。

　ルチルたちも大喜びで、上等な絹織物や真珠など、聖女に相応しい高価な品を見定めている。

　私はといえば、そういう物の善し悪しが分からないので、されるがままだ。

　そして、夜になると夫となる人たちが部屋を訪れ、私を愛する。






「明日、とうとう即位式ですね。自分の部屋で眠らなくていいんですか？」

「明日だからこそ、聖女の加護が欲しいんじゃないか」

　たっぷり愛し合ったあと、私たちはウトウトしながら言葉を交わす。

　アレックスがチュッと私にキスをしたあと、私の髪を手で梳いていたヴァレリーが手の甲に口づけてくる。

　ギルフォードは私の腰に抱きついて、快楽の余韻のあるお腹に唇を押しつけていた。

「……幸せだなぁ……」

　呟いた私に、全員が微笑む。

　みんな、異世界にいた奥野京子としての私を知っているからこそ、この世界で巡り会えた今、絶対に幸せにすると誓ってくれている。






「ありがとう、大好き」

　運命の輪に囚われた聖女わたしは、とろりと微笑んだ。
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